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富山市は、北は日本海に面し、東には3,000m級の立山連峰を仰ぎ、緑豊かな呉羽

山丘陵を市の西部に擁する自然環境に恵まれた都市であります。このような土地に

先人が残した遺跡は、郷土富山の歴史を知るためのかけがえのない遺産であります。

これを保護し、未来へ継承していくことは現代に生きる私たちの務めと考えてお

ります。

現在、富山市には約600か所を越える遺跡が確認されております。富山平野の中央

を流れる神通川は、古来より物資や文化の交流の道として重要な役割を果たしてま

いりました。そしてその流域には多種多様な遺跡が存在しております。

特に海岸部の倉垣・四方地区は、弥生時代から室町時代の遺跡が数多く存在し、

中世に栄えた三津七湊のひとつ「越中岩瀬湊」の候補地と考えられています。

このたび、富山市打出土地区画整理事業に伴い打出遺跡の発掘調査を実施しまし

たところ、弥生時代・古墳時代の竪穴住居や旧神通川岸辺での祭祀跡、室町時代の

屋敷跡・道路跡などが検出されました。なかでも古墳時代の特殊な三連壷の出土は

全国的にも稀少であり、貴重な資料となりました。

このような調査成果をまとめた本書が、私たち共有の財産である埋蔵文化財を理

解していただくうえで参考になれば幸いです。

最後に、発掘調査にご理解とご協力をいただきました地元倉垣地区の皆様をはじ

め、調査や整理にあたりご指導を賜りました関係各位、諸機関の皆様に厚く御礼申

し上げます。

富山市教育委員会

教育長 大 島 哲 夫

平成16年 3月 31日
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1 本書は、富山市打出に所在する打出遺跡の発掘調査報告書である。
2 調査は、富山市打出土地区画整理組合 (理事長 東 幹治)が施行する富山市打出土地区画
整理事業に伴うもので、同組合の依頼を受けて、富山市教育委員会の監理のもと株式会社中

部日本鉱業研究所が実施した。

3 調査期間・面積
現地調査  平成15年 8月 12日 ～平成16年 1月 9日 4,757♂
出土品整理 平成16年 1月 12日 ～平成16年 3月 31日

4 調査は、株式会社中部日本鉱業研究所 新宅輝久、藤田慎―が担当した。
5 調査にあたり、次の方々の指導・助言・協力を得た。記して謝意を表します。lI十音別、敬称略)
赤澤徳明、赤沼英男、石川ゆずは、市本1慎太郎、大野英子、岡本淳一郎、金三津英則、金三津道子、久 忠々義、

補 正勝、小山答一、坂田千尋、笹澤正史、寒川 旭、新宅 茜、滝沢規朗、玉村幸一、坪田聡子、戸谷邦
隆、冨山正明、仲光克顕、中村亮仁、長谷川益男、長谷部果爾、林 大智、久田正弘、福海貴子、藤田
三郎、細辻嘉門、町田賢一、松山充宏、水岡育子、三辻利一、宮田進一、森  隆、安 英樹
6 出土品及び原図・写真類は、富山市教育委員会が保管している。
7 自然科学的分析については、C14年代測定、珪藻分析、種子同定、漆膜構造分析、木製品の

材同定、鉄淳成分分析、土器の胎上分析、赤色顔料分析を行った。その結果は、Ⅳ自然科学

分析にて関係各機関より分析結果を頂き、掲載している。

8 本書の執筆は、Ⅱ調査の経緯を富山市埋蔵文化財センター古川知明が行い、それ以外を新宅、
藤田が分担して行った。分担箇所については、文末に記した。

凡  例
1 方位は、真北、水平基準は海抜高である。
2 座標は、国土座標を使用し、南北をX軸、東西をY軸 とした。
3 遺構の表記は次の記号を用いた。
SB:掘立柱建物跡 SD:溝 跡 SE:井 戸跡 SF:道 路跡 SII竪 穴住居跡
SK:土坑 SP:ピ ット SX:河 跡・不明遺構
4 土色・土器胎土色は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修 財団法人日本色彩研究所色
票監修 新版標準土色帖2001年版による。
5 打出遺跡は、調査の便宜上A地区・B-1地 区・B-2地 区・B-3地 区・C地区の 5地区
を設定し調査を行った。よって報告書も、これら調査区別に事実報告を行っている。

8 測量・遺構実測図の縮尺は、原則として1/40を基本とし、掘立柱建物跡や竪穴住居跡につ
いては1/60と した。また遺物実測図については以下のとおりである。

遺物 :弥生土器・土師器・須恵器・木製品 (1/3)それ以外は、その都度縮尺率を示した。
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I 追跡の位置と環境
打出遺跡は、富山市街地から北方約 7 kmの 海岸部、富山市と新湊市の市境界付近の打出地内に

位置する。本遺跡は神通川左岸の海岸砂丘内側に立地し、標高は約2.5mを測る。現神通川河口

から約 3 kmほ ど離れ、海岸汀線から約500mほ どの距離を置く。本遺跡の西側には神通古川の旧

河道 (古古川)の痕跡と見られる周辺の地形より広範囲に標高の低い部分が存在し、この箇所が
『富山御領富事略』に見られる天正13年 (1585年)に起こった洪水によって水流が変る以前のも
のではないかと見られている。

各調査区内の基本層序は、若千の層序の増減はあるものの、大枠では安定した堆積を呈してい

た。層序は耕作土、田の床土が見られ、その下層で基盤層 (地山)である責褐色シルト質上が見
られた。どの調査区も基盤層までの深さは約0.2～ 0.3mと 浅く、回場整備時の撹乱によって包含

層は、各地区でもほぼ消滅し確認できなかった。しかし基盤層まで深さのある調査区の一部では、

黒褐色土シルト質土 (弥生・古墳時代包含層)と 、暗黄掲色シルト質土 (弥生時代包含層)の 2

種類の包含層が見られた。この中で暗黄褐色シルト質土 (弥生時代包含層)は、遺構検出面の上

質や色調が類似し、これは神通古川の旧河道である古古川に近接した箇所でのみ見られるもので、

この旧河道の洪水砂が遺物を包含して堆積したものと考えられる。

打出遺跡周辺の遺跡には、縄文時代 (晩期)か ら近世に至るまでの連綿とした人の営みが確認
できる遺跡が自然堤防上を中心に点在する。特に弥生時代後期後半から古墳時代前期 (法仏式段

階～高畠式段階)と いう県内でも類例の少ない事例である江代割遺跡などが立地する。この遺跡

は打出遺跡と神通古川の旧河道を挟んで対岸に位置する。過年度の調査によって古墳時代前期の

竪穴住居跡 3棟を検出し、多数の遺物を出土した。これら遺構・遺物は海に面した集落遺跡とし

て、また富山県下での、この時期の遺物の様相を垣間見る事のできる格好な資料となっている。

また近隣の新湊市本江東遺跡や高島A遺跡からは、弥生時代中期から古墳時代初頭や中世の遺

構・遺物が見つかっている。特に高島A遺跡からは、低地では類例の少ない弥生時代中期の方形

周溝墓が検出されており、打出遺跡周辺の弥生時代終末期から古墳時代初頭以前での放生津潟周

辺の様相を解明する一助となっている。

打出遺跡の南方には、奈良・平安時代の遺物が出土する今市遺跡が控えている。本遺跡が所在

する付近の字名に『倉垣』が現在でも残り、この字名と関連するものとして、打出遺跡から西方

約 2 kmに、万暦 2年 (1066年)に創建され、F倉垣庄』の総社とされている下村加茂神社が位置

する。下村加茂遺跡周辺が、いわゆる現段階での F倉垣庄』の推定されている箇所であり、『倉

垣』の字名の残る今市遺跡とは、大きく距離に隔たりがある。『賀茂社古代庄園御厨』にその名

が初めて見られる『倉垣庄』の庄域や今市遺跡の性格を含めて今後再考する必要のある地域と言

える。

中世の遺跡については、この地が『廻船式目』にその存在が確認できる F越中岩瀬湊』の関連

から、多くの遺跡が確認されている。特に四方北窪遣跡では14世紀から15世紀を中心とする珠洲

のほかに、天目の模倣瓦質土器が出土している。また遺構では、掘立柱建物や道路跡などの他に

火葬場など、非生活空間的な色彩の強い遺構の検出にまで至っている。〔富山市教育委員会2000〕

さらに四方荒屋遺跡では、溝によって区画された中世の屋敷地の一端を確認するに至っており、

〔富山市教育委員会1999〕 打出遺跡との関連が興味深いものである。

―
-1-―
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※下図は国土地理院発行 1:25,000沿岸海域土地条件図 富山より

1打出遠跡
2今市遺跡 (縄文～近世)
3江代割遺跡 (弥生～中世)
4四方西野割遺跡 (平安～中世)
5四方北窪遠跡 (中世～近世)
6四方荒屋遠跡 (縄文～近世)
7四方背戸割遺跡 (弥生～中世)

8草島遺跡 (古代～近世)
9千原崎遠跡 (弥生～近世)
10宮尾遺跡 (古代)
11百塚住吉B遠跡 (縄文～奈良)
12八 ヶ山A遠跡 (縄文～近世)
13八町I遠跡 (弥生～近世)
14八町西A遺跡 (縄文～中世)

/
|

15八町西 B遠跡 (弥生～中世)
16利波遠跡 (縄文～古墳)
17野田遺跡 (縄文～近世)
18本江中遺跡 (弥生～近世)
19本江遺跡 (弥生～近世)
20本江東遠跡 (古墳～近世)

第 1図 打出遺跡とその周辺遺跡 (1:50,000)

-2-



Ⅱ 調査の経緯
調査 の経緯

打出遺跡は、昭和63～平成 3年に行われた市内遺跡分布調査において初めて発見された遺跡で

ある。遺跡は平成 5年 3月 に発行した『富山市遺跡地図 (改訂版 )』 にNo 9打出遺跡として登載

され、周知の埋蔵文化財包蔵地として知られることになった。地名表では土師器・須恵器・珠洲

焼・火鉢・砥石が採集されており、448,000♂ にも及ぶ、古墳・奈良・平安時代、中世の散布地

としている。

平成13年には富山市打出土地区画整理事業計画が提示され、計画地にかかる打出遺跡約160,000

♂を対象として、平成14年 5月 ～6月 及び同年10月 ～平成15年 2月 に富山市教育委員会埋蔵文化

財センターが試掘確認調査を実施した結果、約41,800ド に弥生時代から室町時代の住居跡等の遺

構を検出した。

この調査結果を受けて、富山市打出土地区画整理組合と市教委埋蔵文化財センターとが工事計

画について協議を行った。その結果、区画道路及び公共升部分計4,775♂ の発掘調査が必要と判

断された。調査は、市教委埋蔵文化財センターの監理の下、中部日本鉱業研究所が実施すること

で合意が整い、同年 8月 10日付けで調査方法に関し組合、市、中部日本鉱業研究所が協定を締結

した。

現地発掘調査は平成15年8月 12日 から着手し、16年 1月 9日 に完了した。出土品整理は16年 1

月12日 から行い、報告書の作成を16年 3月 31日 までに完了した。

なお、この試掘確認調査及び海岸部付近の分布調査の結果を受け、平成16年 1月 遺跡北側の範

囲を拡大し、遺跡全体面積を盟 ,C100♂ と修正した。                (古 川)

４撚

打出周辺航空写真 (米軍1946年撮影 )
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Ⅲ 調査の概要
全体 の概 要

今回の調査区は6ケ 所にわかれており、区画整理の地区わけに準じて、A地区、B-1地 区、
B-2地 区、B-3地 区、C地区を設定し、現地調査を行った。
A地区は遺跡範囲の北側に位置し、旧神通古川推定部分が範囲となっている調査区で面積は

1,229♂である。旧神通古川の河道を検出し、古墳時代前期と思われる川岸部分を確認し、その

河道が中世後半から近世で埋没したことを確認した。このほか、河道の埋没過程で陸地化した部

分に構築された井戸を4基検出した。遺物については弥生土器、土師器、須恵器、陶器、磁器、

木製品などが出土した。

B-1地 区は遺跡範囲の中央部に位置し、県道敷設予定地を越えて一ヶ所飛び地がある調査区
で、全体の面積は999♂である。弥生時代後期後半から古墳時代前期にかけての竪穴住居跡 5基

をはじめ、溝、土坑、ピットおよび中世の溝を検出した。試掘確認調査では周辺に竪穴住居跡が

確認されており、当時の居住区であったと思われる。

B-2地 区は遺跡範囲の南側に位置し、県道208号線に隣接する調査区で面積は887♂である。
調査区の北西部は削平を受けていたが、このほかの調査区については古墳時代前期と考えられる

多数の畝状遺構を検出した。遺物は土師器、越中瀬戸などが出土した。

B-3地 区は遺跡範囲の西側に位置し、B-1地 区、C地区に近接する。全体の面積は696ポ
である。調査区の西狽1は旧用水路によって削平を受けていた。遺構は井戸、溝、そしてC地区に

続く道路状遺構を検出した。遺物は縄文土器、珠洲、越中瀬戸、青磁などが出土した。

C地区は遺跡範囲の西側に位置し、B-3地 区の北側、B-1地 区の西側にあり、全体の面積
は966♂である。掘立柱建物 3棟、井戸、溝、そしてB-3地 区に続く道路状遺構等を検出した。
区画性をもつ溝も確認されており、中世の屋敷地が所在していたと思われる。遺物は珠洲、土師

器、青磁、陶器などが出土した。

以上のように今回の調査は調査区が遺跡範囲のなかで分散し、それぞれの調査区で様相が異な

っている。遺跡の性格としては旧神通古川によって形成された集落遺跡であり、遺跡の年代とし

ては、弥生時代後期後半から古墳時代前期までの時期と中世から近世初頭までの時期との 2時期

が中心となる。このほかにも遺物としては縄文時代晩期のものと古代の須恵器が見られるが、今

回の調査ではこれらの時期にあたる顕著な遺構が見られなかった。今後の調査で明らかになるこ

とを期待したい。

A地区の概 要
A地区は遺跡の北端部に位置する調査区で面積は1,229♂ ある。調査区のなかでも一番海岸線に

近く、現状での標高は2.5～ 1.Omである。ぬ地区とその周辺は地表面の観察と試掘確認調査によ

り、旧神通古川の河道が確認されており、本調査区も大半がその推定域内に設定されていた。調

査の結果、古墳時代前期のものと考えられる神通古川旧河道を確認し、その西側1可岸を検出した

(SXl)。 河岸には水辺で行われていたとされる祭祀で使用し、廃棄された土器が多く見つかっ

ており、三連こといった全国的にも珍しい形状の上器も出上している。このほか、1可道が埋没し

た後に掘られた中世の井戸 4基と調査区南側に集中して噴砂跡が検出されている。遺物としては

弥生土器、土師器、須恵器、陶器、磁器、木製品、羽口、鉄津などが出土した。

-4-
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第 2図 打出遺跡調査区配置図 (1:5,000)
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旧河道 SXl(第 3図・ 第 4図 )
SXlは神通古川旧1可道の一部と考えられており、試掘確認調査や周辺地形などから180m以上

の幅を持つ川であると考えられている。今回の調査ではこの旧1可道の古墳時代前期にあたる1可岸

部分を検出した。中世以降の河岸については確認することが出来なかったが、陸地化した後に埋

設された井戸枠を検出しているので、川岸は東へと移っていったものと考えられる。遺物は弥生

土器、土師器、須恵器、陶器、磁器、土錘、木製品等、各時代の遺物が多く出上している。大き

な河道ゆえ流れ込みや混入が多いが、下層では弥生土器や土師器が、上層では中世、近世の遺物

が顕者に見られた。また、検出された河岸には祭祀に使用されたと考えられる古墳時代前期の土

器が出土し、赤彩を施した土器や三連重などが見つかっている。

SXlは大きく4層 に分けられ、 1層 は黒灰色粘質土を主体としている。地元住民への聞き取

りによると遺跡のA地区付近は耕地化する以前、沼地状の上壌であつたと言われている。また、

旧神通古川は天正年間の洪水で大きく東へと位置を変えたと記事があり、これらを考えると天正

年間以降に,可の機能が失われてからの堆積と考えられる。遺物は弥生土器、土師器、陶器、磁器

等が出土している。

2層は黒褐色粘質土を主体としたもので、遺物は弥生土器、土師器、須恵器、陶器、磁器、土

錘等が出土している。古代から中世段階での堆積と考えられ、そして、珪藻分析では止水性の珪

藻が見られ、河口潟あるいは河跡湖の様相を呈していると解釈されている。また、河道範囲内か

ら検出された井戸はこの層を掘削して構築しており、 2層の形成段階では川の埋没がかなり進ん

だように思われる。

3層は黒灰色粘砂質上に青灰色砂が混じるもので、1可岸部を中心に広がる浅い堆積層である。

遺物は弥生土器が多く見られるが、陶器、磁器、土錘などの混入も見られる。この層の直下に青

灰色シルトの1可岸部分が検出され、三連重をはじめとする祭祀に使われたと思われる古墳時代前

期の上器が出土している。形成の時期としては弥生時代後期後半以降の堆積であり、1可道が河川

としての機能を充分に果たしていた時期のものであると考えられる。また、伐採されたと思われ

る木が集中した地点があり、木道あるいは貯木場と考えられ、B-1地 区で見つかった集落部分
との関係をうかがうことが出来る。

4層は青灰色粗砂、砂であり、1可道の底に広がる層である。河岸形成部は青灰色シルトが基盤

となっているがこの下層にもが広がっている。この砂層に潜り込んだ弥生土器が見られるが、基

本的には無遺物層である。重機掘削により3m程下まで確認したが、砂層は続いており、打出の

地が陸地化し、旧神通古川が河川として機能していた時期以前の堆積層である。このことから縄

文海進の時期に海底にあった砂層であると考えられる。

SXlは旧神通古川の河道部分と考えられ、現在でも確認できる自然堤防も含めた形で、弥生

時代後期後半段階には河川が形成されたものと考えられる。そして、弥生時代後期後半から古墳

時代前期まで集落との関わりが見られ、とくに今回の調査で検出された1可岸には古墳時代前期に

なると祭祀場が営まれている。古代以降は埋没過程のなかにあり、河川から潟、河跡湖の様相を

呈していったと考えられるが、洪水などの際には流路としての機能はまだ残されていたものと考

えられる。また、中世になると埋没した場所に丼戸が構築され、居住の状況が垣間見られる。こ

うした状況のなかで、天正年間の大きな洪水によって、1可道が完全に埋まり、1可川としての機能

が失われていったものと考えられる。
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第 3国 A地区全体図 (1/6001)
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A地区神通古川旧河道 SXl出土遺物
旧河道SXlか ら弥生土器、土師器、須恵器、珠洲、中世土師器、中国陶磁、陶器 (瀬戸美

濃 。唐津)、 磁器、木製品が出土した。大きな河道であり度々氾濫を起こしているため、弥生土

器、土師器等の混入が多く見られる。ただ概ね、先述した 1、 2層には吉代から近世までの遺物

がよく見られ、3層や川岸直上の遺物には弥生土器、土師器が顕著に見られるようである。

弥生土器・土師器 (第 5図～第 7図 )

弥生土器、土師器は総じて弥生時代後期後半の法仏式段階から古墳時代前期の白江式段階のも

のが多く出土している。器種としては甕、重、高杯、器台、蓋、小型鉢のほか、北陸地域では初

の三連壺が出上した。

甕 (第 5図 -1～ 12)は有段口縁甕と、くの字口縁甕とにわかれ、大型品も見られる。有段口

縁甕には顎部が大きく外反し、口縁部が伸展して擬凹線を施すもの (1)、 また、擬凹線を施さ

ず無文のもの (2・ 5)がある。大型品では口縁帯が直立して伸び上がり擬凹線を施すもの (■ )

がある。くの字口縁甕は、口縁端部で内傾して段をつくるもの (3・ 10)ま た、端部が短く立ち

あがるもの (4)、 口縁端部を面取り状にして短い口縁をもつもの (6。 8)、 また、やや外反し

て伸展するもの (7・ 9)がある。

重 (第 6図 -13～20)は大型の広口重、小型壺、長顎重が見られる。大型広口壺のものは頸部

から大きく外反して、付加状口縁がつくもの (13)と 、稜を持ち、ゆるやかに立ち上ってやや外

反するもの (20)とがある。小型壼は口縁部が最大径となるような広口で伸展するタイプのもの

(14・ 16)と広口で不明瞭な段をもち、口縁帯に擬凹線を施すものがある。また、18の ように東

海系の瓢壷を意識した細頚壺や19の ように大型の長顕壺で頸部に赤彩文様を施したものもある。

高杯 (第 7図 -21～ 25)は、杯底部が平坦であり、上方へと直線的に開くもの (21・ 22)で、

小型製品によく見られる。23は杯底部が大きく開いて段をつくり、上方へむかって外反する。斃、

25は杯底部が椀状となってやや屈曲して外反するもので、処は脚部が短く裾部で外反し、25はゆ

るやかに裾部を外反させて端部でやや反り返る。

器台 (第 7図 -26～28)は、皿状の受部をもち、台部裾のほうに最大径をもつ。そして、台部

は直線的にハの字に開くもの (26)と短い脚をもち屈曲してハの字に開くもの (28)がある。ま

た、受部底から外反して開くもの (27)がある。

蓋 (第 7図 -29～ 31)は、小型で摘み部分から緩やかに開くもの (29)、 同じく小型で内側に

垂下する返しがつくもので摘みはボタン状で扁平なもの (30)と 逆台形なるもの (31)がある。

小型器種 (第 7図 -32)は鉢のみが出土している。底部よりゆるやかに立ち上がり、口縁端部

でやや内湾する。

三連壺 (第 7図 -33)は、手づくね成形であり、重を縦に3段積み重ねた形状である。3段目

の上部が欠損しているが、ここでは三連董として取扱う。調整は外面に若干ケズリを施し、接合

部には内外面ともに指頭圧痕が残る。また、外面全体に赤彩が施されており、川岸部分で見つか

っていることから祭祀で用いられたものと考えられる。

SXl出上の弥生土器、土師器は総じて、法仏式段階のものは少なく、月影式段階や白江式段階

のものが多く見られる。また、赤彩を施したものは他地区と比べ、多く見られるのも特色である。

これは、神通古川の旧河道であるというSXlの性格でもあり、三連壼といつた特殊な器形を

もつ土器も見られることから祭祀に用いられ、投棄されたと考えられる。
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須恵器 (第 3図 )

A地区SXlよ り出上した遺物である。出上位置は、上 。中・下層のすべてから出土している。

出土遺物は蓋・杯A・ 杯B・ 長顕瓶・鍋鉢類などが見られた。

蓋は、扁平型が多く見られ、端部は九く納めるものや巻き込む形のもの、さらに素縁形態を示

すものなどが見られた。

杯Aは、全体的に器厚の厚いものが多く出土している。底部はやや球形を呈し、口縁部へ直線

的に立ち上がるものや、底部は平底で口縁部へ直線的に立ち上がるものなどが見られた。ほぼ 8

世紀代に位置すると考えられる。

杯Bは、高台が内斜 。平行の形態のものがほとんどであり、高台径は■cm～ 12cm範疇におさま

る。器厚はやや厚いものの、口端部付近まで残存するものには、やや浅身のものが多く存在する。

貯蔵具には、長頸瓶や鍋鉢類の器種がみられたが、出土傾向としては、食膳具の比率が高い。

出土した須恵器全体から概観して時期的には8世紀代が中心であり、一部に8世紀末から9世

紀前半の遺物も見られた。

珠洲 (第 9・ 10図 )

A地区SXlよ り出土した。器種は甕・橋鉢・加工円盤などが出上している。どの層からもほ

ぼ万通なく出土していた。

甕は、口縁部の外反の緩やかなものなどが見られ、吉岡編年 〔吉岡1994〕 Ⅱ期頃やⅢ期頃のも

のなどが一部見られるが、出土遺物の中心は口縁部が短頸化したⅣ期からV期頃のものである。

指鉢もまた、甕と同様に卸目が細密鋭利な櫛歯原体をもち、吉岡編年Ⅱ期頃のものが見られた。

しかし、出土遺物の中心は口縁端部力潮巴厚し、内面に広く面を取り櫛目波状文を巡らす物や卸目

の櫛歯原体が中太ないしは、太く粗いタイプのものであり、吉岡編年V期からⅥ期のものである。

加工円盤は、数点出上した。全ての遺物で端部を削り取り円形を意識してつくり出している。

大きさもよく似た形のものが多く、特別大きな物などは見られなかった。

青磁 。近世陶磁器 (第11・ 12図 )

SXlよ り出土した青磁・近世陶磁器である。出土はSXl上 。中層からのもので占めている。

青磁は龍泉窯系であり、底部のみの出上が大半を占める。器種は椀・皿で輪花椀 (第■図 5)や

文様で草花文 (第 11図-6)を施文する皿が若干見られた。時期は14世紀代から15世紀頃のもの

が中心である。

近世陶磁器は、肥前系陶磁器が中心であり、一部に瀬戸美濃の陶器が見られた。器種は、皿・

椀・鉢類が中心であり、ほかに水滴 (第12図 -12)な ども出上している。

時期は瀬戸美濃の天目茶碗 (第 12図 -2・ 3)が 17世紀前半に位置するが、大半は17世紀中葉

から18世紀中葉の範疇に納まる。しかし18世紀後葉の肥前系磁器碗 (第12図 -1)な ども見られ、
使用期間の関係もあるが、出土陶磁器は時期幅は比較的広いものである。

木製品 (第13図 )

木製品は、 SXlか らの出土遺物は、片側を刃の様に加工したもの (第 13図 -2)や 組み合わ
せ部材の一部と考えられるもの (第 13図 -1)、 さらに加工痕の残る木などが出土しているが、

用途は不明である。
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(新宅)



ヾ

ω $

^

15cm

第 5図 A地区 SXl出土遺物実測図 (1/3)

-11-



ミユぐ＼＼
く ~｀ミ
｀
ミ

謂
煮 点ミ、

∈ヽヾ
ミ、ミミミざ|

第 6図  A地区 SXl出土遺物実測図 (1/3)

-12-



基

ム  29

第 7図  A地区 SXl出土遺物実測図 (1/3)

―-13-



峯

＼

14

＼ヽ ＼         :

1

＼

理 型 亘 立

ヽ
                み

＼   ＼

第 8図  A地区 SXl出土遺物実測図・須恵器 (1/3)

―-14-



第 9図  A地区 SXl出土遺物実測図・珠洲 (1/3)
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A地区井戸跡
第 1号井戸跡 (SEl)(第 14図 )

調査区の中央部旧神通古川旧河道 SXl内で、曲物転用の井戸枠のみが検出された。掘方はSX

lの埋土と混在して確認することが出来ず、川底の砂層に埋設された井戸枠のみを確認した。

井戸枠の大きさは直径約84cm、 高さ約80cmである。年代については、井戸枠破片の放射性炭素

年代では8世紀末から10世紀後半を示している。出土遺物はなくSXlにおける古代以降の埋没

過程のなかで構築されたものと考えられる。

第 2号井戸跡 (SE2)

調査区北側で SXlの岸辺付近で検出された井戸跡である。遺構の一部は調査区外にあり、調

査区の拡張を行った際、湧水によるトレンチ壁面の崩落により、遺構の掘方も崩壊したため全体

像を把握することが出来なかった。井戸粋が出上しているが、壁面崩落の際に破砕されて大きさ

は不明である。年代については井戸枠破片の放射性炭素年代では12世紀後半から13世紀前半であ

る。出土遺物は見られなかった。

第 3号井戸跡 (SE3)(第14図 )

調査区北側で SXlの岸辺付近で検出された井戸跡であり、SE2の北側に位置している。湧水

により掘方の一部が崩壊したため、規模は推定となるが長軸約1.6m、 短軸約1.2m、 深さ約0.5mで

ある。

断面形状は湧水による崩落のため明確な図示は出来なかったが悟鉢状に窄まっていく形状であ

ると思われる。出土遺物は中世土師器皿、瀬戸美濃の灰釉皿、輔の羽口、鉄津がある。年代とし

ては16世紀前半を示しており、この時期まで機能していたものと考えられる。

第 4号井戸跡 (SE4)(第16図 )

調査区北側でSXlの範囲で検出された井戸跡であり、SE2の東側に位置している。遺構の一部

は調査区域外への広がりが見られたが、調査区の一部拡張を行い、全体像を把握する事ができた。

開口部の長軸は約4.Om・ 短軸約3.Omであり、深さは約1.8mを 測る。構造としては情鉢状の掘

方を掘った後、井戸枠を設置し、大きさ約20cm～ 50cm程度の河原石で井戸側を組上げたものであ

る。遺物は井戸粋内より須恵器片が 1点出土しているが後世の混入であり、井戸の年代に関わる

ものではないと思われる。井戸枠の放射性炭素年代については13世紀末から14世紀末を示してお

り、他の井戸と同様、SXlが埋没していく過程で構築されたものであると考えられる。

A地区井戸出土遺物 (第15図 )

井戸からの遺物はほぼSE3から出土しており、中世土師器皿、瀬戸美濃の灰釉皿、唐津の皿、

輔の羽口などが出上した。

中世土師器皿 (1,2)、 瀬戸美濃の灰釉皿 (3)はそれぞれ、森編年 〔森2003〕 の後Ⅶ期、

藤澤編年 〔藤澤1991〕 の大窯 I期にあたり、16世紀前半代と考えられる。

唐津の皿 (4)は小さな高台がつき、長石釉が薄くかけられてある。17世紀から18世紀のかけ

てのものである。

輪の羽回は直径約9.Ocmの大きさで、直径約3.Ocmの孔をもつ。先端部には精錬時の鉱津が付着

している。羽口としては大きなものであり、打出遺跡内で鉱石や砂鉄からの精錬が鉄淳の出土も

含めて窺うことが出来る。
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H=05m

1 75GY8/1明緑灰粘質土 (砂少々含む、鉄沈着)
210Y7/1灰 白砂礫 (礫・黒褐色土混じる)
325Y4/1黄 灰色粘質土 (緑灰ブロック 01～ 2、 原混じる)
425Y5/1責 灰色粘質土 (緑灰プロック 01～ 2、 灰混 じる)
55Y4/1灰 色粘質土 (灰 白プロック、砂1/2混 じる)
65Y3/1オ リープ黒色 (砂ましり)
7 5BG7/1明 青灰色砂 (粘上混じる)
8 10BG7/1明 青シル ト(砂まじり)

第14図  A地区 SEl・ SE3平面図・断面図 (1/40)

A地区 SE3出土遺物実測図 (1/3)

○

第15図
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昨 1lm

15Y3/1オ リープ黒 黄掲色粒子 (φ l～ 3mm)少 ブロック (φ 5～ 10mm)多 シル ト
25Y3/1オ リープ黒 黄褐色粒子 (φ 3～4mm)多プロック (φ 10mm)多 椀 (φ 15mm)多 ンル ト
325Y3/1黒褐 黄褐色粒子 (φ l～ 3mm)少 シル ト(掘方土 )
425Y3/1黒 褐 灰褐色粒子 (01～ 3mm)少 ブロック (φ lomm)多 シル ト(掘方土 )
525Y3/2黒 褐 灰褐色粒子 (01～ 3mm)シ ル ト

第16図  A地区 SE4平画図・

25Y4/2暗灰黄 耕作上
25Y4/1黄灰 床土
25Y3/2黒掲 客土
25Y3/1黒掲 (包含層)SXl

断面図 (1/40)

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅳ
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B-1地 区の概要
B-1地区は調査面積が999♂である。調査区の東側には神通古川の旧流路が存在し、地形が

旧流路側へ緩やかに傾斜している。噴砂はその神通古川の旧流路側に設置した地区で見られ、こ

の調査区をほぼ南北方向に貫く形で検出された。噴砂の発生時期は、層序や遺物包含層との切り

合い関係から、法仏期以降の時期に発生したものと考えられる。遺構は川沿いからやや内陸側に

入つた箇所に集中して分布していた。検出遺構は竪穴住居跡 5棟・土坑那基・溝57条・ピット多

数であった。

第17図  B-1地 区 遺構全体図 (1/600)

試掘トレンチ

ゼ%み 欅
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B-1地 区竪穴住 居跡
第 1号竪穴住居跡 (S11)(第18図 )

本遺構は、神通川旧流路より、西側の平坦な地形の部分に立地していた。遺構は一部調査区に

掛かる形であったが、遺構周辺の調査区を一部拡張し全容を把握する事ができた。

平面形状は方形を呈し、確認できた範囲での床面積は22.9♂であった。長軸は5.3m、 短軸4.lm

深さ0.15mを 測る。覆土は、地山の色調に近く、それよりややくすんだ色調であった。遺構の深

さが浅いこともあり、ほぼ単層に近かった。

柱穴は確認できなかったが、壁際には壁周溝をほぼ全周した形で検出している。張り床や硬化

面などは見られなかった。

炉跡は、竪穴住居跡のほぼ中央より、西側に寄った形で見られ、灰穴炉の形状を呈していた。

炉跡の底からは、小型鉢が 1点出土していたが、遺物の器面に火熱などの痕跡が見られず、竪穴

住居跡、もしくは炉跡廃棄時に混入したものと考えられる遺物である。

貯蔵穴は、 1箇所竪穴住居跡南壁中央で検出した。平面形状は、方形を呈し、中段を設けるも
のである。規模は長軸0.55m短軸0。51mであった。遺物の出土は、床よりやや浮いた形で散発的

なものであり、貯蔵穴からの出土遺物は時期不明、器種不明の弥生土器片が出土している。竪穴

住居跡や炉跡などの遺物から、時期は月影式段階と考えられる。

第 2号竪穴住居跡 (S12)(第19図 )
B-1地区で検出した竪穴住居跡である。本遺構は、S11に近接して立地し、 S11同様神通
川旧流路より、西側の平坦な地形の部分に位置していた。遺構の一部が調査区に掛かる形であっ

たため、全容を↓巴握するには至っていない。

平面形状は、方形を呈する。確認できた範囲での床面積は19.6ぜであり、長軸4.3m、 短軸4.2m

深さ0.07mを 測る。覆土はS11同様、地山の色調に近く、それよりややくすんだ色調であった。
遺構の深さが浅く、単層であった。

柱穴は確認できなかったが、壁際には壁周溝をほぼ全周した形で検出している。張り床や硬化

面などは見られなかった。

炉は、竪穴住居跡の中央より、やや西側によった形で、灰穴炉の形状を呈していた。炉内から

の遺物の出土はなかった。

貯蔵穴は、竪穴住居跡北壁側に 1箇所見られ、

り、長軸0。85m。 短軸0.55m・ 深さ0.07mを 測る。

が数点出上している。

規模の小さい物であった。平面形状は方形であ

遺物の出土は時期不明、器種不明の弥生土器片

竪穴住居跡内からの出土遺物はその多くが土器片であり、床面より浮いた形での出土であった。

少ない遺物のなか、接合可能で、器種の判断ができる遺物からの時期は、月影式段階で納まるも

のと考えられる。

炉はさほど火熱を受けた痕跡は見られず、また規模も比較的なかった。それらのことから竪穴

住居の存続期間は長期間の使用ではなく、むしろごく短期間の使用ののち廃棄されたものと考え

られる。
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125Y3/2黒 褐 黄掲色粒子 (01～ 3mm)多
ブロック (ゆ 5～ 10mm)多 シル ト

225Y7/3浅 黄 1層土を含む
325Y3/1黒 掲 黄掲色粒子 (01～ 3mm)多

ブロック (o10mm)多 炭化物粒子を含む シル ト
425Y5/2晴灰黄 灰褐色粒子 (01～ 3mm)多

プロック (φ 5～ 10mm)多 ンル ト
525Y4/2暗 灰責 黄褐色粒子 (φ l～ 3mm)多

プロック (φ 10mm)多 シル ト

■ 亡

一 昨 21m

6 10YR7/1灰 白 灰褐色粒子 (φ l～ 3mm)少 プロック (ゆ 5～ 10mm)少 シル ト
7 10YR2/2に ぶい黄橙 黒褐色上を含む

黄褐色粒子 (φ l～ 3mm)炭化物粒子を含む シル ト

8 10YR2/1黒 褐 黄褐色粒子 (0 1mm)少 炭化物含む 粘性土
9 10YR2/2黒 褐 責褐色粒子 (0 1mm)少 炭化物含む 粘性土
1025Y7/2灰責 黄掲色粒子 (φ l～ 3mm)少 シル ト

劇
士

~HF2 1m

― H=21m

マ
貯蔵穴

響

炉

第18図  B-1地 区 S11平面図・断面図 (1/40)
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１

サブトレンチ

25Y5/3黄掲色シル ト責褐色粒子 (φ l～ 3mm)、 プロック (φ 5mm)多 く含む
25Y5/1黄灰色シル ト黄掲色粒子 (01～ 3mm)多 、プロック (φ 5mm)少 し含む
25Y4/1黄灰色シル ト黄褐色粒子 (φ l～ 3mm)多 く含む
25Y3/1黒褐色ンル ト黄褐色粒子 (φ l～ 3mm)多 、プロック (φ 5mm)少 し含む

S12平面図・断面図 (1/40)

0                               2m

H=20m――

一 昨 2つm

――トト20mH=20m一

昨20m 一

P2
25Y7/3浅責色シルト黄褐色粒子(01～ 3mm)少 し含む
26Y6/3にぶい黄色シルト黄褐色粒子 (φ l～ 3mm)少 し含む
26Y6/4にぶい責色ンルト責褐色粒子 (φ l～ 3mm)少 し合む

2″
::】ミここ::!!:z三三三三三三三三ラど:i、

3

7 5YR5/3に ぶい褐色シル ト
黒褐色粒子 (φ l～ 3mm)炭 化物少 し含む

7 5YR6/2灰 褐色シル ト
黄褐色粒子 (φ l～ 3mm)少し含む

7 5YR6/4に ぶい橙色シル ト
黄掲色粒子 (φ l～ 3mm)少 し含む

第19図  B-1地 区
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B-1区 S11出土遺物 (図20-1～16)

S11か らは甕、重、高郭が出土しており、そのなかでも甕が多く見られる。奏 (第20図 1～

10)は口縁部分のみの出上がほとんどであるため口縁形態を細分してここでは報告したい。段の

屈曲が強く、口縁端部でやや外傾するもの。(1)頸部で長く外反し、直立する口縁帯をつくり

だすもの。(2)ま た、これに擬凹線をめぐらせるもの (9)短 く外反する頸部をもち、伸び上

がる口縁部が直立してその下端が突出するもの (3・ 5)。 段の屈曲が緩やかで口縁帯が伸展す

るもの (4)く の字タイプで、頸部で屈曲して短い口縁帯がつくもの (6)。 顕部で外反し、口

縁帯が外傾して伸展するものでやや下端に若子の突出が見られるものもある (7・ 8。 10)。 全体

として奏は有段回縁のものが大半をしめ、くの字甕は少く短い口縁帯をつくるタイプが見られる。

11は小型の甕で頸部を屈曲させて段をつくり口縁帯はやや外傾して伸びるもので、胴部は、上半

が丸みをおび、下半より底部に向かって窄まる形状をなす。外面にはタテ方向のハケメを施して

いる。

壷は長頚と短顎どちらも有段口縁が出上している。12は長頸有段の重で、口縁部は強い屈曲で

段が作られており、直立した口縁帯をもつ。外面にはナナメ方向のハケメを見られる。14は段の

屈曲が強く、日縁部は外傾 し、直線的に伸展する。内外面ともにヨコ方向のミガキが丁寧になさ

れており、赤彩が施されている。

鉢は有段のものが出土している。13は口縁部が大きく開き、口縁径が器体の最大径をなしてい

る。頸部は屈曲して段を作り出している。調整は内外面ともに丁寧なミガキがなされ、赤彩が施

されている。

高杯は裾部のみの残存である。15、 16と もに裾部に段を作り出し、16には2条の擬凹線が廻ら

されている。調整は内外面ともにミガキが施されている。これらの上器群は、甕では付加状口縁

は見られず、日縁部が直立あるいは外傾して伸展するものが見られるが立ち上がりが短いものが

多く見られる。また、重についても長頸壺が残っているため、概ね月影式併行期であると考えら

れる。

B-1区 S12出土遺物 (図21-1～ 7)

S12か らは甕、重、高郭、土製品が出土している。主に甕が出上している。 1は大型甕でく

の字タイプである。口縁部は外傾して伸展し、下部を突出させている。調整は外面にハケメ、内

面にケズリを施す。 2、 3は有段擬凹線の甕の口縁部である。 2は段の屈曲が内側にやや窪ませ

た様を呈し、口縁部はやや外傾して直線的に伸展する。日縁端部内側には強いナデを施し、面取

り状となる。 3は段の屈曲が強く、頸部は短く外反する。口縁部は直立して伸展する口縁帯をも

つものである。

壺は口縁部の下端がやや突出して、外傾した口縁部をもつものである。長頸壷となるタイプで

ある。

高郭は外部のみが残存するものと小型で脚部が残存しているものがある。 5は杯部が大型であ

り、底部で屈曲して大きく外反して開く。内外面にはミガキを施す。 6は杯部からハの字状に開

くもので、外面にミガキが施されている。

7は土製品で中央に円孔が穿たれており、紡錘車と思われる。これらは概ね月影式段階と考え

られる。                                   (藤 田)
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第 3・ 4号竪穴住居跡 (S13・ 4)(第22図 )

B-1地区の北側で検出した竪穴住居跡である。 S13・ 4は互いに切り合つており、新旧関係

はS13が S14を切る形であった。

平面形状は、双方とも方形を呈し、規模はS13の床面積が17.4♂であり、長軸は4.8m・ 短軸

は8.6mを 測る。S14は、床面積が15.3♂であり、長軸は5,7m・ 短軸は4.2mであった。

覆土は、先述した S11・ 2と 同様に地山の色調に近く、それよりややくすんだ色調であつた。

遺構が浅いこともあり、ほぼ単層に近かった。

双方とも壁周溝は無く、柱穴についても確認できなかった。しかし、S13では、炉跡・貯蔵

穴を検出している。炉跡はこの地区では唯―の地床炉であり、炉跡周辺には、部分的ではあつた

が床面に硬化下部分を確認できた。

貯蔵穴は方形を呈し、長軸0.6m。 短軸0.5mを測る。炉跡や貯蔵穴からの遺物の出土は見られ

なかったが、竪穴住居跡の床面からは、浮いた形ではあったが、遺物の出上があった。それらか

ら時期は月影式段階の範疇であると考えられる。

第 5号竪穴住居跡 (S15)(第22図 )

B-1地区の神通古川に最も近い部分で検出した竪穴住居跡である。遺構の大部分は調査区域

外への広がりが認められ、さらに竪穴住居跡内に攪乱と考えられる範囲があり、全体像は不明であ

る。平面形状は方形を呈し、規模は確認できた範囲で床面積力認。4Υであり、長軸は5.Om。 短軸は

2.lmであった。

覆土は、先述した他の竪穴住居跡と同様に地山の色調に近く、それよりややくすんだ色調であ

った。遺構の深さが浅いこともあり、ほぼ単層に近かった。

壁周溝はなく、貯蔵穴や炉跡についても確認できなかったため、竪穴住居跡と積極的に判断で

きない面もある。しかし覆土内に他の竪穴住居跡で確認している炭化物の混入が目立って確認で

きた事や、方形プランでの遺構の検出などから考え、竪穴住居跡と判断した。

遺物は高杯が出土し、その物から白江式段階と考えられる。

竪穴住居群のまとめ

打出遺跡で検出した竪穴住居跡は5棟確認でき、その多くが軸方位をおおむね同じく立地してい

た。竪穴住居跡の付属施設は、壁周溝や貯蔵穴の有無など、さらに炉跡の種類に、何らかの傾向が

見られた。それは壁周溝が在る建物は灰穴炉であり、無いものは地床炉であったというものである。

しかし検出件数が少ないため明確な判断はこの場では避け、この可能性に留めたいと思う。

床面積や規模は全体像を確認できていないものの、確認できた部分から推定するに同規模であつ

た可能性が考えられる。同時期存在の建物はS11・ 2の立地の間隔から、あまりに近接し過ぎて

いるむきがあり、同時期存在の可能性は薄いものと考えられる。その事から竪穴住居跡は3時期あ

った事がうかがわれ、出土遺物から短期間に立て替え行為が行われたものと推定する。このような

弥生終末から古墳初頭の短期存続型集落の特徴から考え、集落の中核を担う大型竪穴住居跡の存在

が考えられ、今後の打出遺跡の調査の結果から、集落全体の全容が明らかになるものと考えられる。

(新宅)
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1 10YR5/2灰 黄掲 灰褐色粒子 (ゆ 1～ 3mm)多 プロック(φ 5～ 10mm)多 シルト
2 TCIYR6/2灰 黄褐 黄褐色粒子(01～ 3mm)多 プロック(o5～ 10mm)多 シルト
3 75YR6/1掲 灰色粘質土 (黒色粒子 (炭灰)、橙色粒φ～10mmま じる
4 75YR7/1黒 色土 (炭灰)褐灰色土少々まじる

5

6
7

�

8

サプトレンチ

H=21m

B-1地 区 S13・ S14・ S15平面図・断面図 (1/60)

H=21

サプトレンチ

サプトレンチ

サプトレンチ

サブトレンチ

|サ
プトレンチ

H=21m

7 5YR2/1黒色土 (炭灰)褐灰色土少々まじる
2 5YR6/6橙色砂質土 (焼土)褐灰色土ましる
6N   灰色シルト(やや粘性、10R4/6赤 色土(10～ 20mm)炭 まじる)
7N   灰色シルト(褐色粒まじる)

25Y71灰 色シル ト(10YR8/6黄 橙ンル トまじる)
25Y7/2灰 黄色シル ト(やや粘性、浅黄橙(7 5YR8/4)シル トまじる)
25Y6/1黄 灰色シル ト(やや粘性、浅責橙(7 5YR8/4)シル トまじる)

0                               3m

第22図
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竪穴住居跡 (S13・ 4・ 5)遺物 (第23図 )
B-1区 S13出土遺物 (第23図-1～ 6)

甕、小型鉢が出土している。甕は有段口縁甕と、くの字口縁奏のとが見られる。有段口縁甕は

頸部に緩やかな屈曲をもち、口縁部はやや外傾 して緩やかに立ち上がるもの (1)と屈曲が内側

へとやや窪ませた様を呈し、口縁部がやや外傾して伸展するものとがある。(3)く の字口縁奏

は口縁端部を面取りし、頸部で屈曲して短い口縁部をもつもの (2)と緩やかな屈曲をもち、胴

部カジロ球形をなすものがある。6の ミニチュアの鉢は小さな底部から上方へと摘み上げたもので、

日縁端部にナデを施している。年代としては月影式段階のものと思われる。

B-1区 S14出土遺物 (第23図-7～ 8)

S14か ら高杯あるいは器台の脚部が出上している。 7は有段で、段の部分を突出させて大き

く開くものである。 8は裾部が直線的に大きく開くものである。両方とも月影式段階と考えられ

る。

B-1区 S15出土遺物 (第23図-9)

高杯の一部と考えられるものが出上している。脚部は接合部分しかないが直線的にハの字状に

開くものである。内外面ともにミガキが施されている。部分的であるため、判断し難いが白江式

段階と考えられる。

竪穴住居群出上の上器について

竪穴住居跡 5棟から出上した土器について4棟は月影式段階、1棟は白江式段階と考えられる。

その細分による新旧関係を述べると月影式段階前半にあたる月影 1式はS12・ 4、 後半にあた

る月影 2式についてはS11・ 3、 S15については白江式段階にあたると考えられる。ただSI

5は出土した遺物量が少なく、細片であるため判じ難い。この時間差は先述した住居同士の切り

あい関係および近接関係、そして、S11。 2・ 3・ 4と S15と の軸方向の違いといつた遺構か

ら見た様相とも一致する。

月影 1式 としたS12・ 4の出土土器は法仏式段階とは異なり、有段擬凹線が発達し、口縁帯

がやや外傾あるいは直立して伸展している。高杯については端部、裾部が残存するものが見られ

ないが、杯部、脚部ともに段を有し大きくハの字に開くものや裾が大きく開くものが見られる。

月影 2式としたS11・ 3の出土土器は甕の頸部の屈曲が前段階より緩やかになるものが顕著

に見られ、伸展する口縁帯についても、より短くなる傾向が強い。また、甕胴部の形状は肩の張

りが弱くなり、長胴形あるいは卵球形を呈するようになる。このほかの器種についても、壺は長

顎壷が残っているが頸部の屈曲が弱くなる傾向が見られ、高杯脚部の段が緩やかになり、単に突

出させた様相を呈している。また、法量的な面についても前段階より小さくなる傾向が見られる。

以上のように月影式段階と判じた4棟竪穴住居跡出土の上器を検討すると月影式段階の範疇の

なかで 2時期に分かれる。 S15については、遺物が少量であるため判じ難いが月影式段階のも

のと様相が異なり、古墳時代前期の白江式段階と考えられる。
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B-1地 区土坑
土坑は、合計30基検出している。このなかで、遺物が出上し土坑について概観したい。

第17・ 18号土坑 (SK17・ 13)(第24図 )

B-1地区で検出した土坑である。 S11・ 2のすぐ北側で検出した。 SK17・ 18それぞれは、

互いに切り合いがあり、 SK17を SK18が切る形で検出している。

SK17は平面形は方形で、長軸2.21m・ 短軸1.13m・ 深さ0.16mを 測る。 SK18は、平面形が楕

円形を呈し、長軸1.73m・ 短軸1.06m・ 深さ0.28mを 測る。覆土は、 SK17がほぼ単層であったの

に対し、 SK18は 3層からなる。第2層 は、炭化物を多く含み、遺物の多くはこの層からの出土

であった。出土遺物はSK17が散発的な出土であったのに対し、 SK18は廃棄された形で出上し

た。

第29号土坑 (SK29)(第 24図 )

B-1地区で検出した土坑である。平面形状は楕円形であり、規模は、長軸1.26m・ 短軸0.75

m・ 深さ0.31mを 測る。覆土は2層からなり、主体を占める層は、地山に類似した暗灰黄色シル

ト、浅黄色シルトである。遺物の出土状況は、土坑の底より浮いた形であり、破片が大半あった。

廃棄土坑と考えられる。

第31号土坑 (SK31)(第 24図 )

B-1地区で検出した土坑である。平面形状は、不整形であり、長軸1.1lm・ 短軸0。77m・ 深さ

0.2mを 測る。覆土は2層からなる。

遺物の出土状況は、遺構の深さが浅い中で、短頸壼などの遺物が多く出土している。 (新宅)

上坑出土遺物 (第25図-1～ 11)

B-1地区の土坑からは甕、壺、高郭、器台、鉢が出土している。出土遺物の多くは S K18・

29,31か ら出上した。奏は口縁部のみ出上がほとんどである。 1は有段擬凹線で内面に指頭圧痕

を残す。 2は有段無文の口縁で段の屈曲が強く、口縁部の下部を突出させている。 3は段の端部

が付加状口縁となす。 4はいわゆるくの字甕と呼ばれるものである。時期としては月影式～古府

クルビ式段階と考えられる。壺は小型のものと大型のものとがある。5は河ヽ型でやや樽型であり、

底はやや尖底を意識した形状である。外面にミガキを施した後、赤彩を行っている。 6は、口縁

部は外傾して伸展し、体部は球形に近く、底部は平底である。 5と 同じく外面にミガキを施した

後、赤彩を行っている。 7は くの字口縁の壷である。口縁部は外傾して端部はやや面取り気味と

なる。外面にはミガキを施し、赤彩を行っている。8は東海系譜のもので口縁部は大きく外反し、

口縁帯には3条の棒状浮文を有する。器面の磨耗は顕著であるが赤彩を施した痕跡が見える。時

期は古府クルビ式段階に併行する。 9は高杯である。杯部に段を有し、段の下部を突出させてい

る。調整は内外面ともにミガキを施している。10は受部に円了しを廻らせるタイプの器台である。

口縁部は屈曲して伸展する。受部の下部には3～ 4条の沈線と刻み目を廻らせている。台部は直

線的に開き、裾部で外反する。時期は古府クルビ式段階と考えられる。11は有孔鉢である。体部

はボール状であり、底部からゆるやかに伸び上がり、口縁端部は摘みあげたように細くなってい

る。底部は焼成前に外面から穿了しをおこなっており、その周囲にはナデによって器面が整えられ

ている。調整は外面にタテ方向のハケメ、内面下半にはケズリを施す。時期は月影式段階と考え

られる。
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25-8

25-4

H・21m
一〆

H=21m
b ぼ

SK29

25Y5/2晴灰黄色シル ト黄褐色粒子 (φ l～ 3mm)含 む
25Y7/3浅責色シル ト責褐色粒子 (φ l～ 3mm)含む

25Y5/2暗灰黄色シル ト
(黄掲色粒子 (01～ 3mm)多 、ブ国ック (05～ 10mm)多 く含む)

25Y5/1黄灰色シル ト
(黄褐色粒子 (φ l～ 3mm)、 プロック(0 10mm)少 し含む)

25Y3/1黒掲色シル ト
(黄褐色粒子 (01～ 3mm)、 プロック (φ 10mm)多 く含む)

25Y4/1黄灰粘質土
(黄褐色粒子 (φ l～ 3mm)、 プロック (φ 10mm)少 し含む)

25Y3/1黒褐色ンル ト
(責掲色粒子 (01～ 3mm)少 し、ブロック (φ 5～ 10mm)多 く含む )

SK17・ 18

H=21mH・21m

B-1地 区  SK17・ SK18、 SK29、

Sm
25Y5/2暗灰黄色シル ト責褐色粒子 (φ l～ 3mm)少 し合む
25Y7/3浅黄色シル ト黄掲色粒子 (01～ 3mm)少 し合む
25Y71黄灰色シル ト黄褐色粒子 (01～ 3mm)多 く含む

0                                               15m

第24図
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SK31平面図・断面図 (1/30)
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0                                               15cm

第25図  B-1地区 SK17・ SK18出土遺物実測図・土器 (1/3)

庁≪
＼
＼

―
ミ

｀ ~‐
‐

、 ___

=~―
十 ~~

ぐ

―-36-―



B-1地 区溝跡 (第26図、第 27図、表 1)
B-1地区の溝跡は、57条検出している。それらは主として調査区南側で検出され、その多く
は法仏式段階や月影 。白江式段階のものであった。また、中世ではB-3地区やC地区で見られ
た、中世の区画溝を確認している。それらから調査区南側で検出した溝群は軸方向や前後関係か

ら、大きく分けて4時期の存在が確認できた。しかし遺物の出土が少ない事から、溝跡毎の群構

成は明確に断言できない。溝群の性格は、検出状況からその多くは、畝状遺構と考えられる。

I期 (法仏式段階)

多くの遺物を出土したSD38を 中心とする一群である。立地は東西方向と北東―南西方向の溝

が中心である。溝跡の規模は溝上幅で約0.2～0.4mで深さは、約0.2m前後が中心であった。

I期 (月影式段階)

I期 とほぼ同方向へ軸方位を持つ溝跡群である。規模は溝上幅で約0,2～ 0.4mほ どで深さは約

0.2m前後とI群と似た規模であった。

Ⅲ期 (白江式段階)

SD38を中心とした一群であり、遺物が出上した溝跡から、軸方位は東西方向のものが中心で

ある。このSD38では上下 2層から多量の土器が出土している。その時期は、上層が白江式段階

であり下層が法仏式段階であつた。出土状況から上下層共に廃棄と見られる。

SD38の覆上の堆積状況から、溝の掘り直しや、作り替えなどは確認できなかったが、他の遺

構の立地状況から考え、法仏期から白江期にかけて継続して存在していたとは考え難く、むしろ

白江式段階の遺構が検出時にほとんど掘り込みが無い状況で法仏式段階の遺構上部に構築された

と考えられる。

溝跡の規模は IoⅡ 期の溝跡と同規模のものが中心であり、覆土は黒褐色の単層がほとんどで

あった。

V期 (中世段階)

中世段階の遺構は、周辺の調査区で確認されたものと同様な区画大溝がある。B-2地区から
はSD2や SD llが これにあたる。

SD2は、本調査区の北側でも検出し、後世の攪乱を受けたため流走方向は不明である。規模
は溝跡が溝跡上端幅約1.5～ 1.7m・ 深さ約0.6mであり、断面形状は方形である。溝跡が集中して

検出した調査区南側ではSD llと 直行する方向検出したが、直行部分が調査区域外であったこと

と、SD2からの遺物の出土が無かったため、同時期存在であったかは不明である。

SD■は北東―南西方向へ走る溝跡である。規模は溝跡上端幅約1.6～ 1.7m・ 深さ約1.Omであ

り、SD2と は断面形状が異なり逆台形であった。

出土遺物は珠洲の奏・悟鉢などが見られ、時期は吉岡編年Ⅱ期頃と考えられる。

(新宅)
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表 l B-1地 区溝遺構一覧

tL区 遠構番号 軸方向 帥
ω
短軸
(m)
深さ
(m)

備  考 出土還物

B-1 SD 1 N-13生 w 0.31 O.49 O.13
B-1 SD 2 N-35生 W 153 1.74 0.62 Ⅳ期 中世の区画溝 弥生土器 (月 影)
B-1 SD 3 N-10生 E 042 070 O.22 I期 弥生土器 (法仏～月影)
B-1 SD 4 N-28と E 045 078 O.23 弥生土器
B-1 SD 5 N-40生 E 037 073 035
B-1 SD 6 N-34生 E 044 049 010 Ⅱ期 弥生土器 (月 影 )

B-1 SD 7 N-09=E 036 048 020 E期 弥生土器 (月 影)
B-1 SD 8 N-22生 E 041 046 020
B-1 SD 9 N-08生 E 028 037 022 E期 弥生土器 (月 影)
B-1 SD 11 N-60と E ■75 Ⅳ期 中世の区画溝 土師器・珠洲・八尾
B-1 SD N-42と E 048 014 I期 弥生土器 (法仏 )

B-1 SD N-65生 E 025 040 008
B-1 SD 18 N-69生 E 029 040 I期 弥生土器 (月 影)
B-1 SD N-37生 E O.31 042 Ⅱ期 弥生土器 (月影)
B-1 SD N-83生w 0.61 074 O.09 土師器
B-1 SD N-39ヒ E 0.39 0.46 O.16
B-1 SD N-79生 E 035 O.50 0.14 互期 弥生土器 (月 影 )

B-1 SD N-79生 E 036 050 O.13 E期 ? 弥生土器 (月 影 ?)
B-1 SD N-75生 E 028 041 026 E期 ? 弥生土器 (月 影 ?)
B-1 SD N-77ヒ E 034 043 022
B-1 SD N-38と E 032 094 034 Π期 弥生土器 (月 影)
B-1 SD 30 N-28と E 036 045 027 ユ期 弥生土器 (月 影
B-1 SD N-204E 026 057 036 ]期 弥生土器 (月 影
B-1 SD N-83生 E 041 051 006 E期 弥生土器 (月 影 )

B-1 SD 34 N-71■ E 031 053 018
B-1 SD N-34生 E 040 047 弥生土器 (月 影 ?)
B-1 SD N-31生 E O.36 0.48 E期 弥生土器 (月 影)
B-1 SD N-56と E O.33 077 017 I～ Ⅲ期 弥生土器・土師器
B-1 SD N-51生 E 258 037 I～ Ⅲ期 弥生土器・土師器
B-1 SD N-35生 E O.27 053 0.26 弥生上器・土師器

B-1 SD 40 N-53生 E 031 052 0_23
B-1 SD 41 N-40生 E 0.43 050 O.22 H期 弥生土器 (月 影)
B-1 SD 42 N-44生 E 040 047 018 Ⅲ期 土師器
B-1 SD 43 N-54生 E 060 0.08

B-1 SD 44 N-43ヒ W 048 070 013 土師器 ?
B-1 SD 45 N-46生 w 042 057 014 Ⅲ期 弥生土器・土師器

B-1 SD 47 N-434W 050 076 018 土師器・瀬戸美濃・伊万里
B-1 SD 48 N-85生 E 048 077 018 土師器
B-1 SD 48 N-41生W 070 104 028 弥生土器 (月 影)
B-1 SD N-15生 E O.67 072 014
B-1 SD N-48と W O.44 086 019 弥生土器 (月 影 ?)
B-1 SD 54 N-43生 E 030 038 O.14 弥生土器 (月 影 ?)
B-1 SD N-36生 W 027 0.35 013
B-1 SD N-42生 E 040 101 0.31 弥生土器 (法仏～月影)
B-1 SD N-28七 E 040 047 0 弥生土器 (月 影?)
B-1 SD 58 N-57生 E 073 O 土師器
B-1 SD N-40と E 040 畝状遺構 ? 土師器

B-1 SD 60 N-48生 E 035 062 畝状遺構 ? 弥 生 上 器 (月 影 ?)
B-1 SD N-48生 E 039 073 029 畝状遺構 ? 土師器
B-1 SD N-48生 E O.45 066 021 畝状還構 ? 土師器
B-1 SD N-52生 E 0,33 045 013 畝状遺構 ? 土師器
B-1 SD N-47LE 0.31 O.35 023 畝状遺構? 弥生土器 (月 影)
B-1 SD N-50生 E 0.47 0.81 O.18 畝状遺構? 弥生土器 (月 影 ?)・ 土師器

B-1 SD N-53生 E 028 056 0.18 畝状還構 ? 弥 生 土 器・土 帥 器

B-1 SD N-514E 031 051 012 畝状遺構 ? 弥生土器 (月 影)
B-1 SD 68 N-29生 E 032 048 028 土師器
B-1 SD N-44生W 130 067
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1          3

1 10YR4/1褐 灰色土(灰黄ブロック(ゅ 5～ 10mm)ま じる)
225Y5/2暗灰黄色シルト償灰ブロック(φ 5～ 10mm)ま じる
326Y6/2灰 黄色ンルト債褐色粒子(01～ 5mm)ま じる
42もY5/3黄褐色ンルト(黒色土まじる)

第26図  B-1地 区 SD38平面図

|

。断面図 (1/40)
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日=21咀                    _

H=21m

SD28  SD26 SD25 SD23-24

一

SD10 SD12

10YR71褐 灰色土 (にぶい褐色粒 02～ 4mmま じる)
10YR3/2黒 褐色粘質土 (責褐色粒φ5～ 10mm,灰色土ブロックまじる)
2 5YS/3黄 褐色粘質土 (黒褐色プロック、黄灰色土まじる)
25Y5/3黄褐色粘質土 (黄灰色土,黒褐色粒 010～ 20mmま しる)
25Y5/3貢褐色粘質土 (黄灰色土ましり)
2 5YS/2暗 灰黄色粘質土 (黄褐色ブロックゅ10mm,黒掲色まじる)
25Y6/4にぶい黄色土 (黒褐色ブロックまじる)
25Y6/4にぶい責色土 (黄灰色ブロックまじる)

ЮY田ん
階 雛 詠 帆責掲色粒φttmま しか

SDl

SD14

H=21m

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

SD31

SD31・ SD35
1 10YR4/1褐 灰色土(にぶい

掲色粒φ2～4mmま じる)
210喩3/2黒掲色粘質土(黄掲色粒

ゆ6～ 10mm、褐灰色土

SD26

H29m     ~

SD31            SD35
325Y3/1黒褐色粘質土(暗灰黄色粒05～ 10闘、黄灰土ましる)
425Y2/1黒 色粘質土 (暗灰黄色粒まじる)
525Y6/1灰 黄色粘質土 (黒色ブロックまじる)
625Y5/2晴 灰黄色土 (やや粘質、黒褐色土ましり)

H21m

レ

H=21m

V
SD3

卜 21m

SD4

H=21m

予
SD6 9

125Y7/1灰 自
Ⅱ25Y2/1黒

第27図  B-1地 区 溝集中地区平面図 (1/200)・ 断面図 (1/80)

25Y4/1貫灰色土 (やや粘性 黄褐色粒φ5～ 10mmま じる)
25Y5/1黄灰色土 (黄灰色土 (9の埋土)少々まじる
25Y3/2黒褐色粘質土 (o2～ 5mm黄灰色粒まじる)
25Y4/1黄灰色粘質土 (φ 2～ 5mm黄褐色粒少々まじる)
25Y5/2晴灰黄色粘質主 (黒褐色土粒 02～ 5mmま じる)
7 5YR4/2灰掲色粘質上 (炭粒少々ましる)

料F%掻霜握急贅星釈錢種男,多製暁娠
)/

1 10YR71褐 灰色土 (にぶい褐色粒φ2～4mmま じる)
2111W13/2黒褐色粘質土 (責褐色粒φ5～ 10mm、 褐灰色土プロックましる)
325Y4/1黄 灰 黄褐色粒子 (01～ 3mm)多 プロック (φ 5～ 10mm)多 シル ト
425Y3/1黒 掲 灰褐色粒子 (φ ]～ 3mm)少 ブロック (φ 5～ 10mm)少 シル ト
525Y6/1責 灰 黄褐色粒子 (φ l～ 3mm)多 ブロック(0 10mm)多 シル ト
625Y7/1灰 自 黄褐色粒子 (φ l～ 3mm)多 ブロック (o10mm)多 シル ト

/80)

SD2

10m(1/200)
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B-1区溝出土遺物
SD 38(第28図 1～ 5、 第29図 1～ 3)

法仏式段階の養、高杯が下層から、白江式段階の奏が上層から出土している。法仏式段階の養

の口縁は、くの字で内傾する口縁帯が断面三角形状を呈し、狭い口縁帯に4条の擬凹線を廻らせ

たものと有段口縁奏で口縁部を伸張させ、そこに擬凹線やハケ状工具によるヨコ方向のハケメに

よる施文を行うものとの 2タ イプに分けられる。器面調整はどちらも外面はタテ方向のハケメ、

内面はケズリを施しており、施文は体部上半に列点を施すものがある。高芥は大型のものであり、

口縁部は大きく外反し、端部が拡張する。脚部は棒状脚であり、やや中央部で膨らんでいる。

高杯について、29-1は、杯部に把手が付き、脚裾部には半裁竹管状の工具で押し引いたよう
な文様と円孔が廻らされている。端部はかえりが付く。器面の調整は外面と杯部の内面はミガキ

で裾部の内面はハケメを施す。29-2は、杯部と棒状脚は29-1と 同じであるが、裾部の形態が
ハの字状に直線的に拡がり、端部にはかえりが付 く。29-31ま 1、 2と は異なり郭部が九みをも

って拡がり、段をつくって大きく外反する。裾部は低くハの字に広がり、端部にはかえしが付く。

口縁端部は拡張している。器面調整は棒状脚の部分と杯部との接合部にハケメ、脚部裾には磨き

を施す。

白江式段階のものは重で口縁は胴部より窄まり、やや外傾する形状をもつ。胴部はやや球胴気

味となり、底部は平底となる。調整は磨耗のため不明である。

その他の溝より出上した遺物 (第30図 )

1、 2は法仏式段階の奏である。口縁部は、くの字を為し、口縁帯はやや内傾して擬凹線を施

す。調整は外面にタテ方向のハケメ、内面にヨコあるいはナナメ方向のケズリを施す。

3～ 7は月影式段階の奏であり、 7は大型である。口縁形態としては有段擬凹線で、口縁部は

稜をつくって上方に立ち上がるもの、外反して稜をつくるもの、段をつくって上方に立ち上がり、

端部を付加状口縁にするものがある。調整は体部外面にハケメ、内面にはケズリを施す。

8は法仏式段階、 9、 10は月影式段階、11は 白江式段階の高杯である。 8は杯部が大きく外反

し、口縁端部は付加状となる。外面にはミガキを施す。 9、 10は有段で上方に向かって大きく外

反するもので10は内外面を密にミガキを施し、赤彩を行っている。11は杯部が碗状となり、大き

く開く。脚部は下方に向かってやや直線的に開き、脚の上部に4ヶ所穿孔を施している。調整は

杯部の内外面と脚部の外面に密にミガキを施し、赤彩を行っている。脚部内面は下部にハケメを

施す。

12は高杯の脚部の裾の一部分である。帯状になっている部分に同心円文のスタンプ、その上下

に沈線を廻らせる。また、上段にあるスタンプ文は残存状況が悪いが S字スタンプ文と考えられ

る。時期はスタンプ文の盛行する法仏式段階と思われる。

13、 14は ミニチュアの鉢と思われる。13はてづくね成形で底から上方へと摘み上げた形状をな

し、器面には指頭圧痕を残す。14は円盤状の底部より上方へと摘み上げた形状のものと思われる。

(藤田)
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第28図  B-1地 区 SD38出土遺物実測図・土器 (1/3)
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0                                           15cm

第29図  B-1地 区 SD38出土遺物実測図・土器 (1/3)
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動 M咄
0                                           1Scm

第30図  B-1地 区 溝出土遺物実測図・土器 (1/3)
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B-1地区 包含層出土遺物 (第31図-1～ 11)
包含層から出上した遺物からは弥生土器、土師器、陶器、磁器などが出土している。とくに弥

生土器・土師器の出上が多く見られ、法仏式から白江式段階と考えられる。器種として甕、壺、

高杯、鉢、土製品が出土している。

甕 (第31図 -1～ 8)は 1、 3、 7、 8が月影式段階で、 2、 4～ 6が法仏式段階である。月

影式段階のものは口縁部のみが残存するものが多く、頸部で屈曲して段をなし、口縁部がやや外

傾して短 く伸展するもの (1)。 また、直立して長い口縁帯を成し、擬凹線をめぐらせるもの

(3)がある。 7は大型品で段の屈曲が強く、顎部は短く外反している。口縁端部が欠損してい

るが長く伸びる口縁帯を形成するものである。調整は内外面ともにミガキを口縁帯に施している。

8は小型でくの字タイプであり、口縁帯が短く、断面三角形状を呈している。

法仏式段階のものは頸部が、くの字のものが多く、口縁部で段をつくり、外傾して 3～ 4条の

擬凹線を施している。体部はやや卵球形をなすもの (5)と 体部上半から緩やかに窄まるもの

(6)が見られる。調整は外面にタテ方向のハケメ、内面にはケズリを施す。また、 5には体部
上半に刻み目状の列点文が見られる。

法仏式段階の甕として図示した 5、 6は B-1地 区の飛び地のトレンチで出土したもので、旧
神通川の自然堤防の堆積土から出土した。このことから打出遺跡の集落形成の端緒となった自然

堤防の形成についてはこの時期を中心に行われていたものと考えられる。

鉢 (第31図 -9)は 浅形のものである。底部から緩やかに外反して立ち上がるもので口縁部に
ヨコ方向のナデを施している。調整は外面にミガキを施す。時期としては月影式段階と考えられ

る。

高郭 (第31図 -10)は杯部のみが残存している。底部が直線的に伸びて屈曲し、外反し、段の

下部には突出した部分がある。内外面ともにミガキを施して赤彩を行っている。時期としては月

影式段階のものと思われる。

土製品 (第31図 -11)は土玉である。焼成前に小孔を穿ち貫通させている。全体を球体に仕上

げるためのケズリが見られる。用途については不明であるが鳥取県青谷町青谷上寺地遺跡で細枝

を加工したものを通し、樹皮で縛って環状にした状況で出土した例があり、このような使われ方

をしていたと考えられる。

B-1地 区の弥生時代後期後半から古墳時代前期にかけての上器について
B-1地区の土器については法仏式段階から古府クルビ式段階までの土器が出土している。法

仏式段階では古相となる法仏 1式ではSD38の下層の資料、新相となる自然堤防の堆積土一括資

料などがある。月影式段階では月影 1式が S12、 S14の資料、月影 2式が S11、 S13、 SK
29な どにあたる。白江式段階についてはA地区の資料に多く見られるがB-1地区では量的に少

なく明確な遺構は見られない。古府クルビ式段階においてはSK17。 18や SK31の資料などに見

られる。

この地区における各段階の様相 としては山陰系といった外来系の様相を成す土器はほとんど見

られず在地系、いわゆる北陸系土器の範疇に納まる土器である。また、赤彩を施す土器の割合等

からいってもB-1地区の上器については県内における同時期の集落とはさして変らないものと

考えられる。
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第31図  B-1地 区 包含層出土遺物実測図 (1/3)

―
◎
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B-1区出土中世遺物 (第32図 )
B-1地区出上の中世遺物は区画溝 SD2。 SD llか ら出上したものである。 SD2か ら出上の

遺物は、細片が多く、実測に耐えうるものが皆無で時期特定できるものがなかったため、ここで

はSD■の区画溝からの出土遺物を掲載する。

SD llの区画溝からは、珠洲を中心に甕・悟鉢・壼 。加工円盤などを確認し、人尾の甕なども

出上している。

珠洲の甕は、口縁端部の残欠であり、状態の良いものは見られなかった。それに比べて悟鉢は

比較的良好な遺物がいくつか出土している。

橋鉢の口縁部はやや内傾気味であり、口縁端部はやや狭い面を取る。吉岡編年のⅣ期頃と考え

られる (第32図 -1)。

壷は、口縁部のみの出上であり、頸部は直立気味であり、口縁端部は外反気味ではあるが、平

坦に面を取る (第32図 -2)① 指鉢と同様な時期と考えられる。

SD llか らは、ほかに入尾の奏の口縁部が出土している (第32図 -4)。 八尾の甕は、口縁部

の外面が下方に広がりを持ち、T字形を呈している。森分類 〔森2004〕 のⅢ類に分類されると考

えられる。口縁部は、ヨコナデで調整を行っている。

(新宅)

0                                           15cm

第32図  B-1地 区 出土中世遺物実測図 (1/3)
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B-2地 区の概要
B-2地区は打出遺跡の南側に位置し、T字状に設定された調査区であり、東西60m、 幅6m
のトレンチと南北90m、 幅6mの トレンチが合わさった形状で面積は980だである。トレンチの

北東側は削平を受けており、遺構が見られなかったが北西側や南側では多くのピットと小溝が検

出され、遺構数は300を超える。出土遺物は弥生土器、土師器、陶器、磁器などが出土している。

B-2地 区土坑
第11号土坑 (SKll)(第 34図 )

調査区中央部で検出された土坑である。遺構の大半は調査区外にあるため、全体の規模は不明

である。検出部分で長軸約4,Om、 短軸約0.4m、 深さ約40cmを はかる。埋土は暗黄褐色シルトを

主体としており、洪水砂が堆積したものと考えられる。遺物は古府クルビ段階と考えられる土師

器が出土している。

B-2地 区溝
第45号溝 (SD 45)(第 34図 )

調査区中央部で検出された溝である。幅約1.8～ 1.2m、 深さ約66cmを はかる。古墳時代前期と

考えられる小溝群を切つており、向きもやや北を向く溝である。遺物の出土はなく、時期につい

ても不明であるが、新しい時期のものと考えられる。

第90号溝 (SD 90)(第 34図 )

調査区中央部で検出された滞でSD45のやや北に位置する溝である。幅約0.6～0.4m、 深さ約38

cmを はかる。小溝群の下層で検出された溝であり、埋土は暗黄褐色シルトであり、洪水砂が堆積

したものと考えられる。遺物は古府クルビ式段階の奏、鉢等が出土しているため、後述する畝状

遺構との時期差は差ほど無いと考えられる。

畝状遺構について (第35図 )

B-2地区では約1∞条前後の溝が検出された。その多くの溝力認Ocm～ 40cm程度の幅をもつ小溝
で北東方向を向くものが約750/Oを 占めている。これらの溝は一定の間隔で検出されているため畝

状遺構と考えられる。時期については、溝中より古墳時代前期と考えられる土師器が出土し、須

恵器等、古代の遺物を含まず、包含層から出土した遺物についてもこれらが見られないことから、

古墳時代前期のものと考えたい。また、調査区南側で見られるこれらの溝に直交する北西方向を

向く小溝についても畝状遺構としたい。今回の調査ではこの畝状遺構に関する花粉やプラントオ

パールによる自然科学分析を行っていないため、検討は出来ないが、旧神通古川によって形成さ

れた自然堤防上で畠作が行われたものと考えたい。隣接する旧神通古川は大河であり、この自然

堤防上にあった打出遺跡では、水田ではなく畠作が農業生産活動の中心であつたと考えられる。

しかるに古墳時代前期のB-2地区はB-1地区で見られる竪穴住居跡で形成される集落の生産域

であったと考えられる。
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表 2 B-2地 区溝遺構一覧

也区 遠構番号 軸方向
幅

＞
′―、
Ｔ
ｍ

日
取
ぐ
最大幅
(m)
深さ
(m)

備  考 出土遠物

B-2 SD 1 N-33生 E 0.15 021 005 畝状遺構
B-2 SD N-41生 E O.20 028 畝状遺構

B-2 SD N-32生 E 030 O.32 019 畝状遺構
B-2 SD 4 N-50とW 021 034 019 畝状還構 (直交 )
B-2 SD N-70とW 023 0.43 008
B-2 SD N-304E 023 0.28 030 畝状還構
B-2 SD N-51生w 022 031 O05 畝状遺構 (直交)
B-2 SD 8 N-59生w 029 037 020 畝状遠構 (直交)
B-2 SD N-42生w 023 0.37 020 畝状遺構 (直交)
B-2 SD 10 N-44生 E 024 0.36 O.21 畝状遺構 土師器 (白江～古府クル ビ)

B-2 SD N-46生w 019 0_31 012 畝状遺構 (直交)
B-2 SD N-39生 E 028 036 O08 畝状遺構
B-2 SD N-37生 E 031 033 0_06 畝状遺構
B-2 SD N-38と E 024 040 0.13 畝状遺構
B-2 SD N-61生 w 026 031 0.14 畝状遠構 (直交)
B-2 SD N-39生 E 023 044 O.10 畝状遺構
B-2 SD N-42と E 020 034 0.09 畝状遺構
B-2 SD N-38と E 029 077 0 畝状遠構 土師器 (白江～古府クルビ)
B-2 SD N-38と E 061 0 畝状遺構 土師器 (白江～古府クルビ)
B-2 SD N-45生w 018 038 0 畝状遺構 (直交 )

B-2 SD N-404E 044 O 8 畝状遺構
3-2 SD N-44とW 030 O 畝状遺構 (直交 )

B-2 SD N-35生W 025 028 O06 敵 状 積 恵 盲 本 Ⅲ
B-2 SD N-48生 E 022 041 043 敵 状 潰 構
B-2 SD N-35生 E 025 053 023 敵 引犬 貴ヽ増
3-2 SD 28 N-43生 E 032 042 012 敵 J犬剌貴増
3-2 SD N-41と E O.33 077 023 畝状遺市
3-2 SD 30 N-37生 E 0.21 039 026 畝状遠構
3-2 SD N-38生 E 0.18 027 畝状遺構

3-2 SD N-40生 E 0.22 042 畝状遺構

3-2 SD N-49■W O.44 064 008 畝状遺構 (直交)
-2 SD N-30生 E 023 033 005 畝状遠構
-2 SD N-49=E 022 035 006 畝状遠構
-2 SD N-38生 E 030 042 013 畝状遺構
-2 SD N-32生 E 028 0,35 009 畝状遺構
-2 SD N-39生 E 028 0_40 015 畝状遺構
-2 SD 38 N-55生 E 073 0.95 016 畝状遺構 土師器 (白江～古府クルビ)
-2 SD 40 N-35生 E 053 0,77 013 畝状遺構
-2 SD N-41■ E 016 0.24 005 畝状遺構
3-2 SD 43 N-44生 E 027 031 007 畝状遺構
-2 SD 44 N-41生 E 025 033 O.16 畝状還構 上師器 (白江～古府クルビ)
-2 SD 45 N-67ヒ E 181 O.66 土師器 (白江～古府クルビ)
3-2 SD 46 N-46と E 019 027 O.08 畝状遺構
3-2 SD 47 N-44と E 025 034 O.08 畝状遺構
3-2 SD 48 N-39と E 024 027 0.02 畝状遠構
3-2 SD 49 N-44生 E 033 042 007 畝状遠構
B-2 SD N-41生 E 022 028 015 畝状遺構 土師器 (白江～古府クルビ)
B-2 SD N-41生 E 028 045 009 敵 引★浩 描 土師器 (白江～古府クルビ)
B-2 SD N-40生 E 036 044 013 敵 引★清 櫨 土 師 器 (自 江 ～ 古 隔 ク ル ビ )

B-2 SD N-38生 E 024 053 畝状遺構 土師器 (白江～古府クル ビ)

B-2 SD 54 N-41生 E 029 060 畝状遺構

B-2 SD N-40生 E 026 041 018 畝状遺構
B-2 SD N-40生 E O.29 038 0.20 畝状遺構
B-2 SD N-39‐ E 0.25 040 017 畝状遺構
B-2 SD 58 N-40生 E 025 O.56 020 畝状遺構 土師器 (古府クル ビ)

B-2 SD N-37生 E 020 O.23 012 畝状遺構
B-2 SD 60 N-39生 E 028 0.37 007 畝状遺構
B-2 SD N-40生 E 028 041 013 畝状遺構
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地区 遺構番号 軸方向
最小幅
(m)

幅

ｊ

＋
〈
ｍ

日取
で 雅
ｍ

備  考 出土遺物

3-2 SD N-34ヒ E 0.22 0.33 0,06 畝 1犬遺構
3-2 SD N-40と E O.27 0,44 O.15 敵 膳 描

3-2 SD N-53と E O.22 033 001 敵 J★ 豊ヽ糖
3-2 SD N-37ヒ E 0.30 O.44 O.10 敵 引★馬豊橋 土師器 白江～古府クル ビ)

3-2 SD N-38と E 0.37 0.66 020 敵 剪★潰 構 土師器 白江～古府クル ビ)

-2 SD N-45生 E 0.27 0.34 0,23 畝状遺樟 土師器 白江～古府クル ビ)

-2 SD N-37生 E 0.28 036 021 畝状遺樟 土師器 白江～古府クル ビ)

3-2 SD 68 N-39生 E O.27 040 013 畝状還構 土師器 白江～古府クル ビ

3-2 SD N-26生 E O.19 045 009 畝状還構 土師器 白江～古府クル ビ

3-2 SD 70 N-41生 E 028 038 畝状還構 土師器 白江～古府クル ビ

3-2 SD N-32生 E 030 074 畝状遺構 土師器 白江～古府クルビ

3-2 SD N-34生 E 023 049 032 畝状遠構 土師器 白江～古府クルビ

3-2 SD N-33生 E 033 042 畝状遺構
3-2 SD 74 N-32生 E 034 074 027 畝状遺構 土師器 (白 江～古府クルビ)
3-2 SD N-35生 E 033 078 023 畝状遺構 土師器・青磁

3-2 SD N-31と E 034 026 畝状遠構 土師器・珠洲・陶器
3-2 SD N-31生 E 030 022 畝状遠構
3-2 SD 78 N-39生 E 049 018 畝状遠構 土師器 白江～古府クルビ)
3-2 SD N-30と E 080 028 畝状遺構 土師器 白江～古府クルビ)
-2 SD 80 N-34生 E 114 029 畝状遺構 土師器 白江～古府クルビ
-2 SD 81 N-40生 E 084 畝状遺構 土師器 白江～古府クルビ|

-2 SD 82 N-42と E 032 0.41 007 敵 け 清 椎
-2 SD 83 N-36ヒW 075 150 070 敵 引★清 椎 r首本 拘 土師器 白江～古府クル ビ

-2 SD 84 N-39■W 150 246 026 敵 J★潰 椎 r盲本 拘 土師器 白江～古府クル ビ

3-2 SD 85 N-36‐ [ 025 058 O.14 融 引犬キ
3-2 SD 86 N-45とW 017 019 0.08 敵 引犬キ (直交 )
3-2 SD 87 N-29生 E 0.28 050 O.26 敵 引Jじキ 土師器 (白江～古府クル ビ)

B-2 SD 88 N-44生w O.37 050 0_23 畝 1犬 i (直交 )

B-2 SD N-25生 E 0.40 056 0.37 土師器 (古府クル ビ)

B-2 SD N-52生 W 0,73 099 O.19 土師器 (古府クル ビ)

B-2 SD N-81生 E 0.22 029 O.07 畝状遠構
B-2 SD N-28生 E O.38 058 0.15 畝状違構
B-2 SD N-52生 W 0.22 040 O.04 畝状遠構 (直交)
B-2 SD N-41生 E 0.25 028 O.11 畝状遺構
B-2 SD N-48と E 0.23 024 0.08 畝状遺構
B-2 SD N-40生 w 033 043 O.07 畝状遺構 (直交)
B-2 SD N-37と E 0.32 050 O.29 畝状遺構
B-2 SD 100 N-38生 E O.26 036 0.29 畝状遺構
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ヽj

第33図  B-2地 区 遺構全体図 (1/500)
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了

25Y3/2黒褐色粘質上 (責掲色プロック混 じる)
10YR2/1黒色粘質土 (明黄掲色粒φ2～5mm混 じる)
25Y4/1黄灰色土 (浅黄色ブロック混じる)
25Y4/1黄灰色土 (浅黄色プロック混じる)
25Y5/1責灰色土 (浅黄色ブロック混じる)
5Y5/1灰色粘質土 (黒掲色土混じる)一表土
10YR5/1褐灰色粘質土 (黒褐色土混じる)一床土
25Y3/1黒褐色粘質土 (責灰色土・黄褐色粒ゆ2～5mm混 じる)
10YR3/1黒掲色粘質土 (黄灰色土混じる)

SD90

0                     2m(1/40)

SKll

Ⅱ

Ｖ

H=25m

1 10YR3/1黒 褐色粘質土 (明黄褐色粒 0 3mm以下少々混じる)
225Y3/1黒 掲色粘質土 (明責褐色粒ゆ3mm以下混 じる)
325Y3/2黒 掲色粘質土 (明責褐色粒φ3mm以下プロック混 じる)
4 10YR2/1黒 色粘質土 (明黄褐色粒φ3mm以 下少々混じる)
5 10YR2/2黒褐色粘質土 (明黄褐色粒φ3mm以 下混じる)
625Y5/1黄 灰色土 (浅責色プロック混じる)
725Y4/1黄 灰色土 (浅責色ブロック混じる)
15Y5/1灰 色粘質土 (黒褐色土混じる)―表土
■ lllW15/1褐灰色粘質土 (黒褐色土混じる)一床土

Ⅲ 25Y3/1黒褐色粘質土 (貴灰色土・黄褐色粒φ2～5mm混 じる)

SD45

0                          3m(1/60)

B-2地 区 SD90、 SKll(1/40)、 SD45第34図
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Ｄ７
０

Ｓ

SD64 SD65

Ｄ６
∩

Ｓ

ο

ＳＤ７。

SD66

4
十

SD70

SD80 SD87

SD75           SD76

SD81

SD71

SD93 SD79

125Y3/1黒 褐色粘質土
(黄褐色ブロックφ5mm混 じる)

225Y3/2黒 褐色粘質土
(黄褐色ブロック0 5mm少々混じる)

325Y4/1掲 灰色粘質土
(晴灰黄色粒φ2～5mm混 じる)

425Y6/2灰 黄色土
(やや砂質・黄灰色土混じる)

525Y2/1黒 色粘質土
(にぶい黄色ブロックφ5～ 10mm混 じる)

10YR6/1褐灰色粘質土
(明黄掲色粒φ5mm混 じる)

10YR3/2黒褐色粘質土
(にぶい黄褐色土混じる)

10YR5/2灰黄褐色粘質土
(にぶい黄掲色ブロック05～ 10mm混 じる)

25Y5/1黄灰色粘質土
(浅黄色ブロックφ5～ 10mm混 じる)

SD79 SD80

Ⅲ  Ⅲ  Ⅲ

Ⅳ

一 SD68

― SD72

2m(1/40)
0                       3m(フ 160)

溝集中地区平画図 (1/160)・ 断面図 (1/40)

SD80        SD31     SD87

10 ЮYR3洵 黒掲色粘質土 (浅黄色土混じる)
115Y4/1灰 色粘質土

(にぶい橙色粒φ2～5mm混 じる)
12 5YR3/1黒掲色粘質土

(にぶい橙色粒φ2～5mm混 じる)
,3 5YR4/1掲灰色粘質土
14 ЮYR狛 掲灰色粘質土
15 75YR41i黒色粘質土

(暗黄褐色プロックφ5～ 10mm混 じる)
16 10YR2洵 黒色粘質土

1 5Y5/1灰色粘質土 (黒掲色土混じる)―表土
E10hR朝 掲灰色粘質土

(黒褐色土混じる)―床土

皿 25Y3/1黒褐色粘質土
(黄灰色土・黄掲色粒ゆ2～5mm混 じる)

Ⅳ llYR3洵 黒褐色粘質土 (黄灰色土混じる)

SD75

第35図 B― 2地区
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B-2地区土坑・溝出土遺物 (第36図 )
溝から出土した土器は弥生土器、土師器が出上している。弥生土器・土師器は月影式から古府

クルビ式段階のものと考えられ、甕、壼、高杯、鉢が出土している。

1は、くの字甕である。口縁端部をナデで面取りし、口縁部を緩く、くの字に開かせるもので

ある。やや小型で口縁端部が器体の最大径をなす。調整は口縁部外面にタテ方向、内面にヨコ方

向のハケメを施す。体部は外面にハケメ、内面にケズリを施す。時期は白江式段階と考えられる。

2は、くの字奏である。口縁部はきつく外反し、端部は引っ張り出したように丸みを帯びてい

る。体部は上部しか残存していないが球胴形やや卵球形を呈すると思われる。調整は体部の内外

面ともにハケメを施す。時期は白江式段階以降と考えられる。

3は、くの字奏で口縁部が大きく外反するものである。日縁端部はやや丸みを帯びている。体

部上半から窄まる様を呈していると思われる。調整は内外面ともにハケメを施す。時期は白江式

段階以降と考えられる。

4は、くの字奏で3と 同じ口縁形態である。体部は球胴に近い形状を呈すると考えられる。調

整は体部外面にハケメ、内面は顎部にハケメを施す。時期は白江式段階以降と考えられる。

5は、くの字奏である。口縁部は緩く外反している。口縁部は厚く作られており、端部はやや

丸みを帯びている。体部はやや扁平な球胴形をなしており、底部は九底気味となっている。調整

は体部外面に密にハケメを施し、内面には底部に螺旋状にハケメを施す。時期は古府クルビ段階

と考えられる。

6は二重口縁壼の頚部である。口縁部は大きく外反して段をつくり、そこから上方へ大きく開

くもので、段の部分のタト面に刻み目が廻らされている。口縁部の調整は内タト面ともにミガキがな

されており、とくに外面は密になり、上から赤彩も施されている。顎部外面にはタテ方向のミガ

キが密になされた後、赤彩が施されている。時期は白江式段階と考えられる。

7は壼である。日縁部は顎部をやや窪ませ、やや外傾させて伸び上がるもので、端部は摘み上

げたように細くなっている。体部は球胴形であり、底部には円盤状の平底が付いている。調整は

口縁部内側にはヨコ方向、体部外面にはタテ方向のミガキを密に施した後、赤彩を行っている。

体部内面には若干ミガキが見られる程度で輪積み痕が明瞭に残っている。時期は古府クルビ段階

のものと考えられる。

8は高杯あるいは器台の裾部と考えられる。裾部は段をなして少し突出しており、ハの字状に

大きく広がるものである。調整は内外面ともにハケメを施す。時期は古府クルビ式段階と考えら

れる。

9は鉢である。ボール状の体部をもち、口縁部は頸部をやや窪ませて外傾するものである。調

整はナデ主体であるが、体部内面上半にはハケメを施す。時期は古府クルビ式段階以降と考えら

れる。

10は鉢である。底部から上方へ伸び上がる体部をもち、口縁部は緩やかに外反するものである。

調整はヨコ方向のナデを施している。時期は古府クルビ式段階以降と考えられる。
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第36図  B-2地 区 溝出土遺物実測図・土器 (1/3)
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B-2地区包含層出土遺物 (第37図 )
包含層から出土した遺物からは弥生土器、土師器、陶器、磁器などが出上している。弥生土

器・土師器は月影式から白江式段階のものと考えられ、甕、壺、高杯、鉢が出上した。

1は有段口縁の甕である。頸部はやや窪ませた状態で強い屈曲は見られない。口縁部は段の部

分で少し突出された様を呈す。端部は強いヨコナデによってやや面取り気味となる。調整は体部

の外面にハケメ、内面はケズリを施す。時期は月影式段階と考えられる。

2,3は、くの字奏である。顎部から外反し、端部はナデによってやや九みを帯びている。ま
た、段の意識は見られない。調整は体部の内外面ともにハケメを施す。どちらも時期は白江式段

階以降と考えられる。

4は甕である。口縁部は外傾して直線的に伸び上がり、端部はナデによって面取られて、やや

外反する。胴部は球胴形と呈していると思われる。体部外面の調整はナナメ方向にケズリを施し

た後、タテ方向のハケメ粗く施す。内面はヨコ方向のケズリの後、ヨコ方向のハケメを粗く施す。

時期は体部が球月同形を呈しており、口縁部もやや直立気味になっていることから時期は古府クル

ビ段階と考えられる。

5は壺の底部である。底はかなり丸みをもっているが平底である。胴部は底部から外反して立

ち上がる様を呈している。体部外面の調整は下半に底部から放射状に上に向かってハケメを施す。

上半はヨコ方向のハケメを施す。内面は底部に上方へのケズリを放射状に施す。体部はヨコ方向

あるいはタテ方向のハケメを施す。時期は月影式から白江式段階と考えられる。

6は高杯の脚部である。裾部に段を有し、上部に3条の擬凹線をめぐらしている。外面にはタ

テ方向のミガキを密に施し、 2方向に 1孔ずつ穿孔し、その上から赤彩を行っている。内面は裾

部にヨコ方向のハケメ、脚部にはヨコ方向のケズリを下部に施している。時期は月影式段階と考

えられる。

7は鉢である。口縁は端部で内傾して、面取り状となる。体部はボール状をなすものである。

口縁部はナデ整形による、指頭圧痕が残る。体部外面は削りの後、タテ方向のハケメを施す。内

面はヨコあるいはナナメ方向にケズリを行った後、粗くハケメを施す。時期は月影式段階と考え

られる。

8は有孔鉢である。底部から口縁部は欠損している。底部には焼成前に外面から穿孔をおこな

っており、その周囲には指頭圧痕が見られる。体部はボール状をなしている。調整は外面にタテ

方向のハケメ、内面にはケズリを施す。時期は月影式段階と考えられる。

9は染付碗の底部で、鰻頭碗タイプのものと思われる。高台はケズリ出しによって逆三角形状

をなし、外面には呉須によって圏線がめぐらされている。見込みには圏線がめぐらされ、中央に

は草花文と思われる文様を描いている。時期は17世紀後半から18世紀代と考えられる。

10は越中瀬戸の皿である。赤褐色の胎土に濃緑色の釉薬を口縁部に厚くかけたもので、いわゆ

る縁船である。底部には低い高台が削り出され、そこから上方へ開く様を呈している。口縁部は

ナデによって稜がつくられており、端部はやや丸みを帯びている。見込みはロクロケズリによっ

て圏線が明瞭なものとなっている。また、高台部分には目跡が見られ、重ね焼きの際に窯道具を

置いたものと思われる。時期は16世紀後半から17世紀前半と考えられる。
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第37図  B-2地 区 包含層出土遺物実測図 (1/3)
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B-3地 区の概要
本地区からは、土坑10基・溝38条 。道路 1条・井戸 4基が確認されている。調査区は、狭長で

あるのと共に、南東側で大きく後世の攪乱にあっていたため、本調査区の全体像を明確な形では

掴み切れていない。しかし隣接した調査区で、時期的にも類似するC区からの続きの遺構を確認

でき、ある一定の区画が存在し、それらに付随して道路や井戸を確認している。

第38図  B-3地 区 遺構全体図 (1/500)
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B-3地 区土坑
B-3地区で検出した土坑は合計12基である。ここでは、規模の大きな遺構、さらに特徴的な

遺構を中心に記述したい。

第 3号土坑 (SK3)第39図

本調査区南側で検出した土坑である。遺構の一部は調査区域外への広がりが見られ、確認でき

た範囲での規模は、長軸0.94m・ 短軸0.45m・ 深さ0.17mを はかる。堆積は自然堆積であり、平面

形は不整形であつた。遺物の出土はなかった。

第 4号土坑 (SK4)第39図

本調査区南側で検出した遺構で平面形は不整形である。遺構の一部は調査区域外への広がりが

見られ、確認できた範囲での規模は、長軸1.93m・ 短軸0.26m・ 深さ0。Mmを はかる。断面形状は、

逆台形を呈しており、井戸の可能性も疑われる遺構である。遺物の出土はなかった。

第 7号上坑 (SK7)第39図

本調査区北側の井戸が集中した場所で検出した遺構である。長軸1.79m・ 短軸1.12m・ 深さ0,72

mをはかる。遣構は南側にテラス状に一段設け、ほぼ垂直に落ちていく。堆積は人為堆積であり、

平面形は不整形で、遺物の出土はなかった。

1 10YR3/1黒 掲 灰褐色粒子 (φ l～ 3mm)多
プロック (φ 5～ 10mm)多

225Y5/2暗 灰黄 灰褐色粒子 (φ l～ 3mm)多
シ)レ ト

325Y7/3浅 黄 灰掲色粒子 (ゆ 1～ 3mm)多
シル ト

10YR3/1黒掲 灰掲色粒子 (φ l～ 3mm)多
炭化物粒子含む シル ト

10YR4/1褐灰 黄褐色粒子 (φ l～ 3mm)多 シル ト
3 10YR2/2黒 褐

黄褐色粒子 (01～ 3mm)多
プロック (ゆ 5～ 10mm)多

く
4 10YM々
斃 粒fl● 1/-3mml多
ンルト

15Y3/1オ リープ黒 責褐色粒子 (φ l～ 3mm)少
プロック (φ 5～ 10mm)少 シル ト

25Y3/2オ リーブ黒 黄褐色粒子 (01～ 3mm)多
プロック (φ 5～ 10mm)多 シル ト

第39図  B-3地 区 土坑平画図・断面図 (1/40)
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B-3地 区清跡 (第40図 )
B-3地区では溝跡を合計38条検出している。本地区で検出した溝跡の多くは最大幅力湘.30m

前後のものがほとんどを占めているが、その中で区画溝として開削されたと考えられる、最大幅

1.Omを 越える大規模な溝跡が数条存在する。

例えばSD9と SD25の繋がりや、SD33な どは正に区画溝として敷設されたと考えられるもの

である。

これらB-3地区で確認した区画溝の間隔は、拠 rlヽな調査区だったこともあり不明では在るが
出上した遺物から、一部に吉岡編年Ⅱ期が見られるが、概ねⅢ期からⅣ期にかけてのものであっ

た。

B-3地 区井戸跡 (第41図 )
第 1号井戸跡 (SEl)(第41図 )

本調査区の北東側で検出した素掘り井戸跡である。平面形状は楕円形を呈し、開口部規模は長

軸1.88m・ 短軸1.41mを はかる。井筒はほぼ中央の正位置に置き、筒部中層で細まり、ほぼ垂直

に底部まで至る。

出土遺物には時期不明の珠洲や、井戸跡の最下層から羽子板型木製品や箸状木製品などが出土

している。

第 2号井戸跡 (SE2)(第41図 )

本調査区の西側で検出した井戸跡である。 SE3に切られていた。発掘当初は素掘井戸の状態
であったが、井戸内から、木組み時に使用する隅柱の部材と考えられるものが出上していたため、

元々は木枠組み井戸の可能性が考えられる。そのこともあり、平面プランは楕円形で在りながら

掘方は方形を呈している。開口部規模は、長軸3.18m・ 短軸2.66mを はかる。

覆土の堆積は自然堆積であり、出土遺物は吉岡編年Ⅱ期頃の珠洲や青磁、さらに最下層から漆

器椀や箸状木製品が出上した。

第 3号井戸跡 (SE3)(第41図 )

本調査区の西側で検出した井戸跡である。 SE2を切られていた。平面形状は円形を呈するも

のの、掘方部分は方形をなしているから、 SE2同様木枠組み井戸だった可能性がある。開口部
規模は長軸2.52m・ 短軸2.31mを はかる。

出土遺物は特になかった。

第 4号井戸跡 (SE4)(第41図 )

本調査区の西側で検出した井戸跡である。平面形状は不整形を呈し、開口部規模は長軸2.37

m・ 短軸1,67mを はかる。開口部は逆人の字形に開き、掘方上層で角度を変え垂直に底に至る。

出土遺物は中世土師器皿や珠洲が出土している。珠洲の時期から吉岡編年Ⅲ期からⅣ期頃と思

われる。
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表 3 B-3地 区溝遺構一覧

咆区 遺構番弓 軸方向
最小幅
(m)
最大幅
(m)
濯
ω

備  考 出土遠物

B-3 SD 1 N-36と W 022 018
B-3 SD 2 N-71■ E 010 073 022 土師器

B-3 SD 3 N-20生 W 074 123 029
B-3 SD 4 N-71生 E 031 019 011
B-3 SD 5 N-74と E 072 087 021 中世土師器

B-3 SD 6 N-17とW 069 027 珠洲

B-3 SD 7 N-15ヒW 035 046
B-3 SD 8 N-76生 E 067 083 026 縄文土器 (晩期)

B-3 SD N-50ヒW 222 267 085 S D25にれ売く
B-3 SD N-72と E 023 008
B-3 SD 11 N-80生 E 023 016
B-3 SD N-72と E 019 021 035
-3 SD N-80と E 022 032 011
-3 SD 14 N-88生 E 038 050 025
3-3 SD 5 N-84生w 035 041
3-3 SD 6 N-874E 026 0_37 1

3-3 SD 7 N-87生 E 032 036
3-3 SD 8 N-87生 E 032 038 0 1

B-3 SD N-87生 E 023 O08
B-3 SD N-53と E 098 047 道路状遺構SFl 土師器・珠洲・美濃・青磁

B-3 SD N-75生 E 061 097 0.62 L写ユJ犬 土師器・珠洲1・ 白磁・青磁

B-3 SD N-40と W 221 080 道路状遺構 SFl 縄文土器・土師器・珠洲・美濃・

青磁・唐津・土錘

B-3 SD N-29■W 102 060 052 C地区 S D39に続 く可合ヒ1生
B-3 SD N-72■ E 2_42 023 SD9に続く
B-3 SD N-74生 E 105 須恵器。中世土師器

B-3 SD N-73生 E 129 156 024 縄文土器・珠洲・青磁

B-3 SD 28 N-80ヒ E 122 146 066 L字引犬 中世土師器

B-3 SD N-67ヒ E 041 082 018
B-3 SD N-65と E 028 L字状 土師器・珠洲

B-3 SD N-34と W 031
B-3 SD N-47生 E 059 038 L字状
B-3 SD 34 N-45生 E 052 078 022
B-3 SD N-22生 w 017 020 005
B-3 SD N-79生 w 022 027 007
B-3 SD -ヽ90生W 020 O.32 008
B-3 SD 38 ミー11生 E 025 015
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B-3地 区 溝集中区平面図 (1/150)。 断面図 (1/30)

昨     載 熱  
一

一

SD9
5Y3/1オ リープ黒 黄褐色粒子 (01～ 3mm)少

ブロック(o5～ 10mm)多 シリレト
25Y3/1黒褐 黄褐色粒子 (01～ 3mm)少 ンル ト
10h R2/1黒 黄褐色粒子 (01～ 3mm)少

ブロック(φ 5～ 10mm)多 シル ト
10YR4/1褐灰黄褐色粒子 (φ l～3mm)少

プロック(ゆ 5～ 10mm)多 シツレト

耕作土

床上

1 10YR71

2 10YR3/1

3 10YR1/2

4 25Y7/4
5 10YR2/3

1耕作土

SD25
褐灰 黄褐色粒子 (01～ 3mm)多    ]
ブロック (φ 5～ 10mm)多 シル ト

黒褐 責褐色粒子 (φ l～ 3mm)多    2
ブロック (φ 10～ 15mm)多 シル ト

黒 黄褐色粒子 (φ l～ 3mm)多     3
ブロック (φ 5～ 10mm)多 シル ト

浅黄 黄褐色粒子 (φ l～ 3mm)多    4
黒褐 黄掲色粒子 (φ l～ 3mm)多

ブロック (ゆ 5～ 10mm)多 シル ト
I

E

10YR3/1黒掲 黄褐色粒子 (φ l～ 3mm)多
プロック (φ 5～ 10mm)少 シル ト

10YR2/2黒褐 黄褐色粒子 (01～ 3mm)多
プロック (φ 10mm)多 シル ト

10YR3/1黒掲 黄掲色粒子 (φ l～ 3mm)多
ブロック (φ 10mm)多 粘質土

25Y74浅 黄 3層粒子 (ゆ 3mm)少
ブロック (05～ 10mm)多
(肩部ホウ落土)シル ト

耕作土

床土

SD33

第40図
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10YR2洵 黒 責褐色粒子 (φ +3mm)少 プロック (φ 5‐ 10mm)多 シル ト
26Y2/1黒 黄褐色粒子 (0 1 3mm)多 プロック(0 10mm)多 シル ト
必Y2/1黒 黄褐色粒子 (φ +3mm)多 プロック (ゅ 5‐ 10mm)多
2層 に類似するも、粒子プロック (多 )

H=22m

25Y2/1黒 黄褐色粒子
(φ +3mm)多

25Y4/1灰 黄褐色粒子
(ゆ +3mm)多
プロック
(ゆ 5 10mm)多

シ,レ ト

H=22m

25Y4/1貢 灰色粘質土 (粘性強)
淡黄色ブロックまかり

25Y3/1黒 褐色粘質土
25Y2/1黒 色粘質土 浅黄プロック
25Y2/1黒 色粘質土 浅費ブロック

5Y3/1オ リーブ黒 黄褐色粒子 (0 1 3mm)少
ブロック (φ 5mm)少 シル ト

5Y3/2オ リープ黒 責褐色粒子 (01-3mm)多
ブロック (φ 510mm)多 ンル ト

5Y2/2オ リープ黒 責褐色粒子 (φ l‐3mm)多
ブロック(0 5 10mm)多 シ)レ ト

25Y3/1オ リープ黒 責褐色粒子 (φ 13mm)多
プロック (ゆ 5 10mm)多 シル ト

75Y3/2オ リーブ黒 責褐色粒子 (φ +3mm)多
ブロック (ゆ 10mm)多 粘性土

昨22m

675Y7/4浅黄 褐色土粒子 (φ 3mm)多
粘性土

725Y3/3暗オリープ掲 黄掲色粒子 (φ +3mm)多
シツレト

825Y4洵 黄灰 責褐色粒子 (0 1 3mm)多
ブロック (φ 510mm)多 シル ト

926Y3/1黒褐 黄褐色粒子 (φ +3mm)多
ブロック (o10mm)多 シル ト

,026Y72暗 灰責 黄褐色粒子 (φ 13mm)少
プロック (φ 10mm)多 シル ト

SE4

玉

5

6

7

少  8

5Y4/1灰色粘質土
責色プロック混じり

5Y5/1灰色粘質土 (5Y71ブロック混じり)
5Y2/1黒 色粘質土 (浅黄プロックかな り混じる)
5Y2/1黒 色粘質土 (浅黄ブロック少々混じる)10%

第41図 B-3地 区 SE平面図・断面図 (1/40)
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井戸跡・ 溝跡出土遺物 (第42・ 43図 )
第23・ 29号溝跡 (SD 23・ 29)出土遺物

SD23からは、珠洲の悟鉢・加工円盤が出上した (第42図 -1・ 2・ 3)。 悟鉢は口端部が水

平となり、吉岡編年Ⅲ期頃のものである。加工円盤 (第42図 -4)は SD29から出上した。

第 1号井戸跡 (SEl)出土遺物

土器類の出土はなかった。木製品は、井戸跡最下層より出上している。遺物は、箸状木製品

(第43図 -1～ 3)・ 羽子板状木製品 (第43図 -5)で ある。箸状木製品は、ケズリが施されて
いた。羽子板状木製品は表・裏面にケズリを施し平面をつくる。側面は小刻みな整形加工が見ら

れた。

第 2号井戸跡 (SE2)出土遺物

土器類の出土はなかった。木製品は井戸最下層から漆器椀が出上した (第43図 -4)。 文様は

無紋で低い高台を持つ。底部から口縁端部にかけて湾曲しながら立ち上がり、日縁端部に至る。

第 4号井戸跡 (SE4)出土遺物

悟鉢は、 (第42図 -5)口縁部は水平であり、端面もまた水平である。器厚は薄い作りである。

卸目は、部分的に残存しているのみであるが、やや太い櫛歯原体で直線的に施している。吉岡編

年Ⅱ期からⅢ期頃と考えられる。

庁
/

/2 L13 □ 4

第42図  B-3地 区 井戸・溝出土土器実測図 (1/3)
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第43図  B-3地 区



B-3地 区道路跡 (SFl)
打出遺跡では、B-3地区とC地区の2地区で道路跡と考えられる遺構を検出した。この遺構

はB-3地区とC地区の両地区で明瞭な形で確認できた。この道路跡は、その多くをC区で検出

しているため、ここでは本地区で検出した道路跡の事実について記し、C地区の部分については、

その章において別に記載する事とした。また総括的な道路跡のまとめについては、若干ではある

がC地区の項において行いたい。

第 1号道路跡 。SFl(SD 21・ 22)(第44図 )

B-3地区で検出した道路跡は、いわゆる掘り割り状の道路跡と言われるものであり、両側に

側溝を設けるタイプであった。道路跡の立地や形状 。軸方位、さらに遺構覆土などから、後述す

るC地区のSDlに繋がると考えられる。

確認した範囲での全長は3.2mであり、両側溝間の心々距離は2.4～ 2.6mである。側溝幅は0.5～

■4m。 深さ0。80mであった。

路面部分には、やや薄く路面を形成するための土盛りを行い、道路使用当時には礫を敷いてい

たようで、調査時には路面部分から、握り拳大の礫が目立って確認できた。路面部分からの明確

な硬化面は確認できなかったが、遺構掘削時に路面部分がやや堅く締まった感じを受けた。

後述するC区で見られた、波板状凹凸面と言われる連続した配置の土坑状の落ち込みは、この

道路跡からは検出できなかった。

土層観察からは、道路跡の作り替え。拡張などは見られず、さらに側溝の掘り直しなども確認

できなかった。狭小な調査区での道路跡の検出であつたため、遺構の全体像は明確ではない力S、

両側溝のうちの 1条 (SD22)は南方向へ同規模のまま屈曲して走っており、本道から分岐する、

もう1本の道路跡が存在した可能性も考えられる。しかし調査区南側では、広い範囲で後世の攪

乱を受けていたため、道路跡の検出に至らず、適否を判断することはできなかった。

本道路跡の北側にはSD21と いう溝跡が存在し、これが SD22の片側の側溝と考えられるが、

遺構深度や溝の取り付き状況から考え、十字路でなく、T字路状態と考えたい。

第 1号道路跡からの遺物の出土には、まとまり等はなく、散発的な出土であった。出土位置は、

路面上や側溝内などで、底面から浮いた形で出上した。遺物は、珠洲甕・壺・青磁片などがある。
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15Y3/1オ リープ黒色シル ト(黄褐色粒子 (φ +3mm)少 し含む )
25Y4/1灰 色ンル ト

(灰 白色粒子 (0+3mm)少 し、プロック (φ 510mm)多 く含む)
- 35Y5/2灰 オ リーブ色ンル ト

(黄掲色粒子 (φ 卜3mm)、 プロック (ゆ 5 10mm)多 く合む)
45Y5/3灰 オ リーブ色ンル ト(黄褐色粒子 (0+3mm)多 く含む)
55Y4/2灰 オリープ色シル ト(黄褐色粒子 (φ +3mm)多 く含む)
625Y5/3責 褐色シル ト(黄掲色粒子 (φ +3mm)多 く含む)
725Y72暗 灰黄色シル ト

(黄褐色粒子 (φ 卜3mm)少 し、プロック (φ 510mm)多く含む )
825Y4/2暗 灰黄色粘質土

(黄褐色粒子 (φ +3mm)、 プロック (φ 510mm)多く含む)
925Y4/1黄 灰色シル ト

(責褐色粒子 (φ +3mm)、 プロック (ゆ 5‐ 10mm)多 く含む)
1025Y4/1黄 灰色シル ト(責褐色粒子 (φ 卜3mm)少 し含む )
1125Y5/2暗 灰黄色シル ト

(黄掲色粒子 (φ +3mm)、 プロック (φ 510mm)多く合む)
1225Y6/2灰 黄色土 (黒褐色上を含む)
1325Y5/2暗 灰黄色シル ト

(黄褐色粒子 (φ +3mm)、 プロック (φ 5-10mm)少 し含む)
1425Y6/2灰 責色土 (黄掲色粒子 (φ +3mm)多、プロック (φ 510mm)少 し合む )
1526Y6/2灰 責色土 (黄掲色粒子 (φ +3mm)少 し、プロック (φ 510mm)多く含む)

B-3地 区 SD21・ SD22・ SD24平面図・断面図 (1/80)第44図
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SFl(SD21・ 22道路跡)出土遺物 (第45図 )

本遺構からの遺物の出土は、瀬戸美濃の香炉 。皿、珠洲の壼 。奏 。括鉢、青磁片などが出土し

た。しかしほとんどが細片であり、実測できなかった。よって、道路跡の時期特定は、C地区の

道路跡より出土した遺物から特定する事し、ここでは本地区出上の遺物について概観するに留め

たいと思う。

珠洲

珠洲は、先にも述べたが壼・甕・橋鉢などが出上しているが細片が多く、時期特定に至る遺物

はほとんど出上していない。

壷の口縁部である (第45図 -1)。 日顎部は緩やかに屈曲し口縁端部は、面を作 り外斜する。

吉岡編年Ⅱ期頃と考えられる。

悟鉢の口縁部である (第45図 -2)。 ほぼ直線的な口縁端部を持ち、外斜した面を持ちやや外

方へ引き延びる。吉岡編年Ⅲ期頃のものである。

/ 2

第45図  B-3地 区 SFl出上遺物実測図 (1/3)

―-68-―



B-3地 区出土縄文時代 晩期遺物 (第46図 )
本地区からは、縄文時代晩期の遺物が出土している。これら遺物は、遺構・遺構外からの出土

であるが、遺構に伴ったものではなく、流れ込みの遺物である。

第 8号溝跡 (SD 8)(第 46図-1～ 4)

本溝跡より出土したものは4点である。 1。 2は浅鉢形土器である。 1は上げ底状の底部から

内湾しながら口縁部に至る。口縁部には、浮線網状文が巡る。 2は破片であり、判然とはしない

ものの、1と 同様なものと考える。3も また口縁部に巡る浮線網状文であり、浅鉢と考えられる。

4は条痕文土器片である。全般的に時期はおおよそ大洞A～ A′ 式期並行頃と考えられる。

遺構外出土遺物 (第46図-5～ 8)

遺構外出土遺物は、 4点である。すべて条痕文である。器種は深鉢である。

(新宅)

0                                               15cm

第46図  B-3地 区出土縄文土器実測図 (1/3)

鞄イ
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C地区の概要
C区では、掘立柱建物跡 3棟・土坑28基・溝跡46条・井戸跡 3基 。道路跡 1本・ピット多数検

出している。時期は中世が主体であり、打出遺跡のなかで中世集落の一端を垣間見る事の出来た

地区である。

第47図  C地区全体図 (1/500)
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C地区掘立柱建物跡
第 1号掘立柱建物跡 (SBl)(第48図 )

C地区のほぼ中央部で検出した掘立柱建物である。建物の一部は調査区域外へ広がつている為

全体的な規模は不明である。またSB2と前後関係が生じている。新旧関係は、柱穴の重複部分

が無かったものの、SBlの多くの柱穴で柱痕が確認できなかったものの、SB2の柱穴の多くで

柱痕が確認できた。両遺構ともに時期特定できず、同一の場所での建物跡の立地的な切り合い関

係ではあるが、前述した視点から、SBlが SB2よ り先行した建物である可能性を示しておく。

柱間は桁行 4間で、梁行は確認できた範囲内で 2間以上であったと考えられる。柱穴は、平面

形がほぼ楕円形のものがほとんどであり、柱穴配置は一部で検出できなかった柱穴があつたもの

の、ほぼ等間隔に柱間線に沿って配置していた。柱穴の規模は約0.3m～0.4m前後と比較的小さ

いものであり、建物の角に当たる柱穴においては、それ以外の柱穴と比べると深い堀方であると

いう傾向が見られた。遺物の出土はなかった。

第 2号掘立柱建物跡 (SB2)(第48図 )

C地区のほぼ中央部で検出した掘立柱建物である。建物の一部は調査区域外へ広がつている為

全体的な規模は不明である。またSBlと前後関係が生じているが、新旧関係は、柱穴の重複部

分が無いものの、先述したとおり柱穴で確認し、柱痕の有無からSBlよ り新しい建物である可

能性を示したい。

柱間は、桁行 3間で、梁行は確認できた範囲内で 1間以上であったと考えられる。柱穴は平面

形が円形・楕円形がほとんどであり、柱穴配置は、柱間線に沿って配置していた。柱穴の規模は

約0.3～ 0.4m前後を測る。深さは高低差が一定でないのと伴に規則性は見られない。遺物の出土

はなかった。

第 3号掘立桂建物跡 (SB3)(第49図 )

C地区のほぼ中央部で検出した掘立柱建物である。重複関係にあるSBl,SB2の 南側で検出

した建物であり、整理中の検討によって建物と判断した。建物の一部は調査区域外へ広がってい

る為、全体的な規模は不明である。

SBl o SB2と 同様に柱穴は比較的簡素であり、平面形は楕円形を中心にし、柱痕は確認でき

なかった。

柱間は、桁行は3間以上・梁行 2間である。柱穴配置は柱間線からやや内側へ入り込む状況で

あり、歪み感が感じ取れる。柱穴の規模は、約0。3～ 0.4m前後を測り、深さには一定の規則性は

見られなかった。遺物の出土はなかった。
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SE3 1(sP71・ SP73・ SP81・ SP85)

125Y3/1黒褐黄褐色粒子(φ +3mm)少 プロック(0 5 10mm)多 柱痕か?
225Y4/1黄 灰 黄褐色粒子 (φ +3mm)多 プロック (φ 510mm)多
325Y71黄灰 責褐色粒子 (φ +3mm)少 プロック (φ 510mm)少
425Y73浅 黄 黒褐色粒子 (φ 13mm)少 シルク
525Y5/2暗 灰責 黄褐色粒子 (0 1 3mm)少 プロック (φ 5mm)多 シル ト

SB2(sP66・ SP67・ SP68・ SP69)

5Y4/1灰 責褐色粒子 (φ 13mm)多 プロック (φ 5mm)多 シル トC4t痕 )
5Y7/4浅黄 黒褐色粒子 (φ l嗚 mm)多 ブロック (φ 510mm)多 シル ト
5Y5/1灰 黄褐色粒子 (φ +3mm)多 プロック (ゆ 5 10mm)多 シル ト
5Y3/2オ リープ黒 責褐色粒子 (φ +3mm)少 ブロック (φ 5‐ 10mm)多 シル ト
5Y3/4淡黄 黒褐色粒子 (ゆ +3mm)多 プロック (05‐ 10mm)多 シル ト

第48図  C地区 SBl・ SB2平面図・断面図 (1/60)
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10YR4/1褐 灰 黄掲色粒子 (ゆ 1 3mm)多 ブロック (φ 5‐ 10mm)多 シル ト
10YR3/2黒褐 黄掲色粒子 (ゆ

「
3mm)多 ブロック (ゆ 10mm)多 シル ト

25Y7/4浅黄 黄褐色粒子 (φ l-3mm)多 ブロック (φ 10mm)多 シル ト
25Y72暗 灰黄 責褐色粒子 (φ +3mm)多 ブロック (φ 子10mm)多 ンル ト
25Y2/1黒 責褐色粒子 (0 1 3mm)微 ブロック (φ 5mm)少 シル ト(柱痕か ?)
ltlYR4/1掲灰 責褐色粒子 (0 1 3mm)多 プロック (05‐ 10mm)多 シル ト

第49図  C地区 SB3平面図 。断面図 (1/40)
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C地区溝跡 (第50図 表 4)
C区では、溝跡を合言秘5条確認している。遺物の有無や出土状況から時期特定まで至っている

溝跡は少ないものの、軸方位などから類推すると、大まかに1～ 4時期ほどのまとまりが看取さ

れる。

1期 (吉岡編年Ⅱ～Ⅲ期)13世紀前半～14世紀前半

時期特定できる遺物を出上した溝跡はSD29だけであり、軸方位はN―斃
°
一Wへ向かうも

のである。本地区で、軸方位力羽0° 代となる溝跡は他に見あたらず、この時期の溝出上の遺物

量力汁ヒ較的少ない事もこの事に起因しているものと推察する。

2期 (吉岡編年Ⅲ～Ⅳ期)13世紀後半～14世紀後半

この時期の溝跡は、SD42,SD39な どが該当する。軸方位は、SD421ま N-61° ―EoSD
39が N-21° ―Wであり、2条の溝跡からは、 1期の頃と比べて溝の配置に規格性がみられ、

方形区画を意識した遺構の配置が看取できる。時期特定できる遺物は出土していないが、溝跡

の軸方位や断面形状などから推察してSD6や SD 13な どもこの時期に該当する遺構と考えら
れる。

3期 (吉岡編年V～Ⅵ期)15世紀前半～15世紀後半

この時期の溝跡は、遺物の出土力Sあった道路跡 SF lがそれにあたる。またSD 15。 16な ど

もSFlを意識して溝跡カヨ己曲し、併走して配置する事から同時期存在であったと考えられる。

軸方位はSFlの軸方位がN-77° 一Eであり、 SD 15。 16は N-75° 一Eと 、ほぼ75° 前

後である。この軸方向に近似する溝跡は、SD9。 SD 19,SD21・ SD26な どがそれにあたり、

軸方位からこれらについても同時期存在の可能性をここで提示しておきたい。

C区 溝跡と建物群のまとめ (第51図 )
本地区で検出した溝跡からは、先にも述べたが時期特定できる遺物の出土が極めて少なかった。

これは遺構自身の深さがさほどなかった事や、調査区の幅のない部分での溝跡調査であったこと

などの理由からと考えられる。

遺物の出上のあった溝跡を元に同時期存在の遺構から看取できた事は、この3時期の中で、比

較的方形区画を意識して遺構を立地させていた時期が、2期の段階であり、3期は、 SD 15。 16

で一部区画を意識していた様相が見られた以外は、区画等の明確なものは特に無く、むしろSF
l周辺を中心にした遺構の配置が見られるに留まっている。

溝跡と掘立柱建物跡や後述する井戸跡などの関係は、先述したとおり、掘立柱建物跡からの遺

物の出上が無かった事から明確な時期は不明であるが、周辺に配置している井戸跡との兼ね合い

や溝跡の立地などから考え、掘立柱建物跡の時期は、おおむね3期頃のものと考えられる。

3期の遺構の配置は確認した範囲から類推すると、溝によって方形に区画された範囲に、掘立

柱建物跡と井戸跡 1基が存在すると云う建物構成が存在していた可能性が考えられるものだっ

た。
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表 4 C地 区溝遺構一覧

地区 遺構番号 軸方向
ξ己車由
(m)
短軸
(m)
深さ
(m)

備  考 出土遺物

C SD 1 N-79生 E 172 389
道路状遺構SFl、 B-3地区に続く
3期

弥生 (古式上師器)・土師器・

須恵器・中世土師器・珠洲・

瀬戸美濃・青磁

C SD N-65生w 027 034 023
C SD N-68生W 026 021

C SD 4 N-24とW 168 0.10 L字‖犬
C SD 5 N-07生 E 098 114 015
C SD N-26生 w 1.43 066 2期 珠〃中|

C SD 7 N-73と E 042 051 L字状

C SD 8 N-26生 E 057 023
C SD N-76ヒ E 043 0.19 3期 珠ツⅢI

C SD N-13生 E 019 O.10
C SD 1 N-80生 E 0.86 140 045 珠〃中|

C SD N-47生w O.30 0.65 0.09
C SD N-61生w 042 O.89 2期

C SD N-80生W 035 076 0.14
C SD N-74ヒ E 068 180 0.21 3期、L字‖犬
C SD N-74生 E 0.51 108 018 3期、L字状
C SD 7 N-70と E O.38 O.66 L寺引犬

C SD 8 N-69生w 028 O.50 024
C SD N-73生 E 056 081 014 3期 土師器

C SD 20 N-83と E 029 059 O.11 L専 I‖犬
C SD N-76と E 067 012 3期
C SD N-86ヒ E 032 039 016
C SD N-76と E 0.36 042 012
C SD 24 N-89‐ E 032 O.43 0.17
C SD N-87生 E 029 039 013
C SD N-77生 E 068 094 O.50 3期
C SD N-26と W 046 083 011 2期
C SD 28 N-23生 W O.33 050 013 2期
C SD N-21生w O.77 1.18 055 2期、SD42に直交する可能性 珠〃中|

C SD 30 N-8生 w 070 086 0 1 珠 ),I

C SD N-02ヒ E 074 118 0. 1

C SD N-15生w 0 4

C SD 34 N-14と W 036 042 O 0
C SD N-30生 w 027 043 008
C SD N-57と E 018 O.39 L早1犬

C SD N-78生 E 096 106 008
C SD -24生 W 105 157 0.48 1期 土師器・中世土師器・珠洲

C SD 40 N-77=E 017 0.25 0.11
C SD N-60と E 110 052 2期、S D29に直交する可能性 土師器・中世土師器・珠洲|

C SD N-10とい 057 342 046 1期、S D42に切 られる 土師器・珠洲

C SD 44 N-07=Vl 0.35 0.47 020
C SD 45 -ヽ64と E 042 O.68 025 引犬

C SD 46 N-07ヒ E 031 058 018 L字 J犬 土師器

C SD 47 N-02生 E 046 024 珠洲

C SD 48 N-05と W 024 030 0.12
C SD 49 N-03とW 023 043 021
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第50図  C地区 SD42平面図・断面図 (1/40)
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第51図 C地区溝遺構関係図 (1/400)
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C地区 溝跡 出土遺物
C区で検出した溝跡は合計46条であった。この中で遺物の出土が見られたものは、少なくここ

では、特に多くの遺物を出土させた溝跡からの遺物について概観したい。

SD 29出土遺物 (第52図-1～ 4)

SD29か らの出土遺物は、珠洲の甕・壷・悟鉢があった。報告書中では、この中で時期特定の

可能な遺物を中心に掲載した。

珠洲は主として悟鉢が中心であった (第52図 -1～ 4)。 口縁部は外傾し、口縁端部は、平直

に仕上げているものと、方頭形にやや厚いつくりのものが存在する。前者は、吉岡編年Ⅱ期頃と

し (第52図 -1)、 後者はⅢ～Ⅳ期頃と考えたい (第52図 -2)。 卸日は、櫛歯原体が太く幅広い

ものであつた (第52図 -4)。 吉岡編年Ⅲ～Ⅳ期頃と考えられる。

SD 39出土遺物 (第52図-5～12)

SD39よ り出土した遺物は、中世土師器皿・珠洲の甕 。指鉢などがあった。

中世土師器皿は、非ロクロ成形で、やや口径は小さいものであり、口縁端部には面取りが施さ

れている (第 52図 -5)。 宮田編年Ⅱ期頃と考えられる。また口辺部に一段ナデを施したもの

(第52図 -6)な どが見られ、中世土師器皿からは、やや若子の時期差が感じられる。

珠洲は、奏 。悟鉢などが出上している。甕は口縁端部が方頭状のもので、口頸部に棒状工具に

よって挽き出した痕の残るもの (第52図 -11)と 頚部が短く、くの字に屈曲するもの (第52図一

12)が存在する。前者は、吉岡編年Ⅱ～Ⅲ期頃、後者は吉岡編年Ⅳ期頃と考えられる。

悟鉢は、日縁部はやや厚い作りであり、ややシヤープさの欠ける端面を外傾させている (第52

図-7)。 さらに口縁端部が水平な面をつくり、やや外方へ引き延ばした感のあるものも見られ

る (第52図 -8)。 前者は、吉岡編年Ⅱ～Ⅲ期頃と、後者は吉岡編年Ⅳ期頃としたい。

SD 42出土遺物 (第53図 )

SD42よ り出上した遺物は、珠洲の甕・情鉢などが見られ、散発的な出土状況であつた。

甕は口縁部のみの出上であり、口縁端部はやや嘴頭状を呈し、さほど肥大していない。口辺部

は緩やかなくの字である。吉岡編年Ⅱ期頃と考えられる。

悟鉢は、日縁端部の形態と卸日から2時期が存在する。 1つは口縁端部が外端で面を取り、卸

目が細密鋭利なタイプで、器厚は全体的に薄い (第53図 -1)。 2つ 目は口縁端部の傾きが水平

ないしはややタト斜したもので、端面は比較的水平な仕上がりとなっている。卸目は前者のものよ

りやや幅広な櫛歯原体であり、中太である (第53図-2～ 4)。

前者は吉岡編年Ⅱ期頃と考えられ、後者は吉岡編年Ⅲ～Ⅳ期頃と思われる。
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第52図  C地区 SD29 e sD39出土遺物実測図 (1/3)

―-79-―



o                                                   15rm

第53図  C地区 SD42出土遺物実測図 (1/3)
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C地区井戸跡
第 1号井戸跡 (SEl)第54図

調査区北側で検出した井戸である。遺構の一部は調査区外への広がりが見られたが、調査区の

一部を拡張し、全体像を把握する事ができた。

開口部の長軸は、4.lm・ 短軸は3.38mであり、深さは2.45mを測る。平面形は、開口部が楕円

形でありながらも掘方はやや方形を呈する。出土遺物に図化していないが、木枠組井戸の隅柱の

木片などが出上していることから、使用時は木枠組井戸であつた可能性が考えられる。

井戸底からは、水溜用として設置していたと考えられる小判形の曲物が出土している。曲物周

辺からは砂利などを敷いた痕跡は見られず、地山の粘土層面に直接置かれた形であった。

断面形状は掘方上層が逆人の字形であり、その後は井戸底までほぼ垂直に下がる。堆積は上層

部分は自然堆積の様相を呈するものの、下層の 8層 は層厚や堆積状況から、一度に埋められたと

考えられる。

出土遺物は、掘方より吉岡編年Ⅱ～Ⅲ期の珠洲、曲物内から箸状木製品などが見られた。

第 2号井戸跡 (SE2)第55図

調査区南側で検出した井戸跡である。遺構の一部は調査区外への広がりが見られたが、調査区

の一部を拡張し、全体像を把握する事ができた。

開口部の長軸は、3.24m。 短軸は2.82mであり、深さは2.40mを 測る。平面形は方形に近く南側
への広がりが見られ、それに伴って掘方は北側に寄る。断面形状は、掘方上層部での逆人の字形

が中・下層まで続き、その後は垂直に丼戸底まで続く。堆積は、SElと 同様に丼戸廃棄時に一

度に埋められた可能性が考えられる。

SElの様に木枠組井戸材などの出土は見られなかったが、開口部や掘方の形状が方形である

事から、井戸使用時の木枠組井戸であった可能性を提示したい。

出土遺物には、吉岡編年Ⅲ期の珠洲や土師器片が見られた。

第 3号井戸跡 (SE3)第55図

調査区南側で検出した井戸跡である。遺構の一部は調査区域外への広がりが見られたため、調

査区の一部拡張を行い全体像を把握する事ができた。

開口部の長軸は2.47m・ 短軸2.32mであり、深さは2.20mを 測る。平面形はやや楕円形を呈する。

断面形状は、井戸内での湧水が激しく、それが原因で井戸側壁の崩落が続いたため、明確な断面

形状の図化が出来なかったが、掘方上層部での逆人の字形が中層まで続き、その後井戸底まで垂

直に下つていた。堆積は、他の井戸と同様に人為的に埋められたものであった。

出土遺物は、吉岡編年ⅢからⅣ期の珠洲や中世土師器皿、漆器椀がある。
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125Y3/1黒褐色粘質土 (しまり弱)
2 5YR2/1黒褐色粘質土 (10YR7/6明黄褐色プロック混じり)
37う43/1黒褐色粘質土 (10YR7/1灰 白プロック混じり)
4 10YR3/1黒 褐色粘質土 (10YR71灰 白粒混 じり)
525Y2/1黒色粘質土 (ややしまる)
65Y2/1黒 色粘土 (し まり強 灰白プロック混じり)
75Y2/1黒 色粘土 (黄色灰白色プロック混じり)
85Y4/1灰 色粘土 (かなりしまる)

基本層序
a25Y3/6黄 色粘質土
b101117/1灰 白色粘質土
c25Y6/2灰黄色シルト
d N5/0 灰色 シルト
e N3/0 暗灰色括性土

第54図  C地区 SEl平面図・断面図 (1:40)
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125Y3/1黒褐色シル ト(責褐色粒子 (φ +3mm)多 、プロック (φ 5mm)少し含む)
225Y3/2黒 褐色シル ト(黄褐色粒子 (φ +3mm)少 し合む)
325Y3/2黒 掲色シル ト(黄褐色粒子 (φ +3mm)、 プロック多く含む)
426Y71責 灰色シル ト(責褐色粒子 (0 1 3m� )、 プロック多く含む)
55N  灰色粘質土 (黄褐色粒子 (01'3mI)、 少し合む)
63N  暗灰色粘質土 (黒褐色粒子 (φ +3mm)、 少し含む)
I耕作土
Ⅱ 床土

0                               2m

第55図  C地区 SE2・ SE3遺構平面図・断面図 (1:40)
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C地区井戸跡 出土遺物 (第56図 )
井戸跡からの遺物の出土は、量的には少ないものの、主として珠洲や木製品が出土した。

第 1号井戸跡 (SEl)出土遺物 (第56図 -1～ 5)

本井戸跡から出土した遺物は、珠洲の甕・悟鉢 。曲物・箸状木製品などがある。

珠洲の甕は口縁部のみの出土であった。口縁端部は、さほどの肥大は見られず、嘴状の形状を

呈して屈曲する。口頸部には口縁部を挽き出した時の棒状工具痕が見られ、甕の内面には当て具

痕が残る。吉岡編年Ⅱ期頃と考えられる。

悟鉢は2時期のものが見られる。 1つ 目が口縁部は欠損しているが、卸目が糸H密鋭利であり、

卸目幅がやや狭いもの (第56図 -2)と 2つ 目が口縁部から体部が残存しているもの (第56図―

4)で、口縁端部が水平な形態を呈し、やや太い櫛歯原体の卸目が見られるものがそれである。

前者は、吉岡編年Ⅱ期頃と考え、後者はⅢ期頃と思われる。

木製品としては曲物や箸状木製品が出土している。曲物は、井戸の水溜として使用されていた

もので、形状は小判形を呈している。側板は上方に幅の短い側板を結束用に一巻きしていたが、

基本的には側板は一重巻きであった。綴じ代と結束に使用した桜の皮は良い状態で出土しており、

4段での結束が観察できた。曲物内面にはケビキが入る。樹種はスギである。

本報告書には実測図の掲載はしていないが、箸状木製品がこの曲物内から数本出上した。

第 2号井戸跡 (SE2)出土遺物 (第56図 -6～ 8)

本井戸跡からの遺物は、珠洲の甕・情鉢などがある。

珠洲の甕は回縁部のみの出土である。口縁端部は方頭状になり、やや強くくの字に屈曲する。

甕内面の当て具痕などは確認できなかった。時期は吉岡編年Ⅲ期頃と考えられる。

悟鉢は、 2点出土している。 1つは (第56図 -7)口縁部は水平であり、端面もまた水平であ
る。器厚は薄い作 りである。 2つ目 (第56図 -8)は胴部のみの出土であるが、卸目は、明確に

観察できた。前者、後者ともに卸目は、やや太い櫛歯原体で直線的に施しているものであった。

時期は吉岡編年Ⅲ期頃と考えられる。

第 3号井戸跡 (SE3)出土遺物 (第56図 -9～11)

本井戸跡においては、他の井戸跡より遺物の出土は少なかった。出土した遺物は、中世土師器

皿・珠洲の甕・漆器椀がある。

中世土師器皿は、非ロクロ成形のもので、口縁端部に丁寧な面取りが行われている (第55図―

9)。 13世紀後半から14世紀代と考えられる。

珠洲の甕は口縁部のみの出土であり、口縁端部は欠損し、あまり状態の良いものではない (第

55図 -10)。 口縁端部の形状は不明であるが、口頸部の様相から口縁端部は、方頭形をしていた

と考えられる。口顎部は、急激なくの字口縁であり、吉岡編年でⅢ期頃と考えられる。

報告書には、掲載していないが悟鉢の破片も出土している。吉岡編年Ⅳ期頃であり、本井戸跡

の時期は、概ね13世紀後半から14世紀中頃と考えられる。

木製品は、漆器椀が 1点出土している (第55図 -11)。 文様などは見られず、高台部分は欠損

していて不明である。漆器の塗膜構造分析の結果、木胎・下地 。漆層の三層構造であり、下地は

炭粉渋であり、漆層も1層 という中世によく見られるものであった。樹種はケヤキである。

-84-



0                                           15cm

(1/3)

0                                              40cm

卜 ~~十 ~~引 ~~― 十 ~~敷 1/8)

第56図  C地区
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C地区道路跡
B-3地区で検出した道路跡は、C区でも全長約110mの規模で確認した。ここでは、B-3地
区での事実記載と重複するが記述したいと思う。

第 1号道路跡 (SFl)(第57図 )
C区で検出した道路跡であり、隣接したB-3地区で確認したSD-21・ 22の側溝を伴う道路
跡に繋がるものである。確認できた全長は38m、 両側溝間の心々距離は、1.5m～ 2.Omであった。

形状は、B-3地区で検出されたものと類似するタイプで、いわゆる掘り割り状の道路跡と呼ば
れるものであり、側溝は北側で2条、南側では1条確認した。

北側の溝跡には新旧関係が見られ、路面の基礎部分である路床部分に近い方の溝跡 (SFl-1)
が、外側の溝跡 (SFl-2)よ りも古い構築であった。側溝部分は西方向へ行くに従い明確な形
状を呈さなくなり、路床部分との境も曖味になっている。側溝の断面形状はU字形を呈し、側溝
のSFl-2は路床部分と軸方位をやや異にする。これは、断面観察などから明確にできなかった
が、SFl-2の側溝断面の状況から、盛土を形成した形での路面がSFl-2段階ではSFl-1
の下部施設である路床部分を拡張して敷設した可能性が考えられる。

路面部分の状況は土層観察から、B-3地区で見られたのと同様に盛土をして、路面形成して
いた事が観察できた。盛土は2層からなり、その盛土部分の下からは等間隔に、いわゆる波板状

の凹凸面が見られた。凹凸面はほぼ路面上に沿う形で検出し、全長約 lm前後・幅約0.2～ 0,4
m・ 深さ0。 1～ 0.2前後をはかる。凹凸面内からは拳大の大きさの礫が、散発的ながら出土した。

盛土上からの明確な硬化面は見られなかった。

SFlの東側で見られた波板状凹凸面や路面を形成していた盛土などは、西方向へ行くに従い

姿を消し、道路の断面形状が中央部分が窪むいわゅる皿状を呈する形へと姿を変える様相が看取

された。

遺物は路面部分、両側溝部分などから多く出上した。それらの多くは遺構断面から浮いた形で

出土したものがほとんどであり、道路跡の埋没時期は判断できるものの、敷設時期の特定に繋が

ると考えられるものは無かった。

道路跡についてのまとめ

一般的にこの様な掘り割り状の道路跡は、傾斜地や山地の箇所に敷設される傾向が多く見られ

る。例えば富山県内では時期や規模こそ違うが、富山市境野新や婦中町小長沢付近などの丘陵地

の遺跡である野下遺跡 〔古川1985〕 や新町Ⅱ遺跡 〔田上1985〕 などで、やはり掘り割り状の道路

跡などが見られる。全国的な例で言えば、今日に至ってその痕跡が各地で見られる鎌倉街道の中

に、同様な道路跡が確認されている遺跡がいくつか存在する。例えば台地上の傾斜地で検出した

東京都町田市津野田上の原遺跡 〔武部2003〕 の道路跡では側溝などは無いものの、波板状凹凸面

の有無や規模的及び時期的にも今回検出した道路跡とは近似する。

しかし、本遺跡で検出した道路跡は、掘り割り状と言いながら側溝を持ち、さらに道路の基礎

部分と考えられる路床とも言うべき部分を削り出して残し、その上に路面を作るために盛上を行

うという、異質な方法で敷設している。この道路跡の元々の用途からの道路への転用などの可能

性も考えられる。
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125Y5/3茶褐色シル ト(黄褐色粒子 (φ +3mm)、
プロック (ゆ 5イ mm)多 く合む しまりやや不良)

225Y4/2暗 灰黄色シル ト
(黄褐色粒子 (φ 卜3mm)多 く含む しまり不良)

325Y5/4黄 褐色シル ト(責褐色粒子 (φ +3mm)、
プロック (φ 5‐7mm)多 く含む しまりやや不良)

425Y3/2黒 褐色シル ト(黄褐色粒子 (φ +3mm)、
プロック (ゆ 6mm)少 し含む 炭化物含む)

525Y4/1黄 灰色シル ト(黄褐色粒子 (φ +3mm)少 し含む)
6 10YR4/1掲 灰色シル ト母し白色粒子 (φ +3mm)少 し含む)
7 10YR4/2灰 黄掲色シル ト母し白色粒子 (φ +3mm)少 し含む)
825Y3/1黒 褐色シル ト(乳白色粒子 (φ +3mm)少 し、

プロック (ゆ 5 10mm)多 く合む 炭化物粒子少し含む)

925Y5/1責 灰色シル ト(責褐色粒子 (ゆ +3mm)少 し含む
黄褐色プロック、炭化物粒子わずかに合む )

♀           1         舘ti存路)

調査区域外

調査区域外

1025Y2/2黒 褐色シル ト(乳自色粒子 (0+3mm)少 し含む。しまり良)
11 10YR3/2黒掲色ンル ト(乳白色粒子 (φ +3mm)少 し、

プロック (φ 5mm)わ ずかに含む。しまり良)

1:解 :チ:畳福雹坊ケ【跳蹴軍itl:#8i雖η鎌 認少し含む。ア
しまり良)

14 10YR4/1褐 灰色シル ト(黄褐色粒子 (φ +3mm)、 プロック(0 3 10mm)多 く含む。しまり良)

15 10YR6/4に ぶい責褐色シル ト(褐灰色土、粒子 (φ +3mm)、 プロック (φ 5mm)多 く含む。しまり良)

第57図  C地区 SFl平面図 (1/160)・ 断面図 (1/80)

い

い
い

日
，
力

ｒ‐
＼

淋
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C区 第 1号道路跡・ SFl出土遺物 (第58・ 59図 )
本道路跡出土遺物には、中世土師器皿・瀬戸美濃の天目茶碗・三足香炉 。越中瀬戸の巨鉢・龍

泉窯系青磁の碗・珠洲の甕・悟鉢・加工円盤などが出土している。出土状況は、どの層からも万

遍なく散発的に出上した。

中世土師器皿 (第路図-1・ 4)は、 2点 とも非ロクロ成形であり、底部から口縁部へ外反し
ながら直線的に立ち上がるものと、球形を呈するものがあった。宮田編年Ⅳ期頃と考えられる。

陶器は瀬戸美濃や越中瀬戸などが出上している。瀬戸美濃は天目茶碗・三足香炉が見られた。

天目茶碗 (第弼図-2)は、底部が欠損しているため不明ではあるが、底部周辺は露胎であり、
底部から口縁部にかけて、やや直線的に立ち上がり口縁端部は肥厚ではあるが先細り気味の、外

斜が見られる。客窯末期 (藤沢編年後Ⅳ期新)から藤沢編年大窯 I期頃と考えられる。
三足香炉 (第58図 -6)は 、底部は回転糸切り未調整で、底部周辺へ灰釉が施されていた。
越中瀬戸は、匝鉢が出土している (第58図 -3)。 巨鉢は口縁部のみの出土であり、筒形を呈

していたと思われる。表面は錆釉が施されている。

龍泉窯系青磁は碗が中心である (第58図 -5,7～ 9)。 文様は見込み部分にスタンプ文を施
すもの (第58図 -8)が 在るほかは、ほぼ無文である。高台は太くて高い形状であり、時期はほ
ぼ14世紀代と考えられる。

珠洲は、甕・情休・加工円盤がある。甕は、おおむね吉岡編年Ⅱ期とⅢ期のものが見られた。

Ⅱ期のものは、やや緩やかな口頸部を持ち、口縁端部は方頭状を呈している (第58図 -11)。 Ⅲ

期は、コ期のものに比べ口顎部は、棒状工具によりきつく挽き出し、屈曲を見せる。口縁端部は

方頭状を呈する (第58図 -10。 12・ 13)。

悟鉢は図示していないものも含めると、吉岡編年Ⅱ・Ⅳ期の物が少量見られたが、大多数を占

めるのはV～Ⅵ期頃のものであった。吉岡編年Ⅳ期頃のもの (第59-28・ 29)は、口縁部は水平

口縁であり、口縁端部は厚手な作りであった。しかし、本遺構で大多数を占める吉岡編年V～Ⅵ

期のものは (第58図 -14・ 15 第58図 -22～ 27)、 肥厚した口縁端部の内面に面を取り、粗めな

波状文を巡らしている。卸目は、中太や太い櫛歯原体を持ち、比較的筋目は浅い。

加工円盤は、やや大振りなものも出土しているが、直径約 3 cm前後・厚さ約 l cm前後のものが

多い (第58図 -16～ 21)。 狽1面は円形を意識して加工した時の痕跡が見られる。

道路跡出土遺物のまとめ

本遺構からは、中世土師器皿・瀬戸美濃・龍泉窯系青磁・珠洲などが出土している。中世土師

器皿は宮田編年Ⅳ期頃 (15世紀後半)であり、瀬戸美濃は藤沢編年客窯末の後Ⅳ期新段階から大

窯 I期頃と比較的時期は似通ったものであった。珠洲の甕と悟鉢においては時期にやや隔たりが

感じられるが、これは使用年代の長い甕の特徴でもあり、本遺構の年代に近いのは悟外で吉岡編

年V～Ⅵ期頃と考える。いわゆる14世紀末から15世紀末の範疇であった。

珠洲に関しては、V期～Ⅵ期と、やや広い時期を与えているが、この事は本遺構が側溝に切り

合いが見られる事から、古段階の道路跡は吉岡編年V期 (14世紀末～15世紀中葉)に該当する事
も考えられる。さらに、他の遺物がほぼ時期的に纏まりが見られている事から、打出遺跡の道路

跡は、覆土中からの出土と言う事から推察すると、15世紀末の段階ではほぼ機能を失ったのでは

ないかと考えられる。
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第58図  C地区 SFl出土遺物実測図 (1/3)
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第59図  C地区 SFl出土遺物実測図 (1/3)
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表5 打出遺跡検出遺構観察表
竪穴住居址 (SI)

井戸 (SE)

土坑 (SK)

地 区 遺構番号 平面形状 帥
ｍ
帥
ω
癬
ω
離
ω

付属施設
出土遺物

柱穴 輩周滓 炉 その他

-1 1 方形 530 229 ○ ○ O 弥生土器 (月 影)

B-1 方形 007 ○ ○ ○ 弥生土器 (月 影)・土製品

B-1 SI 3 方形 480 360 ○ O 弥生土器 (月 影 )

B-1 SI 方形 570 420 008 153 弥生土器 (月 影)

B-1 方形 土師器

地 区 遺構番号 平面形状 帥
ω
短軸
(m)
雅
ω
哩設物 備  考 出土遺物

A 1 不明 由物 SXl中世堆積土内を掘削
A SE 2 不明 曲物 SXl中世堆積土内を掘削
A SE 3 楕円形 0_50 SXl中 世堆積土内を掘削 中世土師器・瀬戸美濃・羽口・鉄滓

A SE 4 楕円形 400 曲物 SXl中世堆積土内を掘削 須恵器

B-3 1 楕円形 152 珠洲、木製品(羽子板状・箸状)

B-3 SE 2 不定形 266 珠洲・青磁・漆器椀・箸状木製品

B-3 SE 3 方形 252 231 144

3-3 SE 4 不定形 珠洲。中世土師器

C 1 円形 曲物 珠洲1・箸状木製品

C 2 楕円形 2.82 240 珠洲・土師器

C SE 3 方形 247 232 220 珠洲・中世土師器・漆器椀

地 区 遺構番号 平面形状 帥
ω
帥
ｍ
雅
ω

備   考 出土遺物

-1 SK 1 不定形 308 042 弥生土器・上師器・珠洲

3-1 SK 3 楕円形 099 0.69 040 弥生土器・土師器

B-1 SK 4 不定形 弥生土器 (月 影)

B-1 SK 5 不定形 299 115

B-1 SK 6 不定形 253 018 弥生土器・土師器

B-1 SK 方形

B-1 SK 不定形 弥生土器

B-1 SK 円形

B-1 SK 不定形

B-1 SK 円形 1.43 弥生土器・上師器

B-1 SK 14 方形 025 弥生土器・土師器

B-1 SK 隋円形 133 086 弥生土器・土師器

B-1 SK 方形 弥生土器・土師器

B-1 SK 17 不定形 土師器

B-1 SK 楕円形 173 106 028 弥生土器・土師器

B-1 SK 不定形 080

B-1 SK 不定形 087 058 026

B-1 SK 不定形 126 022 弥生土器・土師器

B-1 SK 不定形

B-1 SK 円形 093 087 028 弥生土器・土師器

B-1 SK 円形 弥生土器・土師器

B-1 SK 円形 093 082 029

B-1 SK 楕円形 126

B-1 SK 惰円形 072 弥生土器・土師器

B-1 SK 楕円形 126 075 031 弥生上器・土師器

B-1 SK 楕円形 082 067 弥生上器・上師器

B-1 SK 不定形 111 077 020 弥生土器・土師器

B-1 SK 不定形 073 022 弥生土器・土師器

B-1 SK 情円形 129 079
-2 SK 1 不定形 166 097
-2 SK 楕円形 058
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地区 遺構番号 平面形状 長軸
(m)
帥
ｍ
雅
ω

備  考 出土遺物

3-2 SK 不定形 165 036
-2 SK 不定形

3-2 SK 方形 014
-2 SK 不定形 402 044
-2 SK 方形

3-2 SK 示定形 228 088 022
-3 SK 1 楕円形

3-3 SK 3 不定形

-3 SK 不定形 193 026 054

B-3 SK 不定形

B-3 SK 7 不定形 珠》H

B-3 SK 楕円形

B-3 SK 不定形 037

B-3 SK 不定形 230 082

B-3 SK 楕円形 067

B-3 SK 不定形

C SK 1 不定形 044

C SK 不定形 038

C SK 3 不定形 128 069 006

C SK 不定形 140 095 中世土師器・美濃・陶器

C SK 7 楕円形 224 046

C SK 不定形 055 009

C SK 楕円形

C SK 楕円形 267 058

C SK 不定形

C SK 方形 086

C SK 方形 093 023

C SK 不定形 068 026

C SK 不定形 076 069

C SK 円形 089 065 009

C SK 不定形 086

C SK 不定形 056

C SK 円形 077 007

C SK 不定形 139 026 010

C SK 不定形 037 土師器・珠洲

C SK 楕円形 047 018

C SK 楕円形 087 021

C SK 不定形 123 085

C SK 不定形 056 中世土師器・珠洲

C SK 楕円形 071

C SK 不定形 059

C SK 不定形 027

C SK 不定形 032 007

C SK 方形 096

穴 (SP)

llL区 遺構番号 平面形状 帥
ｍ
帥
ω
雅
ω
柱根 備  考 出土遺物

3-1 SP 1 円形 038 037 征
＾

3-1 SP 2 円形 033 008 無

3-1 SP 3 楕円形 鉦

3-1 SP 4 不定形 鉦

3-1 SP 5 円形 037 033 1 範
＾

-1 6 楕円形 040 笠
ト

]-1 7 円形 1 鉦
【

-1 8 不定形 鉦

-1 9 不定形 090 044 径
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地 区 遺構番号 平面形状 帥
ω
帥
ω
雅
ω
柱根 備  考 出土遺物

B― SP 不定形 053 044 0 3 笠
小

B― SP 不定形 026 0 0 鉦
ヽ

B― 不定形 031 1
笠
〔

B一 SP 円形 034 028 4 無

B― SP 不定形 0.28 鶴

B― SP 方形 012 径

B― 楕円形 042 028 鉦
ヽ

B― 7 不定形 缶
（

B― 惰円形 036 027 012 鉦

B― 楕円形 鉦

B― SP 不定形 019 007 無

B― SP 不定形 径
（

B― 円形 033 032 征
小

B― 円形 022 021 盤

B― 方形 027 霊

B― SP 円形 039 042 雀
小

弥生土器・土師器

B― SP 楕円形 0_35 鉦
ヽ

弥生土器・土師器

B-2 SP 不定形 0.67 0.25 笠
小

B-2 SP 不定形 047 028 020 無
B-2 SP 楕円形 012 鉦

B-2 5 方 形 034 033 笠
〔

B-2 円形 030 009 径
（

B-2 SP 7 円形 026 笠
〔

B-2 SP 不定形 0.28 0.24 鶴

B-2 SP 9 楕円形 030 鉦
（

B-2 SP 円形 026 鉦
〔

B-2 1 不定形 052 023 鉦
〔

B-2 2 円形 036 028 笠
小

B-2 SP 不定形 034 030 029 鉦

B-2 SP 4 不定形 O07 笠
〔

B-2 SP 5 不定形 030 026 無

B-2 SP 6 不定形 032 020 004 鶴
＾

3-2 SP 7 円形 027 020 笠
ト

3-2 SP 円形 028 025 盤

9 方形 033 鉦

3-2 円形 028 027 1 鶴

B-2 SP 楕円形 0.38 022 篠
（

B-2 SP 楕円形 028 022 色
（

B-2 不定形 0.36 032 021 無

B-2 SP 不定形 0,36 鉦

B-2 不定形 036 031 035 霊

B-2 不定形 033 019 無

B-2 不定形 025 020 005 鉦
小

B-2 SP 不定形 043 017 径
小

B-2 SP 楕円形 059 034 022 無
B-2 SP 円形 0.24 0.23 018 径

B-2 SP 円形 笠
（

B-2 SP 不定形 035 無

B-2 SP 楕円形 067 027 007 径
（

B-2 不定形 012 笠
ヽ

B-2 SP 不定形 033 019 鉦
〔

B-2 SP 不定形 023 鉦
〔

B-2 SP 円形 030 028 鉦
〔

B-2 SP 不定形 037 0.20 032 鉦
（

B-2 SP 46 楕円形 0.37 笠
（

B-2 SP 49 楕円形 050 0.28 鉦
（

B-2 SP 円形 037 032 鉦
ヽ
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地 区 遺構番号 平面形状 帥
ω
帥
ω
雅
ｍ
柱根 備  考 出土遺物

B-2 SP 楕円形 053 笠

B-2 SP 楕円形 043 033 028 無

B-2 SP 楕円形 048 径
小

B-2 SP 不定形 025 無

B-2 円形 023 022 鉦
（

B-2 円形 037 032 025 笠
小

B-2 円形 025 023 鉦
（

B-2 SP 楕円形 鉦
〔

B-2 SP 楕円形 036 027 021 無

B-2 SP 楕円形 039 027 鉦

B-2 SP 盾円形 缶

B-2 隋円形 039 027 019 伍
（

B-2 SP 円形 盤
〔

B-2 SP 楕円形 055 036 4E

B-2 円形 包

B-2 円形 027 023 020 径

B-2 SP 隋円形 042 033 鉦
ヽ

B-2 SP 楕円形 077 035 征
ヽ

B-2 楕円形 033 040 篠

B-2 方形 鉦

B-2 方形 049 027 径

B-2 方形 028 027 鉦
（

B-2 円形 026 032 笠
ト

B-2 不定形 042 0.38 霊

B-2 円形 033 032 径

B-2 82 不定形 030 027 023 無

3-2 不定形 075 042 014 鉦
〔

-2 SP 楕円形 042 缶
〔

3-2 方形 030 027 020 鉦

-2 円形 028 022 霊

3-2 不定形 055 025 025 鉦

-2 不定形 031 032 餌
ヽ

B-2 楕円形 055 鉦
〔

B-2 円形 025 022 霊
〔

B-2 SP 楕円形 037 鉦

B-2 SP 楕円形 082 笠

B-2 楕円形 035 027 笹

B-2 円形 032 径
ヽ

B-2 方形 030 028 009 径
【

B-2 方形 笠

B-2 楕円形 065 037 鉦

B-2 楕円形 075 037 笠
＾

B-2 不定形 045 042 鉦
（

B-2 SP 楕円形 0,33 022 鉦
ヽ

B-2 SP 楕円形 笠
【

B-2 SP 楕円形 032 039 鉦

B-2 SP 楕円形 032 鉦

B-2 SP 不定形 038 028 缶
【

B-2 楕円形 050 044 008 鉦
ヽ

B-2 楕円形 035 023 鉦
小

B-2 不定形 028 鶴
〔

B-2 楕円形 036 026 径

B-2 SP 不定形 057 036 鉦

B-2 SP 122 楕円形 038 009 鶴
＾

3-2 SP 円形 037 009 鉦
ヽ

3-2 SP 不定形 041 032 径
ヽ

〕-2 SP 楕円形 035 笠
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地 区 遺構番号 平面形状 帥
ω
帥
ω
雅
ω
柱根 備  考 出土遠物

B-2 SP 不定形 034 鉦
小

B-2 SP 1 楕円形 042 026 錘

B-2 SP 円形 033 032 018 笠

B-2 SP 楕円形 056 040 022 無

B-2 SP 円形 026 016 径
ヽ

B-2 SP 楕円形 019 鉦
小

B-2 SP 方形 鉦

B-2 SP 楕円形 057 036 010 笠

B-2 SP 円形 033 032 037 毎
ヽ

B-2 SP 47 方形 026 径
〔

B-2 SP 1 方形 026 025 023 径
小

B-2 SP 楕円形 087 023 径

B-2 SP 不定形 036 014 笠

B-2 SP 円形 029 0.26 024 径
ヽ

B-2 SP 楕円形 053 007 径
（

B-2 SP 円形 028 007 径
〔

B-2 SP 方形 027 028 笠

B-2 SP 1 楕円形 023 笠

B-2 不定形 032 笠
ヽ

B-2 SP 不定形 025 径
〔

B-2 SP 楕円形 0_28 025 径
〔

B-2 SP 惰円形 055 014 笹

B-2 SP 円形 035 022 鉦

B-2 SP 不定形 029 023 038 笠

B-2 SP 楕円形 040 028 025 鉦
〔

B-2 SP 68 不定形 035 022 鉦
〔

B-2 SP 桔円形 笠
【

B-2 SP 楕円形 023 016 径

B-2 SP 7 方形 043 034 笠

B-2 SP 78 不定形 053 笠
〔

B-2 不定形 038 034 045 径
ト

B-2 SP 80 楕円形 032 笠
小

B-2 SP 楕円形 034 035 盤

B-2 SP 円形 031 028 020 鉦

B-2 SP 不定形 034 鉦
（

B-2 SP 楕円形 031 025 0.28 鉦
＾

B-2 SP 円形 026 035 鉦
ヽ

B-2 SP 不定形 0.29 019 016 鉦
〔

B-3 SP 不定形 043 4L

B-3 SP 円形 037 034 013 征

B-3 SP 円形 020 018 0,08 笠
＾

B-3 不定形 027 010 鉦
ヽ

B-3 7 不定形 032 014 鉦
ヽ

3-3 不定形 022 010 缶
小

-3 SP 楕円形 036 028 006 篠

-3 楕円形 025 022 鉦

B-3 不定形 026 笠
＾

-3 円形 021 020 016 鉦
ヽ

-3 SP 円形 022 018 019 鉦
ヽ

-3 楕円形 039 032 径
ヽ

-3 不定形 037 鶴

-3 楕円形 064 024 径

3-3 不定形 040 027 012 笠
ヽ

-3 不定形 043 017 014 鉦

-3 円形 024 020 016 鉦
〔

-3 不定形 042 038 013 鉦
ヽ

-3 楕円形 077 052 028 篠
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地 区 遺構番号 平面形状 帥
ｍ
帥
ｍ
雄
ω
柱根 備  考 出土遺物

B-3 SP 円形 0.29 027 鶴

B-3 SP 不定形 037 径

B-3 不定形 057 027 無

B-3 楕円形 028 笠
ト

B-3 SP 円形 無

B-3 SP 不定形 026 径

B-3 円形 007 鉦

B-3 不定形 035 009 鉦
（

B-3 円形 057 027 缶
ヽ

B-3 不定形 172 012 005 篠

B-3 不定形 037 020 鉦

3-3 不定形 074 055 無

-3 不定形 径
ヽ

3-3 楕円形 053 笙
ヽ

B-3 不定形 043 笠

B-3 不定形 鉦

C SP 1 円形 032 029 笠
小

C SP 円形 025 005 鉦
（

C 3 楕円形 050 征
ヽ

C 円形 026 025 鉦

C 5 円形 031 026 笠
【

C SP 6 円形 038 033 鶴

C SP 7 円形 008 鶴
小

C SP 不定形 065 029 鉦
＾

C 9 不定形 0.65 020 鶴

C 円形 025 023 鉦 青磁

C SP 不定形 032 023 028 径

C 2 円形 029 027 016 鶴
（

C SP 3 円形 029 包
一

C SP 4 円形 040 035 008 無

C 5 方形 038 儀
ヽ

C SP 6 不定形 027 径

C 7 円形 030 026 径
ヽ

C 8 円形 027 023 009 鉦
【

C SP 9 円形 033 029 鶴
＾

土師器

C 円形 033 径

C 不定形 020 笠
〔

C 楕円形 032 040 缶
ヽ

C 円形 029 007 径
（

C 楕円形 039 028 038 径
（

C SP 円形 028 027 無

C SP 惰円形 049 030 008 征
（

C 不定形 007 笠

C 円形 0_20 008 鉦
小

C 円形 035 008 鉦
（

C 円形 032 缶
〔

C SP 楕円形 036 無

C SP 円形 032 027 鉦

C SP 円形 026 026 006 鉦

C SP 不定形 0 5 鶴
ヽ

C 円形 020 笠
小

C 不定形 032 029 007 缶
【

C 円形 037 鉦

C SP 42 楕円形 043 037 009 鶴

C SP 43 円形 009 無

C 円形 028 026 032 鉦
ト

C 楕円形 032 025 040 径
小
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地区 遠構番号 平面形状 帥
ω
帥
ω
雅
ω
柱根 備  考 出土遺物

C 楕円形 鉦
〔

C 不定形 042 笠
（

C 楕円形 043 鉦

C 円形 033 032 029 色
ト

C 隋円形 024 無

C SP 円形 035 009 径
ヽ

C SP 方形 028 026 笠
ヽ

C SP 円形 0.25 鉦

C SP 円形 029 0.29 035 雀
ヽ

C SP 方形 鶴
ヽ

C SP 円形 027 025 鶴
〔
SB3にイ半う

C SP 円形 023 022 無

C SP 楕円形 036 024 鉦

C SP 晴円形 038 033 028 笠

C SP 円形 026 023 鉦
（

C SP 隋円形 031 033 鉦
ヽ

C 隋円形 038 031 035 舘 SB3にイ半う
C 隋円形 029 鉦 SB3にイ半う
C SP 隋円形 030 023 笠 SB3に伴う
C SP 司形 鉦

【
SB2に伴う

C SP 楕円形 0.28 037 鉦
小
SB2にイ半う

C SP 不定形 037 0.36 笠
ヽ
SB2にイ半う

C SP 楕円形 043 035 027 鉦
ヽ
SB2にイ半う

C SP 円形 0.29 笠
（
SB2にイ半う

C SP 楕円形 044 鉦
【

C SP 楕円形 031 径
〔
SBlにイ半う

C SP 不定形 035 022 径
小

C 楕円形 034 伍
小
SB2にイ半う

C 円形 030 027 020 笠
ヽ

C SP 円形 径
（

C SP 円形 020 霊
〔

C SP 不定形 036 0.27 41 SB3にイ半う
C SP 円形 010 鉦

C SP 円形 037 033 0,39 笠
〔

C SP 惰円形 033 027 無

C SP 楕円形 037 045 鉦
【
SBlにイ半う

C SP 円形 029 027 缶
〔

C 方形 033 030 027 鉦

C 楕円形 035 008 住
ヽ

C 不定形 径 SBlにイ半う
C SP 不定形 033 022 鉦

（
C 円形 征

ヽ
C SP 楕円形 029 経

＾
C SP 方形 046 042 伍

ト
C SP 不定形 042 4E

C SP 楕円形 037 024 笠
〔
SB2にイ半う

C SP 円形 036 033 霊
ト
SB3にイ半う

C 円形 034 016 径
ヽ

C SP 円形 0.20 笠

C SP 楕円形 030 鉦

C SP 円形 036 033 包

C SP 円形 039 029 霊
〔

C 円形 032 028 鉦
小

C SP 円形 039 笠
小

C 100 円形 023 024 鉦

C 円形 043 032 030 鉦

C SP 楕円形 007 笠
〔
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地 区 遺構番号 平面形状 帥
ω
英豆草山
(m)
雅
ω
柱根 備  考 出土遺物

C SP 103 楕円形 0.34 029 007 鉦

C SP 104 楕円形 征
〔

C SP 楕円形 042 鉦
＾

C SP 円形 024 0.26 0.42 鉦
〔

C 円形 028 045 鉦

C 楕円形 065 040 鶴

C 109 楕円形 044 0.27 0.38 鶴
ト

C 楕円形 032 笠
＾

C SP 円形 045 無

C SP 円形 笠

C SP 円形 033 032 0.14 無

C 円形 041 038 034 鉦
（

C 楕円形 064 036 笠
（

弥生土器・土師器

C SP 円形 0,27 無

C SP 円形 029 023 盤
ヽ

C 円形 028 026 015 無

C SP 円形 023 022 021 鉦
ヽ

C SP 円形 028 027 無

C 122 円形 0.36 032 鉦
〔

C 円形 042 041 005 鉦
ヽ

C SP 124 円形 023 022 径
＾

C SP 円形 0,35 033 027 祖
小

C SP 円形 023 0,20 鉦

C SP 情円形 032 征

C SP 円形 α28 0.26 027 無

C SP 円形 018 022 径
ヽ
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表6 掲載遺物観察表

版

号

図

番 地区 遺構 分類 器種
法 量

色調 (記号)
遺存率

胎 土 焼 成
調 整

文様

日径 底 径 器 高 日径 陰径 内面調整 外面調整

5-1 ふ生 (月 影) 甕 168 (53) 10Ⅷ 6/3～2`Y7オ やや電やや良ケズリ、ナデ ナデ 凝凹線

5-2 A 小生 (月 影) 甕 154 (681 25Y5/3～3/( 密 やや良 ナデ ケズリ ナデ 列点文

5-3 小生 (月 影) 甕 (60) ICIYR7/3～ 7/` 1/12 やや密 やや良 ナデ ナデ、ハケメ
5-4 A 体生 (月 影) 甕 10YR7/4～ 6/コ やや密 良 ケズリ、ナデ ナデ

5-5 A 体生 (月 影) 甕 (62) ЮYR7/3～ 5Y硝胸 密 良 ケズリ、ハケメ ナデ、ハケメ
5-6 A 体生 (月 影 ) 甕 10YR6/4～ 6/ι 密 やや良 ケズリ?、ハケメナデ、ハケメ
5-7 A SX 上師器 (古墳 ) 甕 (59) 5YR5/6～ 4/( やや密 やや良ナテ、ケズリ ナテ、ハケメ
5-8 A SX 土師器 (古墳 ) 甕 (68: 7 5YR4/6～ 2/1 5/12 やや留やや良ハケ、ケズリ ケヽ

5-9 A SX 上師器 (古墳 ) 甕 lllYR6/3～ 25Y7治 3/12 粗 やや良 ナテ、ケズリ ナテ、ハケメ
A SX 土師器 (古墳 ) 甕 10YR1/3～ 25Y7々 2/12 ややZ 良 ケズリ、ナデ ナテ、ハケメ

5-11 A SX 体生 (月 影 ) 甕 273 10YR7/4 1/12 やや密 やや良 ナテ、ハケメ ナデ 睡凹線

A SX 土師器 (古墳 ) 甕 2&4 (&3 ,OYR8/4～ 7/( 5/12 密 良 ケヽ メ後、ミガキ ケヽメ

1( A SX 土師器 (古墳 ) 重 152 297 10YR6/4～ 2/1 密 良 ハケメ、ケズリ 'ヽケメ、ケズリ
A SX 土師器 (古墳 ) 壺 117 2 5YR6/2 粗 やや長 ナデ ナデ、ハケメ

A SX 土師器 (古墳 ) 一里 &3 10YR4/6 11/1上 12/1 密 良 ナテ後赤彩、ケズリ 声ズリ、ハケメ後、赤彩

A SX 土師器 (古墳 ) 一里 10YR6/4～ 4//1 密 やや長 ミガキ、ハケメ ミガキ、ナデ
SX 土師器 (古墳 ) 一里 (8B 10YR6/4～ 6/( 密 良 ミガキ ミガキ

弥生 (月 影 ) 一霊 Ю椒6/3～ 2う Y7( 密 良 田かいハケメ テヽ後ミガキ、赤彩

SX 弥生 (月 影 ) 一型 129 124 と5Y7/3～ 4/1 1/12 密 良 ケヽメ、ナデ ケヽメ、ナデ
-2C 弥生 (月 影 ) 一型 を5YR 7/3～ 4/6 5/12 覆 良 ミガキ後赤彩、ナテミガキ後赤彩

7-21 土師器 (古墳) 高郵 併硝r4～ 25hR4λ 2/12 密 良 ミガキ、赤彩 ミガキ、赤彩
7-22 弥生 (月 影) 高年 5斗阻6～ 101P7た 密 良 ミガキ ミガキ、ハケメ
7-23 弥生 (月 影) 高年 223 10YR6μ～3/1 密 良 ミガキ ミガキ、ケズリ
7-24 A 弥生 (月 影 ) 高郭 1ドR8714～ 25VR4々 12/1を 密 良 ミガキ後、赤彩 ミガ年後示彩、ナスハケメ
7-25 弥生 (月 影 ) 高郭 298 164 密 良 答耗の為不明 督耗の為不明

7-26 A 上師器 (古増う 器台 5/12 密 良 オデ、ケズリ、ハケメナデ、ミガキ
7-27 土師器 (古墳 ) 器台 (34 10YR7/4 11/1ι 密 良 ナテ、ミガキ、ケズリケズリ、ミガキ
A 土師器 (古矯 ) 器 台 10YR4/7～4/5 密 良 ケズリ、ハケ オテ、ハケメ

7-29 弥生 (月 影 ) 芸
エ

10YR5/3～ 5/2 5/12 密 良 ナデ ナデ

祢生 (月 影 ) 蓋 43 10YR7/3 12/1 密 良 ナデ ミガキ、ナデ
7-31 弥生 (月 影 ) 蓋 うYV6～ 10YR774 3/12 密 良 ミガキ ミガキ
7-32 A 土師器 (古墳 ) 小型象 10YR6/2～ 5/2 密 良 ナデ ナデ

7-33 土師器 (古墳 ) 三連ヨ 25Y7/2 密 良 赤彰 ナデ、ケズリ、赤彩
8-1 須恵器 蓋 25Y6/1 密 良 国クロヘラケズリ、ロクロナデロクロナデ
8-2 須恵器 蓋 25Y7/2 密 良 ロクロナデ ロクロナデ
8-3 A 須恵器 蓋 (14う N6 密 良 ロクロナデ ロクロナデ
8-4 須恵器 蓋 密 良 ロクロナテ、ロクロケズリロクロナデ

8-5 Spl 須恵器 蓋 ,30 (11 ,GY6/1 密 良 ロクロヘラ切 り ロクロナデ
8-6 須恵器 芸

エ 密 良 ロクロナデ ロクロナデ

8-7 須恵器 要
エ

,Y7/2～ 6/1 密 良 ロクロヘラケズリ、ロクロナデ回クロナデ
8-8 須恵器 芸

エ
80 (20 5ヾ 霧 良 ロクロナデ ロクロナデ

8-9 須恵器 邪 A !5Y～5Y6/ 密 良 ロクロナデ ロクロナスロクロヘラ切り
8-10 SX 須恵器 邪 A 10Y R7/2 密 良 ロクロナデ ロクロナス回クロヘラ切り
8-11 SX 須恵器 郵 A (28 !5Y7/2 密 良 回クロナデ ロクロナデ、ロクロヘラ切り
8-12 SX 須恵器 郭 A 10YR3/1 3/12 密 良 ロクロナデ ロクロナテ、ロクロヘラ切り
8-13 SX 須恵器 郭 A を5Y6/1 5/12 密 良 ロクロナデ ロクロナデ
8-14 SX 獲恵器 郭 A ¶5 1/12 密 良 回クロナデ 回クロナデ
8-15 A SX 須恵器 郭 B (291 を5Y7/1 密 良 ロクロナデ ]クロナデ、ロクロヘラ切り
8-16 A SX 獨恵器 不 B 108 5GY7/1 3/12 密 良 ロクロナデ ロクロナデ
8-17 A SX 須恵器 不 B li7 を5Y8/1 1/12 密 良 ロクロナデ ロクロナデ
8-18 SX 獨恵器 邪 B 3/12 密 良 ロクロナデ ]クロナスロクロヘラ切り
8-19 A SX 須恵器 邪 B を5Y8/2 密 良 ロクロナデロクロケズリHクロナスロクロヘラ切り
8-20 頂恵器 イ B 9/12 密 良 ロクロナデ ]クロナス回クロヘラ切り
8-21 A 須恵器 杯 B ,Y6/1 1/1 1/12 密 良 ロクロナデ ]少 ロナiロ クロヘう胡り

8-22 A 覆恵器 芥 B 5Y7/2 3/12 密 良 ロクロナデ ロクロナデ
8-23 A 須恵器 邪 B 152 ど5Y6/1 2/1 2/12 密 良 ロクロナデ ]クロナテ、回クロヘラ切り
8-閉 A 覆恵器 野 2/12 密 良 ロクロナデ ロクロナデ
8-25 A 須恵器 瓶類 (&4 !5Y6/1 密 良 ロクロナデ 回クロナデ
8-26 A 須恵器 鉢 16～ 2 SYR6/1 3/1 密 良 ロクロナデ、カキメロクロナデ、カキメ
9-1 A 珠洲 甕 468 (601 ど5Y6/1 1/1 密 良 ナ デ ナデ、タタキメ
9-2 A 珠 洲 甕 1/1セ 密 良 ナデ ナデ

9-3 A 珠洲 甕 10BG5/1
'/1

密 良 ロク国ナデ、当て員媚 コクロナデ、タタキ

9-4 A 珠洲 藝 420 5Y5/1 密 良 ロクロナデ、当て具娠 ヨクロナデ、タタキ
9-5 A 珠洲 甕 541 1/1 鰺 良 ロクロナデ、当て員墟 ヨクロナデ、タタキ

10-6 珠洲 lg鉢 1/1と 密 良 ロクロナデ、卸目ロクロナデ
10-7 A 珠洲 悟鉢 365 75～ 10YR7/〔 1/1 密 良 卸 目 ロクロナデ
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版

号

図

番 地区 違構 分類 器種
法量

色調 lIIE号 )
還存率

胎 土 焼成
調 整

文様

日径 底径 器高 回径 底径 内面調整 外面調整

10-8 珠洲 摺鉢 (32 ,Y5/1 密 良 ロクロナデ ヨクロナデ 波状文

A SX 珠洲 掲鉢 408 (52) 75Y5/1 密 やや良 ロクロナデ、卸目 コクロナデ 波状文

10- A SX 珠》H 帽 鉢 (79 ミ6/0 1/12 密 良 ロクロナデ、卸目 クロナデ、ヘラケズリ

10-11 SX 珠洲 鉢 140 3/12 密 良 使用による摩耗 ヨクロナデ

10-12 A 珠 洲 搭 鉢 282 密 良 ロクロナデ、卸目ロクロナデ

10-13 A 珠洲 悟鉢 密 良 卸日、使用による摩謂 万ズリロクロヘラキリ

A 珠洲 5B5/1 転 用 詈 良 周回打ち欠き

10-1( A 珠洲 75Y6/1 転用 密 良 周囲打ち欠き

A 珠洲 転 用 詈 良 周囲打ち欠き

,0-17 A 珠洲 5B5/1 転用 密 良 周囲打ち欠き

11-1 A 青磁 碗 10YR6/2

11-2 A 青磁 碗 5/12 密 良 ロクロナデ ]クロナテ、ロクロヘラキリ

11-3 A 青磁 碗 6/12 密 良 ロクロナデ ロクロナデ

青磁 碗 10YR4/1 密 良 ロクロナデ ロクロナデ

11-5 A 青磁 輪花皿 10YR6/2 密 良 ロクロナデ ロクロナデ 革花文

A 青磁 皿 Z5Y7/1 密 良 ロクロナデ ロクロナデ

11-7 A 陶器 皿 5Y8/1 密 良 ロクロナデ ロクロナデ

A SX 陶器 皿 (17 !5Y7/2 密 良 ロクロナデ ]クロナス回クロヘラキリ

11-9 A SX 陶器 (唐津 ) 皿 ,Y8/1 1/12 密 良 ロクロナデ ロクロナデ 佃目文

A 磁器 皿 126 !5GY7/1 密 良 ロクロナデ ロクロナデ

‖-11 A SXl 匂器 (唐津 ) 皿 5YR7/4 10/12 密 不 良
ロクロナデ、
蛇目釉剥ぎ

ロクロナデ、
ロクロヘラケズリ
ケズリ出し高台

11-12 SXl 陶器 (唐津 ) 小皿 ,Y8/1 2/12 1/12 密 やや良
ロクロナデ、
蛇目釉剥ぎ

ロクロナデ、
ロクロヘラケズリ
ケズリ出し高台

11-13 陶器 (唐津 ) 中皿 5Y6/3 7/12 やや密 やや自 ロクロナデ、ハケメロクロナデ

陶器 皿 (25 ,Y7/1 3/12 密 良
ロクロナデ、
蛇目釉剥ぎ

ロクロナデ、
ロクロヘラケズリ
ケズリ出し高台

12-1 磁器 曖丸, ど5Y8/1 やや密 良 ロクロナデ ロクロナデ 脇花文

12-2 陶器 天 目 104 ,Y3/2 3/12 1/12 ややg 良 ロクロナデ ロクロナデ

12-3 陶器 天 目 を5Y7/1 密 良 ロクロナデ ロクロナデ

A 磁器 皿
75GY8/1 密 良 ロクロナデ ロクロナデ

12-5 陶器 (唐津 ) 碗 ,Y6/1 密 良 ロクロナデ ロクロナテ、ケスリ出し高士陶胎染付け

12-6 陶器 碗 密 良 ロクロナデ ロクロナデ 梅花文

12-7 陶器 (唐津 ) 碗 を5Y6/1 1/12 密 良 ロクロナ兵陀ノロ聴ハキロクロナデ

12-8 A 陶器 碗 75Y7/1 4/12 密 良 ロクロナデ ヨクロナデ、ロクロヘラキリ

12-9 陶器 (唐津 ) 碗 (21 75Y6/4 密 良 ロクロナデ、ハケメ クロナデ、ケズリ出し高台刷毛目文

12- A 陶器 香 炉 25Y7/3 1/12 宿 良 ロクロナデ クロナ夭ロクロヘラケズリ

12-11 SX 陶器 香炉 25Y8/2 密 良 ロクロナデ ヨクロナデ

12- A SX 磁 器 水 滴 0〔 75GY8/1 密 良 ロクロナデ ヨクロナデ

15-1 -1 中世土師器 皿 75～ 10YR8泡 やや窪 やや長 ナデ ナデ、糸切り

ヘー1 SE3 中世土師器 皿 10YR8/3 12/1を 密 良 ナデ ナデ

15-3 A SE3 陶 器 皿 2 25Y7/1 6/12 6/12 密 良 ロクロナデ

ロクロナデ、
ヘラケズリ、
ヘラキリ

15-4 A SE3 陶器 皿 5Y8/1 1/12 6/12 密 良 ロクロナデ ヨクロナデ

15-5 A SE3 土製品 羽 日 10YR3/3 密 良 ケズリ ナデ

15-6 A SE3 土製品 羽 日 10YR3/3 密 良 ケズリ ナデ

知 -1 B-1 弥生 (月 影う 蓉 130 やや留やや良ナデ、ケズリ ナデ、ハケメ

211-2 B-1 ふ生(月 影) 甕 ,OYR7/4 1/12 密 良 ナデ、ハケ、ケズリ ナデ

211-3 B-1 旅生 (月 影 ) 蓉 (38: 7 5YR7/6～ 7/4 2/12 密 良 ナデ ナデ

211-コ B-1 ふ生(月 影) 甕 160 10YR6/4 1/12 やや密 やや良 審耗の為調整不リ 暮耗の為調整不明

20-5 B-1 体生 (月 影 警 7 5YR8/4～ 7/1 母 良 ナデ、ハケメ ナデ

20-6 B-1 体生 (月 影 甕 (33) 10YR8/3～ 7 1/12 やや密 やや良 ナデ、ケズリ ナデ

20-7 B-1 旅生 (月 影 甕 (36: 10YR7/3～ 25Y7イ やや騒やや良ナデ、ケズリ? ナデ

20-8 B-1 SI 体生 (月 影 甕 170 7ЫP8/4～ lllYP8 1/12 密 良 疼好の為調整不明 ナデ

20-9 B-1 体生 (月 χ 警 ЮYR8/4～ 5ス やや密 やや良 審耗の為調整不明 ナデ 擬凹線

211-1( B-1 SI 体生 (月 影 甕 「5YR6/6～ 6/ 密 良

211-1 B-1 体生 (月 影 (89) 7 5YR8/4～ 7/( 3/12 密 良 Aケメ、ケズリ後ナデ ナデ、ハケメ

211-1イ B-1 体生 (月 影 (58) 10YR8/3 3/12 密 良 ナデ ナデ、ハケメ

20-lC B-1 祢生 (月 影〕 162 10YR7/6～ 7/ 密 艮 ミガキ ミガキ

20-14 B-1 弥生 (月 影 鉾 (69) 10YR7/6 密 農 ミガキ ミガキ

211-15 B-1 泳生 (月 影 ) 高郷 (39 10YR6/3～ 5ム 密 良 ケズリ ミガキ

B-1 弥生 (月 影 高年 75YRν4～7/4 密 良 ケズL ミガキ 擬凹線

21-1 B-1 S 体生 月影 ) 甕 5YR5/1～ 25Y2/ 12/1 12/12 やや密 やや良 ケズリ、ナデ ハケメ

21-2 B-1 S 弥生 (月 影 甕 2Ы RT/2～ ЮYR財 1/12 密 やや長 ナテ、ケズリ ナデ 擬凹線
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21-3 B-1 弥生 (月 影 ) 奪 10YR7/3 2/12 密 良 ナテ、ケズリ ナデ 擬凹線

1-4 B-1 弥生 (月 影 ) 一亜 10YR3/4 1/12 粗 不 良 磨耗の為調整不明 g耗の為調整不明

21-5 B-1 弥生 (月 影 ) 高郵 10YR3/4～ 8/ 密 良 ミガキ ミガキ
1-6 B-1 弥生 (月 影 ) 高郭 (32 7 5YR6/6 密 良 ナデ ミガキ

21-7 B-1 弥生 (月 影 ) 纏 ? 25Y7/2～ 5/乏 密 良

23-1 B-1 弥生 (月 影 ) 甕 (37 10YR7/3～ 8//4 2/12 密 良 ナテ、ケズリ ナデ

23-2 B-1 弥生 (月 影 ) 甕 170 (40 OYR4/2～ 5/Z 密 良 ナテ、ケズリ ナテ、ケズリ
23-3 B-1 弥生 (月 影 ) 甕 Z5Y8/3 1/12 密 良 ナテ、ハケメ ナデ

B-1 弥生 (月 影 ) 甕 7 5YR6/3～7/4 5/12 密 良 ハケメ、ケズリ、ナテ ナデ、ハケメ

4-5 B-1 弥生 (月 影 ) 壺 ? 鴎 1 ～ヽ25Y41 密 ややほ ハ ケ ケヽ

23-6 B-1 弥生 (月 影 ) 小型銘 「5YR8/6 1/12 密 良 磨耗の為調整不既 唇耗の為調整不明

23-7 B-1 称生 (月 影 ) 高郭 (46 5VR7お～loYR7打 密 良 磨耗の為調整不明 昏耗の為調整不明

お-8 B-1 弥生 (月 影 ) 器台 25Y8/3 組 不 良 磨耗の為調整不既 昏耗の為調整不明

お-9 B-1 土師器 (古矯 ) 高 郭 5ヤ紹お～10YR7カ 密 良 ミガキ、ナデ ミガキ
B-1 弥生 (月 影 ) 甕 15Y6/4～ 25Y5/′ 密 やや伝 1旨頭痕、ケズ リ ナデ 媛凹線

25-2 B-1 SK21 土師器 (古墳 ) 甕 156 OhR6/4～ 25Y4た 密 ややニ ナデ ナデ

る-3 B-1 SK17 11 土師器 (古墳 ) 甕 (35 10YR7/4～ 5/2 密 ややほ ナデ ナデ

25-4 B-1 SK17 土師器 (古墳 ) 一里 188 5Y船打～10YM/ 密 良 ナデ ナデ、ハケメ

Z5-5 B-1 土師器 (古墳 ) 一里 (92 IⅣ船/6～ ll椒7た 密 長 ナ デ ミガキ後赤彩

25-6 B-1 土師器 (古墳 ) 一亜 103 7 5YR7/6 密 ややi ナデ ミガキ
Z5-7 B-1 SK17 土師器 (古墳 ) 一霊 5YWi～ Ю釈51 1/12 密 長 ナデ?ハケメ? ミガキ

25-8 B-1 SK17 土師器 (古墳 ) 一里 0饂ヽ～1547″ 5/12 ややは ミガキ、ケズリ、赤彩 ケヽメ、ケズリ、赤彩
る-9 B-1 SK17 土師器 (古墳 ) 高邪 Ю48狗 25451 密 長 ミガキ、赤彩 ガキ、赤彩

25-10 B-1 SK17 上師器 (古墳 ) 器 台 ;Y6/6 11/1E 密 良 ミガキ、ナデ ミガキ
を5-11 B-1 SK29 弥生 (月 影 ) 有子し鉢 15YR～ 10YR6/( 密 良

23-1 B-1 SD38 弥生 (法仏 ) 甕 ЮYR8/27う Yttk 0や窪 やや良ケズリ、ナデ ケヽ ナデ
28-2 B-1 SD38 弥生 (法仏 ) 甕 (2■7 5YR6/4～ 7/∠ 9/12 密 良 ケズリ ケヽメ

23-3 B-1 SD38 弥生 (法仏 ) 甕 留 良 ケズリ ケヽメ 擬凹線

Z8-沼 B-1 SD38 弥生 (法仏) 甕 278 10YR6/3～ 8/∠ 12/12 密 良 ケズリ ナテ、ハケメ

Z8-5 B-1 SD38 土師器 (古墳 ) 甕 130 268 ,YR6/6～ 6/[ 粗 やや良 磨耗の為調整不明 審耗の為調整不明
29-( B-1 SD38 称生 (法仏) 高郭 Y6/6～ 75Y7た 7/12 11/12 密 良 ミガキ、ケズリ ミガキ、ナデ 指突文

J9-7 B-1 SD38 弥生 (法仏) 高イ 248 ЮYR8/2～ 6/迄 8/12 密 良 ミガキ ミガキ、ナデ
29-8 B-1 SD38 泳生 (法仏 ) 高郭 297 259 るYRy6～ 10Y階々 12/12 密 良 ナデ ?、ハケメ ナデ、ハケメ、ミガキ
30-1 B-1 SDll 弥生 (法仏) 甕 1/12 密 やや

=
ナデ、ケズリ ナデ、アヽケメ 疑凹線

30-2 B-1 SDll 称生 (法仏〕 甕 ittγ 6～75椒 5カ 1/12 や゙喜 ややニナデ、ケズリ ナデ 擬凹線

10-3 B-1 SD13 弥生 (法仏) 甕 10YR8/2 密 良 ナデ、ケズリ ナデ、アヽケメ 疑凹線

10-4 B-1 SD2 体生 (月 影 ) 奪 10YR7/4～ 5ん 0や喜 やや良 ナデ、ケズリ? ハケメ 擬凹線

10-5 B-1 SD52 弥生 (月 影) 甕 石釈7μ～101P8μ 留 良 ナデ、ケズリ ナデ、ハケメ

10-( B-1 SD45 上師器 磐 1/12 密 良 ナデυヽケロの猿残る) ナデけズリの痕残る)
10-7 B-1 SD48 弥生 (月 影 ) 甕 う椒6/4～ lαRV 1/12 密 良 妖 ミガキ、ケズリ? ナデ、ハケメ 疑凹線

10-8 B-1 SDll 体生 (法仏 : 高杯 22を OYR7打～2Ⅳ R4た 1/12 密 良 ミガキ ミガキ
10-9 B-1 SD48 弥生 (月 影 ) 高郭 (41 OYR6/4～ 8/∠ 2/12 密 良 ミガキ? ハケメ後ミガキ

8-1 SD56 体生 (月 影 ) 高 郭 を5YR5/6 2/12 密 良 ナデ、ミガキ後赤彩 ミガキ後赤彩

311-11 B-1 SD32 土師器 高郭 10YR 7/4～ 8/Z 2/12 5/12 密 良 ハケメ ミガキ

B-1 SD3 弥生 (法仏 : 高 郭 密 良 ナデ ナデ スタンプ文

8-1 SD61 土製品 ミニチュ 4 10YR7/4 2/12 712 密 良 ナ デ ナデ

B-1 SD65 上製品 ミニチュ (■7 5YR7/6 0や密 やや
=
不調整 ナデ

〕1-1 B-1 包合層 弥生 月影 ) 甕 5ι (351 1/12 ,や密 やや長ナデ、ケズリ? ナデ

〕1-2 B-1 包含層 弥 生 月影 ) 甕 (3B 10YR3/3 1/12 密 良 ケズリ、ナデ ナデ

〕1-3 B-1 包合層 弥 生 月影 ) 甕 10YR7/4 ,や密 やや良ケズリ、ナデ ナデ 疑凹線

B-1 包含層 弥生 月影 ) 甕 10YR6/3～ 3/1 密 やや良ケズリ、ナデ ナデ 疑凹線

31-5 B-1 包含層 弥生 (法仏 ) 甕 6 230 25Y7/4～ 7た 12/1 密 やや良ケズリ、ナデ ケズリ、ハケメ、ナデ 擬凹線

,1-6 B-1 包含層 赤生 (法仏 ) 甕

31-7 B-1 包含層 弥生 (弓 影 ) 甕 10YR7/4 密 良 ミガキ ミガキ

,1-8 B-1 包含層 体生 壷 (541 10YR7/4 密 良 ナデ ナデ、ハケメ

31-9 B-1 包含層 祢生 鉢 10YR3/2～ 8/( 密 良 ミガキ? ミガキ後赤彩
B-1 包含層 弥生 (月 影) 高野 10YR7/3～ 7/ 密 良 ミガキ ミガキ

31-11 B-1 包含層 上製品 土玉 幅21 26椒 4/8～Ю用/ 12/1 密 良 ナデ

〕2-1 B-1 珠洲 (48 25Y1/6 やや雇 良 ロクロナデ、補目ロクロナデ

〕2-2 B-1 珠 洲 一亜 75Y1/4 1/12 密 良 ロクロナデ ロクロナデ
,2-3 B-1 珠洲 すり割 (50 25Y1/6 やや寝 良 菫用による塵耗 ロクロナデ

,2-コ B-1 へ尾 と亜 (33) 5Y5/1 密 良 ロクロナデ ロクロナデ
36-1 B―を SD58 上師器 古墳 ) 甕 OYR6/3～ 25Y5/ 2/12 やや窪ややξ ケズリ、ナデ ケヽメ

36-2 B SD90 土師器 古嬌う 一霊 (63) 76椒 6/4～ llYRyl 4/12 密 良 ハケメ、ナデ ケヽメ、ナデ
36-3 B― Z SD90 土師器 古墳 ) 甕 221 OWRV4～25Y5オ 1/12 密 やや長ハケメ、ナデ ケヽメ、ナデ

36-コ B― SD90 土師器 古塔う 甕 5/12 密 良 ハケメ、ナデ ケヽメ、ナデ
36-5 B―を SD91 土師器 古墳 ) 一軍 222 751R6/6～ 10YRy 10/1 密 ややi ハケメ ケヽメ

36-( 8- SD90 土師器 古墳 ) (78) 7 5YR7/6～ 7/ 密 良 ミガキ、ナデ ミガキ
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36-7 B-2 SD91 土師器 (古墳 ) 一軍 150 '5ヽ

“

/4～ 10YR7み 密 良 ケズリ、ミガキ ケヽメ、ミガキ、ケズリ
36- B-2 SD9 土師器 (古墳 ) 器 台 密 良 ミガキ後赤彩 ミガキ後赤彩
36- B-2 SD90 上師器 (古墳 ) 鉢 7 5YR7/6～ 104た ややをやや重 ミガキ? ミガキ?
B-2 SD90 土師器 (古墳 ) 鉢 (54 10YR8/3～8/4 密 良 ナデ、ミガキ ナデ、ミガキ?

37-1 B-2 包含層 土師器 (古墳 ) 甕 10YR7/3 密 良 ハケメ、ケズリ、ナデ ケヽメ、ケズリ、ナデ
37-2 B-2 包含層 土師器 (古墳 ) 塞 OYRi/3～ 25VR6λ 密 良 ロクロナデ、ケズリ コクロナデ、ハケメ
37- B-2 包含層 土師器 (古墳 ) 甕 (48 10Y留/6～ 75VR7/6 冨 良 ナデ ナデ、ハケメ
37-4 B-2 包含層 土師器 (古墳) 甕 (1&6 ЮYR6/4～ 8/と 密 良 ハケメ、ケズリ、ナデ ケヽメ、ケズリ、ナデ
37-5 包含層 土師器 (古墳 ) 一璽 (&8 10YR7/4～ 25Y7/3 密 良 ハケメ ハケメ、ケズリ
37-6 B-2 包含層 弥生 (月 影 ) 器台 (70 10VR7/4～ 25Y7r3 密 良 ケズリ、ハケメ ミガキ 睡凹線

37-7 B-2 包含層 土師器 (古墳 ) 鉢 10YR～ 25Y7/3 密 良 ケズリ ハケメ
37-8 B-2 包含層 弥生 (月 影 ) 有子と争 (75 !5Y8/2～ 8/3 密 良 ケズリ ハケメ
〕7-9 B-2 包合層 陸器 碗 07 J5GY8/1 12/12 密 良 ロクロナデ ロクロナデ
-1( B-2 包合層 越中瀬戸 皿 1■3 '5～ 10YR5/3 密 良 ロクロナデ ロクロナデ、ヘラケズリ、ヘラキリ

SD23 珠 洲 括 鉢 260 25Y4/1 1/12 密 良 ロクロナデ ロクロナデ
12-2 SD23 珠洲 嬉鉢 25Y6/1 密 良 ロクロナデ、櫛目ロクロナデ、ハケメ
12-3 SD23 珠洲 ;Y6/1 転用 密 良 周囲打ち欠き

42-コ B一 SD27 珠洲 !5Y6/1 転 用 密 良 周囲打ち欠き

42-5 SE4 味洲 括鉢 309 ,Y5/1 密 良 ロクロナデ、クンメロクロナデ
45-1 B― SFl 珠洲 一璽 15 '5Y6/1 密 良 ロクロナデ ロクロナデ
45-2 SFl 珠洲 悟鉢 25g ,Y5/1 密 良 ロクロナデ ロクロナデ
46-1 B― SD8 偲文 (晩期) 浅鉢 68 (571 10YR6/3 12/12 やや窪 良 不明 ミガキ 早線文

46-2 B-3 SD8 健文 (晩期) 浅 鉢 0椒 6/4～25Y7/ 密 良 ナデ ミガキ 平線文

46-3 SD8 隠文 (晩期 ) 深鉢 (45 密 良 ナデ ミガキ 浮線文

46-4 B-3 SD8 健文 (晩期 ) 深鉢 (41 OYR4/2～ 5光 密 0や良 ナデ 条痕文

埼 -5 包含層 隠文 (晩期 ) 深鉢 (551 密 やや良 ナデ 条痕文

46-6 8-3 包含層 縄文 (晩期 ) 深鉢 10YR6/2 密 良 ナデ 条痕文

46-7 包含層 健文 (晩期 ) 深鉢 10YR6/2 密 良 ナデ 条痕支

46-8 B-3 包合層 罷文 (晩期) 深鉢 OYR3/2～ 5光 やや密 0や点 ナデ 系痕文

52-1 C SD29 朱洲 掴鉢 (45 25Y6/1 やや密 やや良 ロクロナデ 回クロナデ
52-2 C SD29 珠洲 摺鉢 28〔 75Y6/1 密 良 ロクロナデ ロクロナデ
52-3 C SD29 珠洲 層鉢 (49 5Y6/1 密 良 ロクロナデ ]クロナデ、子持ちヘラケズリ
52-4 C SD29 珠洲 層鉢 129 5Y7/2 1/12 やや宅 0や員 クシメ 1クロナス静止糸切け後ケズリ
52-5 C SD39 土師器 皿 a( 10YR7/3 密 良 ナデ ナデ

52-6 C SD39 土師器 皿 (251 7 5YR8/6 2/12 密 良 ナデ ナデ、不調整
C SD39 珠 洲 鉢 10YR1/51/6 やや密 やや良 ロクロナデ ロクロナデ

52-8 C SD39 珠洲 拍鉢 密 良 ロクロナデ ロクロナデ
C SD39 珠洲 鉢 124 25～ 75Y5/1 密 良 ロクロナデ クロナテ、静止糸切り
C SD39 珠洲 鉢 (■2: 10Y5/1 密 良 ロクロナデ 1クロナス手持ちヘラケズリ
C SD39 昧洲 一璽 436 (早 :

25Y8/1 2/12 密 良 ロクロナデ ヨクロナデ
C SD39 珠洲 甕 (57: 5Y6/2 密 良 ロクロナデ ヨク国ナデ

53-1 C SD42 味洲| 悟 鉢 10Y1/6 密 良 ロクロナデ、櫛目 ヨクロナデ
53-2 C SD42 珠洲 悟鉢 密 良 ロクロナデ、櫛目 ヨクロナデ
33-3 C SD42 味iHI 悟 鉢 3α0 (52: 25～ 5Y6/1 密 良 ロクロナデ、櫛目 ヨクロナデ
53-4 C SD42 珠洲 悟鉢 (63〕 25Y1/6 密 良 回クロナデ、櫛目 ヨクロナデ
53-5 C SD42 珠洲 梧 鉢 122 (38 25Y1/5 良 回クロナデ、櫛目 1クロナス回クロヘラケズリ
53-6 C SD42 珠洲 福鉢 (26 ;Y5/1 密 良 ロクロナデ 1クロナデ、ロクロヘラキリ
S3-7 C SD42 珠洲 藝 41B (56 ;Y5/1 密 良 ナデ、当て具痕 ナテ、ハケ
56-1 C 珠洲 甕 (55 75Y5/1 1/12 密 良 ロクロナデ ヨウロナデ
D6-2 C SEl 珠洲 悟 鉢 (49 と5Y5/1 密 良 ロクロナデ ]クロナデ、静止糸切り
お-3 C SEl 珠洲| 鉢 (321 10YR8/1 やや密やや云 ロクロナデ ヨクロナデ
お-6 C SE2 珠洲 甕 J5Y5/1 密 良 ロクロナデ ヨクロナデ
,6-7 C SE2 珠 洲 播鉢 ど5Y5/1 1/12 密 良 ロクロナデ、クシメ ヨクロナデ
,6-8 C SE2 珠洲 摺鉢 (70 !5Y2/7 0や窪 やや良 ロクロナスオロシメ ヨクロナデ
56-C C SE3 土師器 皿 (301 密 やや良 蹟ナデ、不調整 黄ナデ、不調整

お-10 C SE3 珠洲 甕 !5Y5/1 密 良 ロクロナデ ロクロナデ、ハケ
鴻-1 C SF 土師器 皿 5YR7/6 留 やや良 ナ デ ナデ

遇-2 C SF 陶器 碗 (47 75YR3/1 密 良 釉薬アリ 釉薬アリ

遇-3 C SF 陶器 厚NII (47 7 5YR5/2 1/12 粗 やや良 ロクロナデ ロクロナデ
遇-4 C SF 陶器 皿 (261 25Y8/1 1/12 密 0やi 回クロナデ ロクロナデ
遇-5 C 雷磁 碗 55 密 良 ロクロナデ ]クロナデ、ロクロヘラケズリ
,8-6 C 陶器 香炉 10YR8/2 密 良 ロクロナデ ロクロナデ
C 青磁 碗 (321 密 良 ロクロナデ レロ1/け日ヘラキ)、高台ケヌ〕巴t

お-8 青磁 碗 7 5YR6/1 密 良 釉薬アリ、スタンフ技 ]クロナデ、ヘラキリ、釉薬アリ

遇-9 青磁 碗 (24) 5Y6/1 密 やや良 レロナえ日
'日

本テキリ.君台ケズJttt
8-10 珠洲 甕 (45 25Y5/1 密 良 ロクロナスタタキメロクロナデ
B-lZ 味洲 奪 1/12 密 良 回クロナデ ロクロナデ
お一* 珠洲 甕 (40 7 5YR4/1 1/12 密 農 ロクロナデ ロクロナデ
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版

号
図
番 地 区 遺構 分 類 器種

法量
色調 (記号 )

違存率
胎土 焼 成

調 整
文様

日径 底 径 器 高 日径 底径 内面調整 外面調整

58-14 C 珠 洲 鉢 387 (40 !5Y1/6 密 良 ロクロナデ ロクロナデ

58-15 C SF 珠洲 播鉢 を5-75Y6ノ やや密 ややニ 卸日、櫛拍波状文 ロクロナデ

58-16 C SF 昧洲 ‖王円白 を5Y7 転用 詈 良 周囲打ち欠き

58-17 C SF 珠洲 転 用 密 良 周囲打ち欠き

C SF 珠 洲 IHI円全 転用 密 良 周囲打ち欠き

C SF 珠洲 },工円鶴 転用 密 良 周囲打ち欠き

昧洲 ど5Y6/ 転 用 密 良 周囲打ち欠き

B-21 C 珠洲 I]工円廷 25GY5/1 転用 密 良 周囲打ち欠き

珠 洲 悟鉢 314 ;Y6/1 密 良 ロクロナデ、波状文 ヨクロナデ

C 珠洲 摺 鉢 341 「SY6/1 密 良 ロクロナデ、波状文 ヨクロナデ

SF 珠 洲 播鉢 (44 25Y1/6 密 良 ロクロナデ ヨクロナデ

,9-塞 C SF 珠洲 悟 鉢 密 良 ロクロナデ、櫛目 ヨクロナデ

SF 珠洲 悟鉢 25Y2/5 やや密やや良 ロクロナデ ヨクロナデ

SF 未〉‖ 糧 鉢 (39: 35Y1/6 1/12 密 良 ロクロナデ ロクロナデ

SF 珠洲 摺鉢 (57) 25Y1/6 密 良 ロクロナデ ロクロナデ

SF 宍洲 帽 鉢 (52) 25Y1/6 1/12 密 良 ロクロナデ ロクロナデ
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Ⅳ 自然科学分析
打 出遺跡 自然科 学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

打出遺跡は神通川河田部に位置し、海岸砂丘の内側にあたる微高地上に立地する。これまでの

調査により、A地区では神通川の旧流路および中世の井戸が、B地区では弥生時代～古墳時代の

竪穴住居跡および溝が、C地区では中世の掘立柱建物や井戸とともに、中世～近世の遺物が共伴

する道路跡などが検出されている。

今回の自然科学分析調査ではA地区の旧流路の埋積過程を検討する目的で珪藻分析を、旧流路

および井戸から検出された木材について年代測定を実施する。また、B-1地区の弥生時代終末
期と考えられる竪穴住居跡炉址覆土について、微細物分析と年代測定を行い、遺構の時期や植物

利用に関する情報を得る。さらに、C地区の井戸および道路跡に認められた波板状凹凸面から採

取された木材の年代測定を行い、井戸や道路の構築時期に関する情報を得る。

1.放射性炭素年代測定

(1)試料

試料は、A地区の旧流路 SXlお よび中世の井戸 SEl・ 2・ 4から検出された木材 4点、B―

1地区の弥生時代終末期の竪穴住居跡 S12・ 3覆土から抽出した炭化物2点、C地区の中世の井

戸 SElお よび道路跡 SFlから採取された木材 2点の計 8点である。この中で、A地区の旧流路
では、その肩部から古墳時代前期の遺物が投棄された形で出上し、埋積上下部からは古墳時代前

期の遺物、埋積土上部からは古代～中世の遺物が検出されている。また、C地区の道路跡からは

主として13世紀代～17・ 18世紀初頭の遺物が検出されている。なお、B-1地区竪穴住居跡の試
料は土壌試料として採取されているため、前処理として災化物の抽出作業を行い、抽出された炭

化物を年代淑j定試料として用いる。その他の試料は、各木材試料から0.5g程度を分割・抽出し、

分析に用いる。

(2)分析方法

測定は株式会社加速器研究所の協力を得て、ANIS法で行う。放射跛 素の半減期はLIBBYの半

減期5,568年 を使用する。測定年代は1950年を基点とした年代 (BP)であり、誤差は標準偏差
(One艶却a)お よび標準偏差の2倍 (真の値が950/Oの確率で存在する範囲)に相当する年代であ

る。暦年較正は、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV4.4(Copyright 1986-

2002 M Stuiver and PJ Reimer)を用い、誤差として標準偏差 (One sigma)お よび標準偏差の 2倍

(Two Suna)を 用いる。また、北半球の大気圏における暦年校正曲線を用いる条件を与え、計算

させる。

B-1地区の試料の前処理は、以下の抽出作業を行う。S12は土壌試料中に肉眼で炭化物がほ
とんど認められなかったことから、土壌試料約500gを乾燥後、飽和食塩水に投入して浮上した

炭化材を回収し、軽く水洗した後、乾燥させることによって、0.38gの炭化物を得た。S13は、
肉眼で脆弱ではあるが炭化物が確認できたことから、土壌試料を乾燥後、炭化物を20g程度抽出

し分析に用いた。炭化物が脆弱で、かつ土壌との分離が不可能であることから、多めに採取した。
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また、各試料の由来についての情報を得るため、樹種同定も併せて行った。

(3)結果および考察

年代測定結果を表 1に、暦年較正結果を表 2に示す。暦年較正を行わない年代値 (One sima)

でみると、 A地区のSElは 1140±40BP、  SE2イよ840± 30BP、 SE4イま670± 30BP、 SXlイま

1810± 40BPをそれぞれ示す。B-1地区は、S12が 1840± 40BP、 S13が1660± 40BPを示す。

C地区は、 SEl力沈80± 40BP、 SDlが720± 40BPを示す。

表 1.放射性炭素年代測定結果

1)年代値の算出には、日bbyの 半減期5568年を使用。
2)BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。
3)誤差は、標準偏差 σと標準偏差の2倍 (2σ )に相当する値をそれぞれ用いている。

表2.暦年較正結果

計算には、RADIOCARBON CALBRATON PROGRAM CAttB REV44(Copyttght 1 986-2002 M Stjver and P」 Remerlを 使用
計算には表に示した丸める前の値を使用している。

次に暦年較正を行った値 (One sigma)で は、A地区の SEllま cЛ AD 784 977、 SE2は c証△D

遺構名 性状 (樹種) 方法
補正年代
BP(σ )

補正年代
BP(2σ )

δ13C
%。 (σ )

測定年代
BP(σ )

Code No.

A SEl 財(スギ) AMS 1140± 40 1140± 70 -23.86± 065 1120± 40 IAAA-31833
A SE2 ノキ ) AMS 840± 30 840± 70 -2414± 071 830± 30 IAAA-31834
A ノ キ AMS 670± 30 670± 70 -2652± 068 690± 30 IA/ヽA-31835

A SXl コナラ属) AMS 1810±  40 1810± 70 -2517± 068 1810± 30 IAAA-31836
Bl S12 暁土内炭化物 (不明広葉樹) AMS 1840± 40 1840± 70 -2517± 072 1840± 30 IAAA-31839
Bl Si3 暁土内炭化物 (不明広葉樹 ) AMS 1660± 40 1660± 80 -1210± 070 1450± 40 IAAA-31840
C SEl 財(スギ) AMS 880± 40 880± 70 -2451± 075 870± 40 IAAA-31837
C SFl 夫化材 (ハンノキ属 ) AMS 720± 40 720± 70 -2555± 070 720±  30 IAAA-31838

地区 遺構名
補正年代
(BP) 誤差 暦年較正年代 相対比 Code No

A SEl 1,142±  36
σ

Cal Ap rも 4~C劇 ハワ rも r
cal AD 880-cal AD 977

cal BP l,166-1,163

cal BP l,070-  973

0014
0986

IA/ヽA-31833
2σ
ctt AD 781-c』 AD 792
cal AD 804-cal AD 982

ctt BP l,169-1,158

ctt BP l.146-  968

υ υOr

0963

A SE2 844± 33

σ
υ

Ｄ

Ａ

Ａハ

ａ‐

「劇

10も ―Ctt Aワ

178-cal AD
,Ir4

,242

ctt BP  787-  776
cal BP  772-  708

∪.Iもり

0864
IAAA-31834

2σ

ctt AD

ctt AD

ctt AD

,062-cal AD
,122-cal AD
,156-ctt AD

,085

,138

,276

cal bP  ももも―  もり0
cal BP  828-  812
cal BP  794-  674

４

５

２

４

３

２

υ

０

９

υ

０

０

A SE4 669± 33
σ
ctt AD l,285-ctt AD
ctt AD 1 355-ctt AD

０

８

cal BP  665-  645
cal BP  595-  564

0429
0_571
IAAA-31835

cal AD

ctt AD
,280-c』 AD
,346-ctt AD

ctt BP  670-  623
cal BP  604-  557

∪.4も r

0513

A SXl 1,810± 351

σ

ctt AD 134-cal AD 163
ctt AD 167-cal AD 201
c』 AD 207-c』 AD 243

cal BP

cal BP

ctt BP

１

８

４

８

７

７

,787

,749
.707

0271
0330
0.399

IAAA-31836ctt AD  92-ctt AD  97
cal AD 127-ctt AD 261
ctt AD 278-ctt AD 324
cal AD 331-ctt AD 336

ctt BP

ctt BP

ctt BP

ctt BP

1,858

1,823

1,672

1619

,853

,689

,626
614

0005
0,856

0134
0005

Bl S2 1,841± 34
σ ctt AD 131-ctt AD 219 cal BP 1 819- 731 1000

IA/ヽA-31839
2σ
ctt AD  81-cal AD 244
c』 AD 309-ctt AD 315

cal BP

ctt BP

1,869-

1.641-

0991
∩∩∩0

Bl S13 1,660± 39

σ
ctt AD 265-cal AD 267
ctt AD 341-cal AD 428

cal BP l,685-
cal BP l_609-

0014
0.986

IAAA-31840

2σ

cal AD 258-cal AD 283
c』 AD 287-cal AD 300
cal AD 320-ctt AD 442
ctt AD 448-ctt AD 468
c』 AD 482-ctt AD 494
企ぅlAn  z10A_企 nI Aめ  氏99

ctt BP

cal BP

ctt BP

ctt BP

ctt BP

ctt BP

1,692

1,663

1,630

1,502

1,468

1454

1,667

1,650

1,508

1,482

1,456

1421

0085
0021
0806
0031
0015
0041

C SEl 875± 37
σ

cal AD

ctt AD
ctt AD

,062-ctt AD
,123-ctt AD
157-cal AD

,085

,138
218

ctt BP  888- 865
ctt BP 827- 812
cnl RP  793-  732

0.182

0122
∩AO氏 IAAA-31837

2σ
Ｄ

Ｄ

Ａ

Ａ

劇

州
,039-cal AD
lБ O― cal AD

142
247

cal BP  911-  808
rnI Rp  R∩∩_  7∩ R

04
0577

C SDl 720± 35

σ ctt AD 266-cal AD 1000
IA/ヽA-31838

2σ
Ｄ

Ｄ

Ａ

Ａ

劇

創

ctt AD

ctt AD

０

８

c』 BP  727-  646
ctt BP  584-  565

0909
0091
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1163-1242、 SE4は cttAD 1285-1386を 示す。これらは中世の遺構であると考えられていることか

ら、SElは発掘所見よりもやや古い年代値が得られていることになる。またSXlは 、cェAD 134-

243と いう値が得られており、古墳時代前期の遺物が検出されるという年代観よりも若干古い。

B-1地区のS12は cttAD 13卜 219、 S13は cЛAD265-428を示し、弥生時代後期とされる年代観
とほぼ整合する。C区のSElは calAD 1062-1298、 SDllま cttAD 1266-1298で ある。SElは 中世、

SDlは 13世紀代～17・ 18世紀初頭の遺物が共伴するとされ、年代測定値で見る限りでは、双方
とも中世初め頃の年代値を示し、考古学所見とほぼ整合する。

樹種構成をみると、井戸から検出された木材はすべて針葉樹である。これらが井戸枠材に由来

する場合、耐水性に強い木材を選択的に用いたものと思われる。A地区SElでは推定年代より

も古い年代値が得られているものがあるが、針葉樹は一般的に樹齢が長く年輪幅も狭いことから、

幹の中心に近いところを用材としたため古い年代値が得られた可能性もある。一方、旧流路や道

路跡からはハンノキ属やコナラ属が検出されている。これらは低湿地に生育する種類を含むこと

から低地林の構成要素とみられ、周辺域に生育していた樹木に由来すると考えられる。

2.珪藻分析

(1)試料

試料は、大地区旧流路 SXlの ST-1の 5試料 (試料番号 1～ 5)、 ST-2の 3試料 (試料呑

号 2～ 4)の計 8試料である。

(2)分析方法

試料を湿重で 7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理・化学処理を

施して、珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥

させる。乾燥後、プリュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕

微鏡で油浸600倍あるいは1000倍で行い、メカニカルステージでカバーガラスの任意の測線に沿

って走査し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に200個体以上同定・計数する。種の同定は、

原口ほか (1998)、 Krammer(1992)、 Krammer&Lange― Bertalot(1986,1988,1991a,1991b)、

Witkowski鋭 江.(2000)な どを参照する。

同定結果は、海水生種、海～汽水生種、汽水生種、淡水～汽水生種、淡水生種の順に並べ、そ

の中の各種類をアルファベット順に並べた一覧表で示す。なお、淡水生種はさらに細かく生態区

分し、塩分・水素イオン濃度 (pH)・ 流水に対する適応能についても示す。また、環境指標種に

ついてはその内容を示す。そして、産出個体数200個体以上の試料については、産出率2.00/O以上

の主要な種類について、主要珪藻化石群集の層位分布図を作成する。また、産出化石が現地性か

異地性かを判断する目安として、完形殻の出現率を求める。堆積環境の解析は、海水～汽水生種

については小杉 (1988)、 淡水生種については安藤 (1990)、 陸生珪藻については伊藤・堀内

(1991)、 汚濁耐性については、A五 &Watanabe(1995)の環境指標種を参考とする。

(3)結果

結果を表 3、 図 1に示す。ST-1の 5試料 (試料番号 1～ 5)、 ST-2の 3試料 (試料番号 2
～4)と も珪藻化石が豊富に産出する。各地点とも完形殻の出現率が約700/O以上のものが多く化

石の保存状態が良い。産出分類群数は、合計で30属 159種類である。地点別に珪藻化石群集の特

徴を述べる。
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,ST-1

試料番号 5～ 3は、淡水域に生育する水生珪藻 (以下、水生珪藻)が約50%以上と多産しこれ

に次いで陸生珪藻 (陸上のコケや土壌表面など多少の湿り気を保持した好気的環境に耐性のある

種類)、 淡水～汽水生種の順に産出割合が少なくなる。淡水性種の生態性 (塩分濃度、水素イオ

ン濃度、流水に対する道応能)の特徴は、貧塩不定性種 (少量の塩分には耐えられる種)、 好+

真酸性種 (pH7.0以 下の酸性水域に最もよく生育する種)～好+真アルカリ性種 (pH7.0以 上の

アルカリ性水域に最もよく生育する種 )、 流水不定性種 (流水域にも止水域にも普通に生育する

種)と好十真止水性種 (止水域に最もよく生育する種)が多産する。主な産出種は、塩分や塩類

を豊富に含む止水域に生育する淡水～汽水生種の兌軽施滋 br・研粒滋翅、止水性の乃辱ね滋 蜘 励
ヾ

20%前後と多産し、止水性の馳 iltta COnstlver2S fO.yen繊 を伴う。陸生珪藻では未区分陸生珪藻

〔伊藤・堀内1991〕 のЯ鯛励 a scF2ο enttJ誠、陸生珪藻の中でも耐乾性の高い陸生珪藻A群 〔伊

藤・堀内1991〕 の肋 跡chi2朋コれり葉言が産出する。

試料番号 2～ 1は、汽水生種と好+真アルカリ性種および好十真流水性種が増加する点で下位

と異なる。多産する種類はなく、汽水生種の脱方cLIFa kOhFr4所訪、∽伽誌 れomttca、 淡水～汽水

生種の馳 遺�a br"泣脆翅、好流水性のN溺勤72鞄her2誌 Var.n9grec翅、中～下流性河川指標種群の

醜虚 LIFa鯰認滋、流水不定性のN加めFa狗狙CF20C妙れ、陸生珪藻B群 〔伊藤・堀内1991〕 で好汚

濁性種 (As五 &W�anabe,1995)で もあるN務7ん滋 θ伽ね乾c∽等が産出する。中～下流性1可川指標

種群とは、河川中～下流部や河川沿いの河岸段丘、扇状地、自然堤防、後背湿地などに集中して

出現する種群である 〔安藤1990〕。

・ST-2

試料番号 4～ 3は、淡水～汽水性種と水生珪藻がほぼ同じ割合で産出する。淡水生種の生態性

の特徴は、貧塩好塩性種 (少量の塩分がある方が生育に適する種)、 好+真アルカリ性種、好+真

止水性種が優占する。産出種の特徴は、淡水～汽水生種の盈軽還証a brγ泣胞勉力滋050%と優占し、

止水性の兌箸施肋 cOr2SttCms fo.yer2繊 、兌をねれ銭喀Vaを伴う。

試料番号 2は、淡水～汽水生種の醜 gilれa br・e魅随β勉が減少し、汽水生の地脆 LTFa k‐ oFarr2Etteri、

脆 脆 滋 誠誼 ξttβ、脱 施 EIFaperema2、 中 ～ 下 流 性 河 ナ|1指標 種 群 の九何 ∝加
y崩錮 s、 脱 脆 LTra鯰撤 ヵ 、

好 汚 濁 性 種 の 脆 脆 LrFa C伽盈 盟 ceaを 伴 う 。

(4)考察

弥生時代の射水平野は現在よりも海岸線が海側に退き潟湖が形成していたが、古墳時代になる

と河川による多量の土砂が供給された結果、ほぼ平野全体に広がっていた潟湖が、放生津潟周辺

(富山新港が作られる前の)に まで縮小したと考えられている 〔藤井1999〕。今回分析を行った1可

道は、旧神通川の分流の一つであると考えられている。珪藻化石群集をみると、全体的に汽水～

淡水生種が検出されているが、これは河口付近のため、海水の影響を少なからず受けていたため

と考えられる。

珪藻化石群集は、分析を行った2地点ともに傾向が類似し、上部と下部で組成が異なっている。

下部では、馳 工証a bre施随a倣や丹顛 r21β  θx督′β等、汽水～淡水性の止水性種が特徴的にみられる

ことから、当時は河口部の潟のような止水域であったと推測される。おそらく、河道の中心が他

に移ったため、河道内が河跡湖のような状態になっていたと思われる。その後、上部では汽水生

種や中～下流性河川指標種群を含む流水性種が多産することから、氾濫の影響を強く受け、河川
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から土砂が供給されるようになったと推測される。神通川は飛騨高地に水源があり、広い集水域

を持つ。珪藻化石で、特定の種類が多産しにくいのは、このような広い集水域から様々な生態性

を持った珪藻化石が堆積したためで、現地性が低い群集であるといえる。このような群集は混合

群集と呼ばれ 〔堀内ほか19И〕、集水域が広い河川によって作られた沖積低地などでよくみられ

る。

以上のことから、A地区で検出された河道は、古墳時代前期頃に流路の中心が他に移ったため

河跡湖のような状態になったが、その後神通川の氾濫の影響を受けるようになって、中世頃まで

には完全に埋没したと考えられる。

3.微細物分析

(1)試料

試料は、B-1地区の竪穴住居跡 S12の炉址から採取された土壊 3点と、S13の炉址、炉址

焼土、炉址土壌から採取された土壌 3点の計 6点である。なお、 S12の試料 3点は区別が無い

ので、便宜上 1～ 3番号を付した。

(2)分析方法

試料を肉眼観察したところ、S12は炭化物がほとんど確認されなかったのに対し、S13は、

多くの炭化物が確認できた。そのため、S12は各400cc、 S13は各200ccの土壌試料を分析する。

水に一晩液浸し、試料の泥化を促したあと、0.54mの舗を通して水洗し残澄をシャーレに集める。

双眼実体顕微鏡下で観察し、同定可能な果実、種子などを抽出する。種実の形態的特徴を所有の

現生標本および原色日本植物種子写真図鑑 〔石川1994〕 、日本植物種子図鑑 〔中山ほか2000〕 等

と比較し、種類を同定し、個数を求める。微細片を含み個数推定が困難な種類は、「破片」と表示

する。その後、48時間80℃で乾燥後、重量を測定する。なお、乾燥重量には、検出された種類に

付着した土の重量が含まれる。分析後の植物遺体は、種類毎に乾燥剤と共にビンに入れて保存す

る。

(3)結果

結果を表 4に示す。S13の炉址焼土から栽培植物のイネの炭化胚乳が 4個検出された。また、

S12の炉址 3からナデシコ科の種子が 3個検出された。他の試料からは同定可能な種実は検出

されなかった。年代測定の項でも述べたように、S12に関しては炭化物が少なく、微細なもの

が数個検出されたにすぎない。一方、 S13は炭化物が比較的多くみられるものの、いずれも脆

弱で組織もほとんど残っておらず、木材かどうか不明なものが多い。また、これらの炭化材の樹

種については、保存が悪いため不明であつた (表 1)。 以下に、本分析によつて得られた種実の

形態的特徴などを記述する。

微細片を含み個数推定が困難な種類は、「破片」と表示した。

括弧内に示した乾燥重量には、付着した上の重量が含まれる。

表 4

分析量
階 新 宝     IR待  」+能

炉 土止 炉 址 炉 址 焼 土 炉址土壌

400cc 400cc ,00nr 900cc 200cc
合74會 6947o 6613⊇ 31659室

イネ 4畑 (001宜 ラ代

ナデシコ科 三子 31](001RラRI
■イレオナ

1物 破 片 (001R末
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・イネ (o1/za盟す盟L。)  イネ科イネ属
S13の炉址焼土から、胚乳が 4個検出された。炭化しており黒色を呈す。長楕円形でやや偏

平。長さ4～ 6剛、幅2.51Hl、 厚さ1.51nlll程度。一端に胚が脱落した斜切形の凹部がある。遺存状

態は悪いが、表面に2～ 3本の縦溝が確認される。

・ナデシコ科 (Caryophynaceac)

S12の炉址 3か ら、種子が 3個検出された。茶褐色、腎臓状円形でやや偏平。tt l llHl程度。

基部は凹み、膀がある。種皮は薄く柔らかい。種皮表面には、膳を取り囲むように瘤状突起が同

心円状に配列する。

(4)考察

土壌の微細物分析の結果、 S13の炉址焼土から栽培植物のイネが確認された。住居跡の炉l■

覆土からの検出は、弥生時代後期の本遺跡においてイネカ牙J用 されていたことを示していると考

えられる。また、金て炭化していることや、炭化材や炭化物が共に検出されたことを考慮すると、

何らかの理由で火熱を受けたことが推定される。なお、近隣の下村加茂遺跡では、弥生時代の農

具が検出されたことから、稲作の検証を目的として花粉分析や種実同定などが行われているが、

ハンノキなどの湿地林や水生植物が繁茂する沼沢地の存在は推定されているものの、稲作の有無

に関しては明確な答えが得られていない 〔下村教育委員会1999〕 。今後は、射水平野内でのイネ

の生産域の特定が課題である。

一方、S12の炉址 3から検出されたナデシヨ科は、人里近い林縁や明るく開けた草地に生育

する種類であることから、遺跡周辺に生育していたものに由来する可能性がある。ただし、炭化

していないことから、住居が廃絶後に混入した後代のものである可能性も考えられる。この点に

ついて、〔吉崎1992〕 は、低湿地遺跡以外から出土する炭化していない種実は、後代からの混入

の可能性があるとして、炭化種実と同様に扱わないように警告している。今後、本遺跡周辺にお

ける分析例を蓄積し、古植生や植物利用についてさらに検討して行きたいと考える。
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類種

表3.珪藻分析結果 (1)

Diploneis smith� (Breb)Cleve

AmphOra stngOsa Hustedt

Caloneis rhombica H Kobayash

Coscinodiscus rudo fヽ Bachmann
Navicula digitoradiata(Greg)A Schumidt

Navicula eidrigtana Carter

Navicula koh rnateri Lange― Bertalot

Navicula peregrina(Ehr)Kuetzing

Navicu a salnarum Grunow

Nitzschia hungarica Grunow

Nitzschia levidens s var sa‖ narum Grunow
Nitzschia plana W Smith

Amphora fondnals Hustedt

Bacttlaria paradoxa Gmeln

Cyclote‖ a meneghiniana Kuetzing

Frag‖ aria brevistriata Grunow

Gomphonema pseudoaugur Lange― Bertalot

Gyrosigma nodrerum(Grun)G West
Navicuta cap tata Ehrenberg

Nav cula cincta(Ehr)Kuetzing

Nav cula gregaria Donkin

Navicula pygmaea Kuetzing

Navicula �v tkovvskヽ Lange― Bertalot

Nたzschia frustulum(Kuetz)Grunow

Nitzschia levidensis var victor ae Gruno、 ″

Nたzschia pa ea(Kuetz)W Smtth

Achnanthes exigua Grunow

Achnanthes hungattca Grunow

Achnanthes lanceolata(Breb)Grunow

Achnanthes minuussma Kuetz ng

Amphora afin`Kuetzing
Aulacosera ambigua(Grun)SimOnsen

Ca oneis aeroph‖ a Bock

Ca oneis bac‖ um(Grun)Cteve
Caloneis largerstedtl(Lagerst)ChoinOky

Ca oneis schumann ana(Grun)C eve

Ca oneis sWicu a(Ehr)Cleve

Ca oneis s‖ icu a var minuta(Grun)Cleve

Cocconeis placentula var eugtypta(Ehr)Cteve

Craticu a cuspidata(Kuetz)D G Mann

Cymbe‖a heteropleura var minor Cleve

Cymbe‖a meSana Choinoky

Cymbe‖a navicu“ formほ Auerswald

Cymbe‖as‖esiaca B eisch

Cymbe‖a tumida(Breb ex Kuetz)V Heurck

Cymbe‖a turg dula Grunow

Diploneis ovars(H‖ se)cteve

Epithemia adnata(Kuetz)Brebisson

Eunotia arcus Ehrenberg

Eunotia b seriatoides H Kobayas

Eunotia duprcOraphis H Kobayasi

Eunotia incisa W Smith ex GregOry

Eunotia pect na“ s var minor(Kuetz)Rabenhorst

Eunotia praerupta Ehrenberg

Eunotia praerupta var inflata Grunow

Eunotia spp

FragHaria alpestris Krasske

FragHar a capucina Desmazieres

Frag‖ aria capucina var grac‖ s(Oestr)Hustedt

Frag‖ aria construens(Ehr)Grunow

Frag‖ aria construens fo venter(Ehr)Hustedt

Frag‖ aria exigua Grunow

Frag‖ atta paraskica(W Smth)Grunow

Frag‖ aria pinnata Ehrenberg

Frag‖ aria pinnata var iancettula(Schum)Hustedt

Frag‖ aria vaucheriac(Kuetz)Petersen

Frustuha rhomboides var saxonica(Rabh)De Toni

Frustuha vulgahs(Thwak)De Toni

S千2

at-1

al封 I

ind

al封 I

al‖
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a11
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al=H
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unk
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1

6

1

1

7
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1

5

1

4

3
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1

3

1
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3

1

2

1

4

3

3

1

2

1

2

1

3

5

9

5

ind

ind
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ind

ind

卜bi

ind
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ind
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類種

表3.珪藻分析結果 (2)

Frustu‖ a vulgars var capitata Krasske

Comphonema acuminatum Ehrenberg
GomphOnema angustatum (Kuetz)Rabenhorst
Gomphonema augur Ehrenberg
Gomphonema grac‖ e Ehrenberg

Gomphonema parvu um Kuetzing

Gomphonema parvulum var iagenula(Kuetzing)Frenguem

Gomphonema sarcophagus Gregory
Gomphonema truncatum Ehrenberg
Gyrosigma pseudokuetzig�  Kobayasi

Hantzschia amphioxys(Ehr)Grunow

Hantzschia amphioxys var viVax(Hantz)Grunow

Me Osra vanans Agardh

Meridion circulae var constrictum (Ra fs)V Heurck

Navicula bryoph‖ a Boye― Petersen

Navicula confervacea(Kuetz)Grunow

Navicula contenta Grunow

Navicula contenta fo biceps(Arnott)Hustedt

Navicula elegantoides Hustedt

Navicula elginens s var negiecta(Krass)Patrick

Navicula kotschyi Grunow

Navicula men sculus Schumann

Navicula mutica Kuetzing

Navicula paramutica Bock

Navicula plausibtts Hustedt

Navicula pseudocurcicula H Kobayasi

Navicula radiosa Kuetzing

Navicula rhynchocephala Kuetzing

Nav cula triviars Lange― Bertalot

Navicula viridula(Kuetz)Kuetzing

Navicula viridula var roste‖ ata(Kuetz)Cteve
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Neid um alpinum Hustedt

Neidium amphatum(Ehr)Krammer
Neidium bisu catum (Lagerst)Cleve

Neidium dubium(Ehr)Cleve

Neidium hercynicum A Mayer

Neidium iridis(Ehr)Cleve

Nたzschia amph b a Grunow

Nitzschia angustata(W Smith)Cleve

Nttzschia brev`sima Grunow

Nttzschia debtts(Arnott)Grunow

Nitzschia hantzschiana Rabenhorst

Nitzschia rnearis VV Smith

Nttzschia nana Grunow

Nitzschia perminuta(Grun)Peragalo

Nttzschia tubicola Grunow

Pinnularia acrosphaeria W Smith

Pinnularia borears Ehrenberg

Pinnularia boreans var brevicostata Hustedt

Pinnu aria brauniana(Grun)M‖ s

Pinnularia brebisson市 (Kuetz)Rabenhorst

Pinnularia brevicostata Cleve

Pinnularia divergens Vy Smith

Pinnularia gibba Ehrenberg

Pinnular a gibba var hnearis Hustedt

Pinnularia grac‖ oides Hustedt

Pinnularia und�  Hustedt
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Pinnu ana mesO epta(Ehr)W Smた h

Pinnularia microstauron(Ehr)Cleve

Pinnularia nodosa Ehrenberg
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Pinnu aria schoenfelderi Krammer

Pinnularia subcapitata Gregory

Pinnularia subrupestris Kramimer

Pinnular a substomatophora Hustedt

Pinnular a viridis(Nitz)Ehrenberg

Pinnularia spp

PIagiotropis lepidoptera var proboscidea(Cieve)Reirn

Rhopalodia gibba(Ehr)O Mu‖ er
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類種

表3.珪藻分析結果 (3)

Rhopalodia gibba var ventricosa(Kuetz)H&M Peraッ

Rhopalodia quisumbirgiana Skvortzow

Se‖ aphora americana(Ehr)Mann

Se‖ aphora bac‖ um (Ehr)Mann
Se‖aphora laevissima(Kuetz)Mann

Se‖aphora pseudopupula(Krasske)Lange―B

Se‖aphora pupula(Kuetz)Mereschkowvsky

Se‖aphora pupula fo capitata(Skvortzowv&Mayer)

Stauroneis anceps Ehrenberg

Stauroneis krieger Patrick

Stauroneis obtusa Lagerstedt

Stauroneis phoenicenteron(Nitz)Ehrenberg

Staurone s phoenicenteron fo hattorii Tsumura

Staurone s prominula Hustedt

Surire‖ a amphioxys W Smith

Surire‖ a angusta Kuetzing

Suttre‖ a bohemica Maly

Surire‖ a ovata var pinnata(W Smith)Hustedt

海水生種

海水～汽水生種

汽水生種

淡水～汽水生種

淡水生種

珪藻化石総数

1

3

3

1

0    0
1    0

36   28

29   22

140  154

206  204

0   0   0
0    0    1

3    4    6
31   19   42
169  188  157

203  211  206

0   0   0
1    1    0

24   10    8
58   88  119
127  115   93

210  214  220

2

1

3

凡例

HR:塩分濃度に対する適応性
Euh Meh :海水生種―汽水生種
Meh   :汽 水生種
Ogh Meh :淡水―汽水生種
Ogh ttI  :貧 塩好塩性種
Ogh hd :貧 塩不定性種
Ogh hob :貧塩嫌塩性種
Ogh unk :貧塩不明種

環境指標種群

pH:水素イオン濃度 に対する適応性
】 b  :真 アルカ リ性種
a卜]   :好 アルカ リ1生種
hd   ipH不 定性種
ac¶   :好 酸性種
ac Ы  :真 酸性種
unk  :pH不 明種

CR:流 水に対する適応性
卜b   :真 止水性種
卜ph  i好 止水性種
hd   :流 水不定性種
r ph  :好流水性種
r‐b  :真 流水性種
unk  :流 水不明種

O:沼沢湿地付着生種 (以上は安藤,1990)
1995)

D2汽水砂質干潟指標種,El:海水泥質干潟指標種 (以上は小杉,1988)
K:中 ～下流性河川指標種,L最下流性河川指標種,N:湖 沼沼沢湿地指標種,
&好汚濁性種,U:広 域適応性種,千好清水性種 (以上はAstt and Watanabe,
R・陸生瑳藻 (RA:A群 ,RBB群,N:未区分、伊藤・堀内, 1991)
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打出遺跡出土の種実遺体群

中村 亮仁
試料と方法

分析試料は、打出遺跡の井戸や自然流路から検出された種実遺体である。現場で直接拾い上げ

られた比較的大きいものと、遺構内堆積物を水洗選別し、肉眼で拾い上げられた比較的小さいも

のとがある。試料はタッパー、棒瓶に水漬けの状態で入っていた。水洗選別し、拾い上げまでを

発掘担当者が行い、筆者は同定作業以降の処理を行った。同定は決眼実体顕微鏡下で、主に現生

標本との対比で行った。

結果と所見

同定の結果、木本 4、 草本18の計22分類群であった。結果は表にまとめ、栽培植物については

写真に示した。以下に出土地区、出土遺構ごとに述べる。

A地区 SE4(15～ 16世紀):草本18分類群が同定された。同定根拠について述べると、オオ

ムギとしたものは、片面の長軸方向に一条の深い溝が走り、もう片面の一端には幅に比べ高さの

ある胚を有する。側面の形態は紡錘形である。長さ4.5～ 6.6o41、 幅2.4～ 2.911111、 厚さ1.9～ 2.5mll。

シソ属としたものは、球形を呈し、表面に大きな網目模様がある。径2.211Hlと大きいためエゴマ

の可能性がある力沌、ここではシソ属として報告しておく。ウリ類は長さ8.8111111、 陸 ,311m、 厚さ1,8

41mで、藤下の研究によると長さ8.lllllll以上の大粒のモモルディカメロン型にあたる。

同定された18分類群うち特徴的なのはオオムギ、イネ、アサ、ソバ属、マメ類、シソ属、ウリ

類で、いづれも人間の管理のもとで、田畑で栽培される分類群である。オオムギ、イネ、マメ類

については火を受けて炭化していた。富山県の中世遺跡で種実遺体分析が行われている江上B遺

跡や石名田木舟遺跡をみると、組成の相関関係で共通するものが多い。特にオオムギ・ソバ属は

主食となり、打出遺跡でも出土していることから、中世の時期にはイネ以外にも重要な食料とし

て広く利用されていたことが看取できる。

栽培植物以外の分類群のうちホタルイ属・アリノトウグサは比較的水位の低い水湿地に生育す

る抽水性の植物を含む分類群である。エノコログサ属・ヒユ属・カタバミ属・イヌコウジュ属は

畑や路傍などの乾燥した環境に生育する陸生植物である。これらの水湿地植物や陸生植物は周辺

からの流れ込みと考えられ、堆積地周辺は基本的には陸生植物が生育する日当たりの良い、乾燥

した環境であり、近くにはホタルイ属・アリノトウグサが生育可能な川や溝などの水湿地があっ

たと考えられる。

A地区 SXl(古墳時代～18世紀):木本のモモ核 2点が同定された。計測可能なのは1点であ

り、値は長さ30.2Hull、 幅19,Ollm、 厚さ13.llm4であった。

A地区 SXl(古墳時代～18世紀):モモ核 3点とオニグルミ核 1点が同定された。モモ核で計

測可能なのは2点で、 1点は長さ30.041m、 幅20.8mll、 厚さ14.9mln、 もう1点は縫合線の反対側を蕃

歯類による食害を受けていて幅の計測値は分からないが、長さは28.OllHl、 厚さは13.1剛であった。

オニグルミの計測値は長さ塾.54un、 幅22.lllMl、 厚さ21.91nmである。オニグルミは沢などの肥沃でや

や湿っているような場所に生育する。

A地区 :モモ核 1点が同定された。計測値は長さ31.4剛、幅20,8mll、 厚さ15.34mであつた。

C地区 SEl(12～ 13世紀):木本ではイヌガヤ・カラスザンショウの2分類群が、草本ではヒ
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シ・アサの 2分類群が同定された。ヒンは浮葉性の水湿地植物で、池や沼などの水位のある場所

に生育する。イヌガヤは長さ15.7mll、 幅9.711ul、 厚さ7.8111n、 カラスザンショウは長さ4.OIlul、 幅3.6

mn、 厚さ2.9mll、 アサは長さ4.4剛、幅3.81nll、 厚さ3.21nmである。ヒシは約 1個体分の破片が得られ

た。

C地区 SEl(12世紀末～13世紀):モモ核 2点が同定された。計測値は長さ33.411m× 幅24.0

11111× 厚さ17.6mll、 長さ30.211ull× 幅21.441n×厚さ16.41Mlであつた。

註 藤下典之 (1992) 「出土種子からみた古代日本のメロン仲間」F月刊考古学ジャーナル11
No354』 p7-13 ニュー・サイエンス社
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表

分  類  群
部 位

A地区 A地区 A地区
A地区
C地区 C地区

(  和   名 学   名  ) SE4 SXl SEl

木本 arbor

イヌガヤ 1

Eモ ρrυnυ G DerSICa Batsch Z 2 3 1 2

オニゲルミ Jυ olans arlanど ん,rolla carr 核 1

Zanどんοχylυ tt pゎerltytt DC 腫子

軍本 herb

オオムギ μοr」eυ胸 ソυイoare Linn 庚化異実

イネ Oryza satrya L nn 震イヒ異実

Geta,a 額

ボタルイ属 Sc′ rptls 果 異

カヤツリグサ属 Gソっerys 果実 1

ツユクサ Gοttmelrna cο 師師yれた L nn 障子 1

アサ CnつつDわた sa′1/a Linn 果宝 ク 2

ソバ属 Faooρ 1/rv師 果粟

タデ属 Poイ1/9o,υ′η 果実

ヒユ属 スmaranttυs 瞳子

ナデシコ科 Carvoohv aceae 瞳子 1

Lequminosae 塵子

カタバミ属 Oxalls 目f 1

ンヽ TraDa laDOn'Ca Flerov 果 実 1

アリノトウグサ 核 1

ンソ属 Perllla 来 粟

イヌヨウジュ属 醸osla 果 異 1

ウリ類 Cυ oυ ttls・ 胸e10 Linn 踵子 1

合 計 2 4 1 5 2

4ヽ明A unknowu A 塵子

明 B Unknowu B 果 粟
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写真

1.モモ核 2.オオムギ炭化果実 3.イ ネ炭化果実

4.アサ果実 5.ソバ属果実 6.マメ類戊化種子

7.ミ ソ属果実 8.ウ リ類種子

2b2a

■■■田H10m l

~lmm 2-6,8

口‐■■‐‐‐田■lmm 7
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富 山市打 出遺跡 出土木製 品等 の樹種 につ いて

富山県林業技術センター 長谷川益夫

はじめに

打出遺跡の調査では旧神通川にあたるA地区SXlからは木材と木製部材、そして、A、 B-3、

C地区より検出された中世の井戸から曲物枠および漆器椀、羽子板状の木製品から試料を採取し、

樹種同定を行つた。そのうち、劣化してそのままでは切片作製不能の試料についてはエタノール

脱水―無水ニタノール・エーテル等分液置換一セロイジン包埋の処理を行った。未包埋を含めて

全ての試料から、ミクロトーム切片をとり、ガムクロラール封入による永久プレパラートを作製

した。これらのプレパラートについて、光学顕微鏡による観察と撮影を行った。

試験結果

今回は10点の試料について同定を行った。これらの解剖学的特徴を以下に示す。

・試料 l A地区 SE4 曲物枠 ヒノキ 助 πθypans ο加盟

年輪幅は狭い (0.5～ 0,711al)。 晩材幅は 2、 3細胞層で移行はやや急である。晩材部に樹脂細胞

が散在する。仮道管放射壁には、やや大型の有縁壁孔対がほぼ 1列に分布する。放射柔細胞―仮

道管間の分野壁子しはヒノキ型である。

顕微鏡像  (刻み :10,岡 ,100μ m)

(木口)          (柾 日) (板目)

。試料 2 A地区 SXl 木材  ケヤキ 豹 盟 開阻″

(1～ )2層の大型道管力Xし圏を形成する。孔圏外道管は集合し、接線状あるいは花づな状に

連なる。道管要素間は単穿孔で、道管要素の長さは短い (0.2～ 0.311m)。 放射組織は多列同性 (1

～ 3、 6～ 7細胞幅)、 上下端の細胞はやや大きく、時に大型の結晶を含む。
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計
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顕微鏡像  (刻み :10,50,100μ  m)
(木口) (柾目) (板目)

。試料 3 A地区 SXl 木製部材 ヒノキ 働 2paacθ ypand οう体a
年輪幅はやや狭い (約 211m)。 晩材幅は中庸で、移行は普通である。晩材部に樹脂細胞が散在

する。仮道管放射壁には、やや大型の有縁壁孔対がほぼ 1列に分布する。放射柔細胞―仮道管間

の分野壁子しはヒノキ型である。放射柔細胞は単列で 2～ 10糸Ⅲ胞高である。

廊T

顕微鏡像  骸Jみ :10,50,100μ  m)
(木口)          (柾 目) (板日)

・試料 4 B-3地区 SE2 漆器椀 ケヤキ zekO盟 飽隠滋
(1～)2層の大型道管力露し圏を形成する。孔圏外道管は集合し、接線状あるいは花づな状に
違なる。道管要素間は単穿孔で、道管要素の長さは短い (0.2～ 0.311m)。 放射組織は多列同性 (1

～ 3、 5～ 7細胞幅)、 上下端の細胞はやや大きく、時に大型の結晶を含む。
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顕微鏡像  骸Jみ :10,50,100μ  m)
(木口) (柾日) (板目)

・試料 5 試掘203ト レンチ 漆器椀 (赤) ブナ 脆則s∝瑠β物

散孔材でターミナル付近の道管径は急激に小さくなる。広放射組織の端部はV字状に窪む。広

放射組織と1～ 7細胞幅の放射組織が混在する。軸方向柔細胞が散在する。道管要素間は単穿孔

である。

顕微鏡像  (刻み :10,50,100μ  m)

(木口)          (柾 目) (板日)

・試料 6 A地区 SEl 曲物枠 スギ 0切rormerTβ ねpOrv∝

年輪幅は1.511m前後、晩材幅はやや狭 く、移行はやや急である。濃色の樹脂様物質を含んだ樹

脂細胞が晩材部に散在する。仮道管放射壁には、大型の有縁壁孔対がほぼ 1列に分布する。放射

柔細胞―仮道管間の分野壁孔はスギ型で、 2個/分野の密度で存在する。放射柔細胞接線壁付近

にインデンチャーが見られる。
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顕微鏡像  骸Jみ :10,50,100μ  m)
(木口) (柾目) (板目)

・試料 7 A地区 SE2 曲物枠 ヒノキ 働 2盟2CCVDarys οbtts2

年輪幅はやや狭い (約 1.511m)。 晩材幅は2～ 3細胞層で、移行は急である。濃色の樹脂様物質

を含む樹脂細胞が散在する。仮道管放射壁には、やや大型の有縁壁孔対がほぼ 1列 に分布する。

放射柔細胞一仮道管間の分野壁孔はヒノキ型で、 2個/分野の密度で存在する。放射組織は単列
で 2～ 13細胞高である。

|

顕微鏡像  骸Jみ :10,50,100μ  m)
(木口)          (柾 目) (板日)

・試料 8 B-3地区 SEl 羽子板状木製品 スギ OηrOr“れ 滋,orv"
年輪幅は1.2nlm前後、晩材幅はやや狭く、移行は急である。濃色の樹脂様物質を含んだ樹脂細

胞が晩材部に散在する。仮道管放射壁には、やや大型の有縁壁孔対がほぼ 1(～ 2)ア」に分布す

る。放射柔細胞―仮道管間の分野壁孔はスギ型で、 2～ 3個/分野の密度で存在する。放射組織
は単列で 2～ 2餅田胞高である。

イ
，
ｆ
ｉ打
ｔ
‘
士
＝
ｐ
■
一い
革
Ｈ
一
μ
μ
に

―-122-―



顕微鏡像  (刻み :10,50,100μ  m)

(木口) (柾日) (板目)

・試料 9 C地区 SE3 漆器椀 ケヤキ 多漁M seFa翅
1層 の大型道管が孔圏を形成する。子し圏外道管は集合し、接線状に連なる。道管要素間は単穿

孔で、道管要素は短い (0.2nlm)。 放射組織は多列同性 (1～ 3、 6～ 7細胞幅)、 上下端の細胞

はやや大きく、まれに大型の結晶を含む。

顕微鏡像  (刻み :10,50,100μ m)

(木口)            (柾 日) (板日)

・試料10 C地区 SE4 曲物枠 (楕円形)ス ギ 0靱肋距rTa ttDttCa
年輪幅は0.711m前後、晩材幅は中庸、移行はやや急である。濃色の樹脂様物質を含んだ樹脂細

胞が早材―晩材移行部付近に散在する。仮道管放射壁には、やや大型の有縁壁孔対がほぼ 1列に

分布する。放射柔細胞―仮道管間の分野壁孔はスギ型で、 2個/分野の密度で存在する。放射組

織は単列で 2～ 17細胞高である。放射柔細胞接線壁付近にインデンチャーが見られる。
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顕微鏡像  骸Jみ :10,岡 ,100μ m)
(木口) (板目)(柾目)
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富山市打出遺跡出土漆器の塗膜構造調査

伽吉田生物研究所

1日 はじめに

富山市に所在する打出遺跡から出土した漆器 2点について、その製作技法を明らかにする

目的で塗膜構造調査を行ったので、以下にその結果を報告する。

2H調査資料

調査した資料は、表 1に示す中世の漆器 2点である。

表 1 調査資料

No 品 名 出土遺構 概  要

1 漆器椀 B地区 SE2 内外黒色の椀。

９

守 漆器椀 C地区 SE3 内外黒色の椀。

3.調査方法

表 1の資料本体の内外面から数llul四方の破片を採取してエポキシ樹脂に包埋し、塗膜断面

の薄片プレパラートを作製した。これを落射光ならびに透過光の下で検鏡した。

4.断面観察結果

塗膜断面の観察結果を表 2に示す。

表 2 断面観察結果表

塗膜構造 :下層から木胎、下地、漆層という構造をとる。

下  地 :2点 とも褐色の柿渋に木炭粉を混和した炭粉渋下地が確認された。
漆  層 :2点 とも地色が黒色の資料であったが、下地の上に透明漆層が1層のみ重なる、とい

う構造であった。

5.摘要

富山市に所在する打出遺跡から出上した、中世の漆器 2点について塗膜構造調査を行った。

基本的に木胎、下地、漆層という構造であつた。

下地は全点とも炭粉渋下地であった。

炭粉渋下地の上の漆層は透明漆 1層のみという単純な構造であった。

このような塗膜構造の漆器は中世の普及品に多数みられるものである。

No 器種 部位 写真No

塗膜構造 (下層から)

下   地
漆層構造 (下層から)

膠着剤 混和材

1 漆器椀

内面 1 柿渋 木炭粉 透明漆 1層

面寸
ド
府
ク 2 柿渋 木炭粉 透明漆 1層

つ
々 漆器椀

内面 Ｏ
υ 柿渋 木炭粉木 透明漆 1層

外面 4 柿渋 庚粉 透明漆 1層
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l Nol内狽I断面 (× 1600)

2.No l外狽1断面 (× 1600)

3.漆器椀 (No l)タト観

4 No2内恨」断面 (× 800)

5 No2外側断面 (× 800)

6漆器椀 (No 2)タト観
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富 山市打出遺跡出土鉄滓の調査

伽日鐵テクノリサーチ 伊藤 薫
1.いきさつ

富山県富山市打出遺跡は、神通川左岸の海岸砂丘内側に立地する。本遺跡の大地区から4基の

井戸が検出された。その一つの井戸の中から、椀型状の鉄津破片や羽口などが出上した。近傍に

は炉跡は確認されていないが、伐採痕が残っている木が集中している領域があり、近くに水利関

係の施設が存在した可能性がある。そこで、出上した鉄津類の金属学的調査を行うとともに付着

していた木炭からの年代測定を行い、同遺構の性格付けを探った。

2.調査試料および調査項目
10点の鉄淳から代表的と思われる4点を選定して調査試料とした。表 1に調査試料の大きさと

調査項目を示した。

表1  調査試料の大きさと調査項目

No l,3,4鉄津は外観的特徴を記録した後、平均的な箇所について一部を切り取り以後の調査

試料とした。切り取った試料は洗浄・乾燥後、エポキシ系樹脂に埋め込み 。固化後、研磨を行っ

た。仕上げ研磨はダイヤモンドペーストにて行い組織を現出し、光学顕微鏡にて観察を行った。

また、NQ l試料については鉱物相の組成分析をX線マイクロアナライザー (EPMA)にて行っ
た。一方、年代測定はNo 2鉄津に固着していた木炭を採取し、放射性炭素による年代測定 (AM
S)を実施した。なお、調査に用いた装置は以下の通りである。
1)外観観察

デジタルカメラ

2)断面マクロ組織観察

投影器 V― Ⅱ型 (日本光学製)

3)断面ミクロ組織観察
金属顕微鏡 BH― Ⅱ型 (日本光学製)
4)鉱物相の組成分析
X線マイクロアナライザーEPMA 」AX 8100型 (日本電子製)
5)年代測定

加速器質量分析装置 (AMS)一 C14 (触R速器分俯研究所)

3.調査結果
3-1,No l鉄津

試料

No

大 き さ
外 観 的 特 徴

調 査 項 目
調査目的

Cm gr 外観 断面組織 組成分析

1 78× 75× 31 217.2 椀型破片、全体に木炭付着 ○ ○ ○ 性 状

2 表層は酸化皮膜、底面に木炭が付着。この木炭を採取してAMS測定 年 代

3 70× 62× 30 136.5 茶褐色、椀型破片 ○ ○ × 性 状

4 47× 32× 25 47.5 表層酸化皮膜、木炭・湯玉 ○ ○ 性 状
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写真 1に外観および断面マクロ・ミクロ組織を、また、図 1に鉱物相のEPMAに よる分析結

果を示した。茶褐色、一部が椀型形状を示す遺物で、表面には木炭や土砂が固着している。写真

1-bは断面マクロ組織を示したものである。大小の空孔 (符号V)が多く存在し、鉄岸生成過

程で活発なガスの発生が伴っていたことが伺える。また、上層および下層には木炭 (符号C)が

噛みこんでいる。写真 1-c,dに は平均的な鉱物組織を示した。構成鉱物は、白色を示す金属鉄

(符号Me)、 灰色鉱物のウスタイト (符号W、 基本化学組成 ;FeO)と マトリックスは一部ウ
スタイトの樹枝状結晶を析出しているスラグ (符号 S)か らなり、チタン化合物は存在しない。

図 1は鉱物相の組成分析をした結果である。金属鉄中には微量成分は検出されず、組織からみて

炭素量は0.1%以下と推測される。ウスタイト中には0,8%前後のAl・ Mg分を含み、またマトリ

ックスの組成はFe分を300/O、 Ca分を13%含む珪酸塩ガラスで、特にCaの濃度が高いことが特

徴的である。通常のCa分は数%程度であるが、このようにCa濃度の高い融液形成は炉材から

の供給だけでは余りある濃度であり、操作過程で何らかのCa分の添加が考えられる。

一方、写真 le,fは この鉄津に噛みこんでいた木炭組織の例を示したものである。木質の特

徴から、数種類の木材が木炭製造に使用されたものと思われる。

分紙箇所は、図1・ SEM写真中に示した数値を表す。

3-2,No 3鉄淳

写真 2に外観と断面マクロ・ミクロ組織を示した。茶褐色でほぼ円形をし、No lに比べやや薄

い形状を示す椀型鉄淳の破片である。写真 2-bに は断面マクロ組織を示した。No lと 同様に大

小の空孔が多く存在し、空孔内周壁には薄く酸化鉄皮膜が形成している。写真 2-c,d,e,fに

は鉱物組織を示した。構成鉱物は金属鉄 (符号Me)、 ウスタイト (符号W)と マ トリックスは

ガラス質スラグ (符号 S)からなり、チタン化合物は存在しない。マトリックス中にはNo lで見

られた微細析出物は存在しないことから、本鉄淳はNo lに比べより速く急冷・固化したものと考

えられる。この鉄淳もNo lと 同様の操作過程で生成したものと考えられる。

3-3. No4 2夫や芸

写真 3に外観および断面マクロ・ミクロ組織を示した。茶褐色から黒灰色を呈し、一部に粘土

質が付着している。前記 2試料の鉄淳に比べ脆弱質である。写真 3-bに断面マクロ組織を示し

た。中央部に大きな空孔を持つポーラスな鉄淳である。写真 3-c,d,e,fは 鉱物相の組織を示

したものである。構成鉱物はウスタイト (符号W)、 ファヤライト (符号 F)お よびガラス (符

号 S)か らなり、チタン化合物は存在しない。結晶形状が不揃いで粒成長があまりみられないこ

とや脆弱質からみて、前 2試料鉄淳に比べ生成温度は低かったものと考えられる。この鉄津も同

様に精錬操作過程で生成したものであると考えられるが、前 2試料鉄淳より比較的上層部あるい

表 l No l鉄津、鉱物相の組成分析結果 (単位 :重量%)

析

所

分

箇

酸化第鉄二

FeO
酸化珪素

Si02

酸化アルミユウム

A1203

酸化カルシウム

CaO
酸化マ外ウム

ふ7鉦gO
酸化チタン

Ti02
酸化マンガン

�lnO

酸化カリウム

K20 鉱物相

1 炭素量が0.1%以下で他の微量元素は検出されない。 金属鉄

969 く0.ユ 0,78 014 つ
０
０
０

〔
υ

ワ
ｒ

（
υ

つ
々

（
υ ウスタイト

30.2 38.6 8.38 12.9 088 0.33
７
′
（
υ
６ スラグ
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は炉壁近傍で生成した鉄淳といえる。

3-4.木炭による年代測定
No 2鉄津に固着していた木炭の一部を採取し、放射性炭素年代測定 (AMS)を実施した。放
射性炭素の半減期はLIBBYの 半減期5,568を 使用 した。年代測定は1950年 を基点とした年

代 (BP)で あ り、誤差は標準偏差 (One Sigma)に 相当する年代である。暦年較正は、
RADIOCARBON CALIBRATION PROGRッ 生WI CALIB REV4.4(Copyright1986-
2002 M Stu� er and P」 Reimar)を用い、北半球の大気圏における暦年校正曲線を用いる条

件を与えて計算させている。結果を表 2お よび3に示した。

表2 放射性炭素年代測定結果

補正年代

BP
δ13C

(%)
測定年代
BP Code.No

370± 30 -23.16± 0.77 340± 30 IAAA-32039

1)年代値の算出にはLibbyの 半減期5,568年 を使用。
2)BP年代値は19511年 を基点として何年前であるかを示す。
3)付記した誤差は測定誤差σ (測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算した値。

1)言十算には、 RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAWI CALIB REV44(Copyright 1986-2002
M Stu�erand P」 Reimer)を 使用。

2)計算は表に示した丸める前の値を使用している。
3)付記した誤差は、測定誤差σ (測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算した値。

試料の測定年代 (補正年代)は、約370BPの 16世紀末頃に相当する値を示した。暦年較正値

は496～ 328 calBPを示した。なお、測定試料が炭化材や木炭では、①古材の使用、②樹齢をか

さねた樹木の心材付近の利用、といった理由により測定値と遺構の構築年代あるいは測定値と木

材の伐採年代に差が生じる可能性がある。なお、本試料の木炭はクヌギ類と考えられた。

本遺構からは炉跡は検出されないものの、16世紀代に鉄鉱石を原料とした素材 (銑鉄と見られ

る)を使った銅精練が本遣構近傍で行われていたのではなかろうか。

4口 まとめ
富山市の富山湾に面する打出遺跡から出土した鉄淳 4点について、金属学的調査および固着し

ていた木炭を採取し年代測定を行った。その結果は以下の通りである。

1)3点の鉄津はいずれも始発原料が鉄鉱石を素材として、精練操作を行ったときに生成した
ものと考えられた。

2)木炭の年代測定の結果、370± 30b.pと いう値が導き出された。したがって、本遺構の活

動時期は16世紀代と推測された。

表3 暦年較正結果

補正年代

BP 暦 年 較 正 年 代 (cal) 相対比 Code.No

372±33 ａ

　

ａ

AD l,454-cal AD l,519

AD l,592-cal AD l,622
cal BP 496 - 431

cal BP 358 - 328

0.676

0.324

IAAA-32039
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矢印 ;調査試料の採取箇所
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a;外観、 b;断面マクロ組織、 c,d;bの 1拡大、 e,fibの 2拡大。
Me i金属鉄、Wiウ スタイト (FeO)、 Siス ラグ、C:木炭、 ri鉄錆、Vi空孔。

写真 l Nα l鉄滓の外観と断面マクロ・ ミクロ組織
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矢印 ;調査試料の採取箇所

じ.200加

a;外観、b;断面マクロ組織、c,d;bの 1拡大、e,fibの 2拡大。
Me i金属鉄、Wiウ スタイト (FeO)、 S:ガラス、 ri鉄錆、V:空孔。

写真 2 Nα 3鉄滓の外観と断面マクロ 。ミクロ組織
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矢印 ;調査試料の採取箇所

a;外観、 b;断面マクロ組織、 c,d;bの 1拡大、 e,fibの 2拡大。
W:ウ スタイト (FeO)、 F:フ ァヤライト (2FcO― Si02)、 Siガラス、 ri鉄錆、Vi空孔。

写真 3 NQ 4鉄滓の外観と断面マクロ・ミクロ組織
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江代割遺跡、打出遺跡出土土器の蛍光 X線分析
大谷女子大学  三辻利一

lH はじめに

考古学者は土器形式から土器を分類する。土器の考古学の第一歩である。分析化学を考古学に

役立てようとする分析化学者も元素分析によって土器を分類しようとする。土器の素材である粘

土は多数の元素を含有する。これらのすべての元素を分析する訳にはいかないので、土器を分類

する場合、どの元素を使って土器を分類するかを検討しなければならない。筆者は須恵器の産地

推定法を開発するという目的で元素分析 (蛍光X線分析)を開始した。産地問題の研究では「産

地」とは何かを明確に把握することは必要である。何故なら、一般に、土器の生産地は多数あっ

たと考えられるからである。須恵器の場合には、粘土の採集地は十分に把握されていない場合が

多く、むしろ、須恵器を焼成した窯は堅固に構築されたため、窯跡は全国各地に多数見つけてお

り、しかも、その灰原には大量の破片が出土しており、窯跡の発掘調査によって、各地の教育委

員会が窯跡出土須恵器を大量に保管していた。筆者はこれらが須恵器産地推定法の開発研究の絶

好の分析対象となると判断し、各地の教育委員会に依頼して大量の窯跡出土須恵器片を提供して

いただいた。各地の窯跡出土須恵器の蛍光X線スペクトルの比較から、K、 Ca、 Rb、 Srの

4元素が地域差を有効に示す元素の有力候補として取り上げられた。地域差は分析値のままでは

理解し難い。そのために、K― Ca、 Rb― Srの両分布図上に分析値をプロットして地域差を

表示することを考えた。両分布図上で各地の窯跡出土須恵器には地域差があることが実証された。

もちろん、全国各地の窯跡出土須恵器片を集め、分析することは容易ではない。完全自動式の蛍

光X線分析装置を使用し、ほとんど、毎日のように分析作業を継続しても、10年以上の年月を要

する仕事である。筆者は20年を越える年月をかけ、全国各地の窯跡出土須恵器試料を大量に分析

した。この結果、K― Ca、 Rb― Srの両分布は地域差を有効に表示する分布図であること、

したがって、K、 Ca、 Rb、 Srの 4元素は地域差を有効に示す元素であることが実証された。

両分布図は地域差が見やすいという点ではきわめて有効であるが、定性的にしか比較出来ないと

いう欠点がある。この点を改良するため、2群間判別分析法という統計学の方法を導入した。こ

れだけではまだ、須恵器の産地推定は困難である。窯跡の数が多いだけに、何らかの考古学の条

件を入れない限り、産地推定はできない。一般に、土器の生産と供給の関係は生産遺跡と消費地

遺跡が同時代であるという前提があって成立する。したがって、出来上がった須恵器産地推定法

である2群間判別分析法は考古学の条件を入れて二つの母集団を選択した自然科学の手法を使っ

た方法論である。まさに、考古学と自然科学が融合した領域で出来上がった方法論である。この

方法は生産地である窯跡が残っていない土師器や弥生土器については適用できない。しかし、元

素に見られる地域差は人為的なものではなく、地質学と地球化学に関わる問題に起囚する。この

ため、弥生土器や土師器も同じ地域内の素材を使って製作しておれば、4元素に見られる分析デ

ーターは類似するはずである。こうした考え方から、一般の上器胎上の研究にも活用されている。

本報告でも、江代割遺跡、打出遺跡から出土した土師器、弥生土器、須恵器の蛍光X線分析のデ

ーターから、その製作地に関する情報を引き出すことを目的とした。

2.分析方法
土器片試料はすべて、表面を小型研磨機で研磨し、付着物を除去したのち、タングステンカー

バイド製の乳外の中で100メ ッシュ以下に粉砕された。粉末試料は塩化ビニール製のリングを枠
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にして高圧をかけてプレスし、内径 2 cm、 厚さ 5 mllの錠剤試料を作成し、蛍光X線分析を行った。

完全自動式の蛍光X線分析装置を使用した。X線管球は、Rh、 印加電圧、電流は50 kV、 50mA

である。軽元素の蛍光X線強度の測定にはガスフロー比例計数管を、中重元素の蛍光X線強度の

測定にはシンテレーションカウンターを使用した。測定元素は、Na、 K、 Ca、 Rb、 Srの 6

元素である。定量分析のための標準試料には岩石標準試料、」G-1を使用した。分析値は実試料
の蛍光X線強度を」G-1の対応する元素の蛍光X線強度で割った値で表示した。これをJG―
1に よる標準化値といつている。

3.分析結果
分析データーは表 1に まとめられている。分析値はまず、K― Ca、 Rb一 Srの両分布図上

にプロットされた。両分布図の作成や地域差の理解には分析値を0/0や ppmで表示するよりも、

」G-1による標準化値のほうが便利である。打出遺跡出土須恵器の両分布図を図1に示す。13
点の試料は両図でよくまとまって分布しており、同一窯の製品と推定される。それで、これらの

試料を包含するようにして須恵器領域を描いた。この領域はとくに統計学的な意味をもって描い

たものではなく、比較対照に便利なように定性的に描かれていたものである。この領域をずれた

6点の試料は別の産地の製品である。この6点の試料の分布をみると、両図でともに分布するも

のは1点 もなく、個々に散在している。このことはそれぞれ、胎土は異なり、別の産地の製品で

あることを示している。現時′点でこれらの須恵器の産地を推定することは困難である。まとまっ

て分布した点の須恵器はCa量 とSr量が比較的少ないことがわかる。もし、これらの須恵器の

産地を富山県内に求めるとすれば、西部地域が考えられる。ただ、産地の推定には生産地と消費

地の遺跡の年代を合わせておくことが必要であり、そのため、今回は判別分析にかけなかった。

図2には、打出遺跡出上の弥生土器と土師器の両分布図を示す。陥 8の土師器を除いて、他の

弥生土器と土師器はまとまって分布すると考えられるので、これらを包含するようにして土師器

領域を描いた。比較のために、図 1で描いた須恵器領域を入れてある。一般に、同一遺跡から出

土する土師器は窯跡出土須恵器ほどにはまとまらない。恐らく、粘土の採集の仕方が異なるので

あろう。須恵器ほどまとまっていないとはいえ、この程度にまとまって分布すれば、これらの上

師器と弥生土器は同じ地域内で作られた土器であると考えられよう。つまり、在地産の製品であ

ろう。弥生土器と土師器は同じ地域内で作られたという点に意味がある。ただし、No 8の上師器

は両図で在地産の上師器とは大きくずれて分布しており、胎土は異なることがわかる。外部地域

からの搬入品と推定される。

図3には、打出遺跡と江代割遺跡出上の弥生土器の両分布図を示す。比較対照のために、図2

で得られた土師器領域を描いてある。興味、深いのは、江代割遣跡の弥生土器もほとんど土師器

領域に分布することである。このことは両遺跡の弥生土器の胎上がほぼ同じであることを示して

いる。両遣跡が隣接していることを考慮に入れれば、ともに、同じ地域内でつくられた弥生土器

であることは理解できる。

今回は2遺跡であるが、本来は同じ地域内にあるほぼ同時期の多数の遺跡から出土した土師器、

弥生土器の胎土を比較すれば、もっと、興味深い情報が引き出せると思われる。
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富 山市打 出遺跡 出土赤色塗彩 土器塗彩 断面 の 自然科学 的調査

岩手県立博物館 赤沼英男

1 はじめに

富山県富山市打出地内に所在する打出遺跡は、弥生時代から中世にかけての集落遺跡である。

平成15年～16年に行われた発掘調査によって、A地区およびB-1地区の弥生時代後期から古墳

時代前期の遺構から、表面または表面および内面ともに赤色にと塗彩された土器片が出された
1)。

また、A地区北端部に位置する中世の遺構からは、赤色に塗彩された漆器が見出され、時期は不

明であるものの、C地区からは赤色物質塊も確認されている。

漆器および土器の赤色塗彩色部分、ならびに赤色物質塊」から微小試料を抽出し、断面を光学

顕微鏡、EPMA(エ レクトロン・プローブ・マイクロアナライザー)を使って分析した結果、
塗彩された資料の赤色系色材料にはいずれも微細酸化鉄粒子 (IO:酸化第二鉄と推定される)
が使用されていることが判明した。赤色物質塊は微細酸化鉄粒子を含む粘土状物質を主成分とし、

ところどころに微細酸化鉄を内包するアルミナ粒子の混在も認められた。当該試料は、他地域か

ら選び込まれた可能性がある。以下に上記資料の自然科学的調査結果を報告する。

2 調査資料
調査資料は表 1に示す10資料である。No lは中世の遺構から出上した漆器 (椀 )、 No 2～ No 9

は弥生時代後期から古墳時代後期に比定される遺構から出上した土器片である。No 9は壺形土器

であるが、他は器形不明とされた。No 2、 No 3、 No 5は 内面および外面の両方に塗彩が施されて

いる。No10は赤色物質塊であるが、時期の特定は困難とされた。

3 調査方法
No lは水付け状態で提供された塗膜片を自然乾燥し、その一部を調査試料とした。No 2～ No10

についてはダイヤモンドカッターを装着したハンドリル (以下、ハンドリルという)を使って抽

出した小ブロックを調査試料とした。表面および内面の両方に赤色の塗彩が施された土器資料

(No 2、 No 3、 および陥 5)については、両面に赤色塗彩物質が残っている部位を選別し、そこ

から試料を抽出した。エポキシ樹脂で塗膜断面組織の観察が可能となるような位置に試料を固定

し、エメリー紙で荒研磨した。ダイヤモンドペーストを用いて仕上げ研磨した後、光学顕微鏡で

塗彩断面を観察し、エレクトロン・プローブ 。マイクロアナライザー (EPM☆ )で塗彩部分を

分〕庁した。

4 調査結果
hl(図 lal)か ら抽出した試料断面のミクロ組織には、木胎のうえに樹脂層があり、その
上に厚さがほぼ均―の赤色を呈する塗膜がみられる (図 lb)。 塗膜部分のEPMAに よる組成
像 (COMP)に は、金属光沢を呈する微細粒子 (IO)お よび暗灰色粒子 (Qtz)が点在する。
含有される元素濃度分布のカラーマッピングならびに複合カラーマッピングによると、 IOは主

として酸化鉄 (酸化第二鉄と推定される)、 Q tz(酸化ケイ素と推定される)か らなる。hlに
は樹脂に酸化第二鉄および石英を主成分とする物質を混和した素材が塗彩されている。
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No 2は 内面および外面ともに赤色の塗彩が施されている (図 2al)。 図2blは塗彩された領

域のマイクロスコープによる拡大写真には、胎土表面の上にまばら状に赤色塗彩材が残存する様

子が認められる。塗彩部断面のミクロ組織 (図 2clお よび2dl)に よると、塗彩部は10～20

μm厚でかなりの凹凸がみられる。EPMAに よる組成像 (COMP)に は白色を呈する微細粒
子 (IO)が点在し、灰色の主として酸化ケイ素からなる粒子 (石英と推定される)、 Si,Al,
Oを主成分とするやや暗灰色の粒子も混在する (図 2c2・ c3、 d2・ d8)。

No 3の表面および内面はともに赤色系色材料で塗彩が施されているが、No 2に比べ塗彩材の残

存状況は不良である。塗彩材の厚さは表面力認5～ 30μ mで、裏面については残存状況が不良のた

め不明である (図 3al～ dl)。 表面」のEPMAに よる組成像には微細酸化鉄粒子が一様に点
在する様子が、裏面には局所的に微細酸化鉄粒子が点在する様子がみられる (図 3al・ dl)。

図 3caお よび d3の複合カラーマップによると、塗彩部には微細酸化鉄粒子の他に、酸化ケイ

素 (石英と推定される)およびSi一 Al― O系化合物が混在する。
陥 4お よび陥 6、 No 7～ No 9は、表面のみ赤色に塗彩された資料である。No 4、 No 6、 および

No 8の塗膜厚は10～ 30μ m、 No 7は 20～開μmで、No 7は他に比べ塗彩部の残存状況が良好であ

る。No 9は残存状況」が悪く、塗彩部の厚みは不明である。EPMAに よる分析によって、いず
れの赤色彩部分にも酸化鉄粒子 (IO)と 石英 (Qtz)の 点在が認められるが、No 7には微細

酸化鉄粒子が濃密に分にも酸化鉄粒子 (IO)と 石英 (Qtz)の ィ点在が認められるが、No 7に

は微細酸化鉄粒子が濃密に分布する。 (図 4、 図 6)。

No 5の表面には30～ 60μ m厚、内面には20～30μ m厚の赤色系色材料による塗彩が施されいる

(図 5al～ dl)。 表面の赤色塗彩部分には微細な酸化鉄粒子および酸化ケイ素 (石英と推定さ

れる)が一様」に分布する (図 5c2,c8)。 内面の赤色塗彩部分には、微細酸化鉄粒子に加え

粒状の主として酸化鉄からなる粒子が残存する (図 5d2・ d3)。

No10(図 7al)か ら抽出した試料は、そのはぼ全域が微細酸化鉄粒子からなる。EPMAに
よる組成像 (COMP)に は、白色を呈する直径lμ m未満の微細粒子 (IO)と 、微細粒子を
内包し、直径が 5～ 10μ mの暗灰色粒子が観察される (図 7cl,dl)。 clお よび dlの枠で囲

んだ内部のEPMAに よる含有される元祖の複合カラーマップによって、微細粒子は酸化鉄 (酸
化第二鉄と推定される)、 暗灰色粒子はコランダム (A120a)の可能性が高いことが明らかと

成った。

上記分析結果から、No l～ No 9の赤色系色材料の赤色系発色剤は酸化第二鉄で、No10に は微細

な酸化第二鉄、コラングム、および酸化ケイ素が混在することが確認された。

表 1 打出遺跡調査資料一覧
試料No 遺跡名 調査 地区 遺構 種別 器種 時代

1 打出違跡 試掘 T203 漆器 椀 中世

2 打出遺跡 本調査 A地区 SXl 土器 器台 ? 3小生後期～古墳前期

3 打出還跡 本調査 A地区 SXl 土器 不明 弥生後期～古墳前期

4 打出違跡 本調査 A地区 SXη 土器 不明 弥生後期～古墳前期

5 打出違跡 本調査 B-1地区 S K17・ 18 土器 不明 弥生後期～古墳前期

6 打出遺跡 本調査 B-1地区 S K17・ 18 土器 不明 弥生後期～古墳前期

7 打出違跡 本調査 B-1地区 S K17・ 18 土器 不明 弥生後期～古墳前期

8 打出違跡 本調査 B-1地区 土器 不明 3ホ生後期～古墳前期

9 打出遺跡 本調査 B-2地区 土器 壷 ? 弥生後期～古墳前期

10 打出遺跡 本調査 C地区 顔料 ? 不明
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図 l Nα lの外観 と摘出 した試料の組織観察結果

al i外観赤漆椀実測図 (1/2)。 bl i摘出した試料のミクロ組織。

cl:赤色塗彩部のEPMAに よる組成像 (COMP)。
IOは微細酸化鉄粒子 (Fe203と 推定される、以下同じ。)Qtzは酸化ケイ素 (石英と推定される)。
dli clに含有されるFe濃度のカラーマッピング。 dみ 3:そ れぞれ clに含有されるFe、 Si、 O濃度、
Fe、 S、 O濃度の複合カラーマッピング。
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図 2 No 2の 外観 と摘出した試料の組織観察結果
al:外観、矢 E「 は試料摘出位置。 bl:外面赤色塗彩部のマイクロスコープによる拡大写真。 cl:外面赤
色塗彩部のミクロ組織。 cバ cと 枠内部のEPMAに よる組成像 (COMP)。 c3i C2枠内部に含有され
るFe、 Si、 O濃度の複合カラーマッピング。 dl:内面赤色塗彩部のミクロ組織。 d21EPMAに よる
組成像 (COMP)。 d3:d2枠 内部に含有されるFe、 Si、 O濃度の複合カラーマッピング。
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図 3 No 3の 外観 と摘出 した試料の組織観察結果
al i外 観、矢印は試料摘出位置。 bl i外面赤色塗彩部のマイクロスコープによる拡大写真。 cl:外面赤
色塗彩部のミクロ組織。 c2:EPMAに よる組成像 (COMP)。 c3:含有されるFe、 Si、 O濃度の複
合カラーマッピング。dl i内 面赤色塗彩部のミクロ組織。d2:EPMAに よる組成像 (COMP)。 d3:
含有されるFe、 Si、 O濃度の複合カラーマッピング。
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